上一 一-  - - -  -  H 


(求職者の 方へ）  しく 受給す るた めに 必ず お読みく ださい。 

雇用保険の 失業 等 給付 受給 資格 者の しお! 3 


◎ あなたの 雇用保険 説明 会は 次のと おりです 


〇 


※ 雇用保険 説明 会には、 〇印 をつ けたち のを 持参 して <  だ さい。 


1 

2 

3 


5 

6 


8 


受給 資格 者の しおり 
筆記用具 

払 渡 希望 金融機関 指定 届、 または 預 （貯） 金 通帳 （本人 名義の ちの） 

写真  枚 （タテ 3cm  X ヨコ 2.5cm 程度の 上半身の ちの） 

マイ ブンバ ー カード、 通知 カード、 個人 番号の 記載の ある 住民票の いずれ か （*) 
運転免許証、 官 公署が 発行した 身分証明書 •資格 証明書 （写真 付き） のい ずれ か 
(船員の 場合は 船員 手帳） 

住民票 記載事項 証明書 （住民票の 写し、 印鑑証明 書） 

国民健康保険 被保険者 証、 または 健康保険 被保険者 証 

その他 （  ) 


(*)  受給 手続きには 個人 番号 確認書 類 （マイ ナンバー カード 等） が 必要です。 


◎ あなたの 最初の 失業の 認定 日は 次のと おりです 


〇 


※ 認定 日には、 必ず 次の ものを 持参 してく ださい 


〇 


雇用保険 受給 資格 者 証 


失業 認定 申告書 


參 


その他 （ 


) 


雇用保険 鑭 会に 出席で きない 場合には、 必ず 事前に 連絡して ください。 


^ 雇用保険 受給の 手続きを すると、 手続を した 日 以前に 雇用保険に 加入して いた 期間は、 基本 手当 等の 支給 

の 有無に かかわらず、 その後の 雇用保険の 支給 要件の 計算には 算入され ません ので ご注意く ださい。 

※ 内容に ついて 不明な 点が ありましたら、 お 気軽に 係員に お問い合わせく ださい。 

※駐車 スペースには 限りが あります ので、 できる 限り 公共 交通機関を ご 利用く ださい。 _ 


■■H 


厚生 労働省 HP に 雇用保険の Q&A を 掲載して おります ので、 ご覧く ださい。 


【 URL はこ ちら】 http:/ / www.mh1w.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/ 〇〇 〇〇 1 39508.html 


(30.  8) 


^ ハローワーク （公共職業安定所） 

【ノ 厚生 労働省 北海道 労働 局 職業 安定 部 職業 安定 課 


LL 300101 保 04 


一日ち 早い 再 就職の ために 


雇用保険 制度は、 次の 4 つを 大きな 目的と しています。 

①  働く 方々 が、 万一 失業して しまった 場合に 必要な 給付を 行って、 
生活の 安定を 図り、 1 日 も 早く 再 就職で きる よろ 支援す る こと。 

②  定年 後の 再 雇用、 育 周 休業、 介護 休業に より 賃金が 低 < なる、 ま 

たは なくなって しまろ ときに 必要な 給付を 行って、 仕事を 続けられ 
るよう 支援す る こと。  ! 

③  ご 自身の 働く 能力を 伸ばす 取り組みを 支援す る こと。 

④  働く 方々 が、 能力に 合った 仕事に 就き、 安心して その 仕事が でき 
るよ ろに、 失業の 予防 や 仕事を する 能力の 開発 • 向上な どを 支援す 

〇 こと。 

この 「しおり」 では、 「生活の 安定を 図り、 1 日 も 早く 再 就職で き 
るよう 支援す る」 という ①の 目的の ための 給付 （基本 手当、 再 就職 手 
当な ど） を 中心に 説明し ます。 

雇用保険の 支給を 受ける ためには、 さまざまな 手続きを 定められた 
期日に、 または 期間 内に 行って いただく 必要が あります。 

雇用保険に ついて わからない ことがありましたら、 どんな ことで も 
遠慮なく、 ハ ロ ー ワ ー クの 職員に お問い合わせく ださい。 

雇用保険の 仕組みを しっかりと ご 理解いた だき、 1 日 も 早い 再 就職 
の 実現の ため、 ハ □ー ワークの 各種 サービスを ご 利用く ださい。 

また、 退職され た 船員の 方が、 引き続き 船員での 再 就職を ご 希望の 
場合は、 地方 運輸 局の 窓 □を ご 利用く ださい。 
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主な 手続き 一覧 
各種 証明書 （別紙 1 〜 別紙 4) 

週 型 カレンダー （2  01 8 年〜 


2  0  21年) 


再 就職の チャンスを つかむ ためには、 

早め 早めの 「就職活動」 が 効果的です。 


早期に 再 就職す る メリ ッ 


1 失業 期間が 短い ほど、 持って いる 経験 •スキルを 生かす ことができ、 転職 先の 企業 
から 即戦力と して 評価され やすくなります。 

2  一般的に 企業では 勤続 年数が 賃金 額を 決定す る 大きな 要素の 1 つで あるた め、 1 日 
でも 早く 再 就職す る ことにより、 昇給の 可能性が 高くなる など、 労働条件の 向上に も 
繋が ります。 

3  「早く 就職し なければ」 という 焦り や 不安と いった 精神的な スト レスな どから 解放 さ 
れる とともに、 年金 や 健康保険の 負担が 軽減し ます。 


失業 期間が 長期 化する ことによ る デ メリ ッ 


1 規則正しい 生活 リズム （就寝 時間、 食事時 間な ど） が 崩れ、 就職活動への 意欲が 低 
下す ると 共に、 再 就職しても 元の 生活 リズムに 戻す ことが 難しくな り ます。 

2  面接の 際に、 就業 意欲の 面で マイナスに 評価され る ことがあります。 

3  希望 条件を 下げて 応募しても 採用が 決まらな いという 悪循環に 陥る ことがあ ります。 


求職 申込みを して か ら ハローワーク の 紹介で 就職す る ま での 期間と 割合 


平成 2 9 年度 北海道 労働 局 統計 

50.3% 


30 日 以内  31 日〜 60 日  61 日〜 120 日 


約 半数の 方が 求職 申込 （登録） 後、 


1 ヶ月 以内  に 再 就職して います。 


ハ □ー ワークの サービスを ご 利用く ださい 

V - - - - - - - - 

ハ □ー ワークでは、 みなさまが 1 日ち 早く ご 自身の 希望され る 安定した 仕事に 就ける よ う、 職業 紹介 
を はじめと した さまざまな サービスを 提供して います。 

ハ □ー ワークは 厚生 労働省 所管の 国の 機関です ので、 全ての サービスが 無料で ご 利用いた だけます。 
以下に ハ □ー ワークの 主な サービスを ご 紹介し ますので、 ぜひ ご 利用く ださい。 

なお、 ハ □ー ワークを ご 利用いた だく 際には、 「雇用保険 受給 資格 者 証」 を お持ちく ださい。 


ハ □ー ワークの 職業 相談 窓 □では、 就職に 関する さまざまな 相談に 対]© しています。 「希望す る 求人 
が 見つからない」、 「気になる 求人が あるの だけど、 どうしよう ••  •」 など、 どのようなこと でも 結 
構です。 お 気軽に 窓 □へ お越しく ださい。 

また、 現在の 求人 状況の 説明 や、 1 日ち 早い 再 就職の ための アド パイスな ども 行って います。 

•り，...〆 ，、，.ベ〜 一  -  .  .  -  -  ，-  „  へ--.  . 

求人 情報の 提供  J 

ハローワークには、 さまざまな 会社から、 每日 新しい 求人が 寄せられて います。 

求人 情報は、 タッチ パネル 式の パソコンを 使って 簡単に ご覧いた だく ことができます。 

さらに、 ハ □ー ワークでは、 他の ハ □ー ワークに 出て いる 求人 情報の 提供 も 行って いますので、 広範 
囲の 求人 情報を 入手す る ことができます。 

希望の 会社への 紹介  | 

IS 募 したい 求人が あ りましたら、 職業 相談 窓 □へ お越しく ださい。  • 

その 求人に ついての 説明 や アドバイス、 もちろん ご 質問 も お受けした 〇えで、 会社の 担当者と 面接 日 
時な どの 調整を 行い、 紹介状を お渡しし ます。 

また、 求人の 各種 条件が 多少 ( — 希望と 合わな し) 揚 合には、 会社との E 周 整も彳 3 っ てし) ます。 

仕事 探しの サポート  1 

ハ □ー  ワークでは、 みなさまの 仕事 探しを サ ポー トする ため、 ご 自身に 適した 仕事を 見つける ための 
方法 や、 面接の 受け 方に ついての アドバイス など、 各種 セミナーを 開催して います。 各種 セミナーの ス 
ケ ジュール などに ついては、 各 ハ □ー  ワークに お問い 合せ  <だ さい。 


その他の サービス 


その他に も、 ハ □ー  ワーク ごとに、 さまざまな サービスを 提供して います。 


サービスの メニュー • 内容に ついては、 各 ハ □ー  ワークに お問い合わせく ださい。 


受給 手続きの ながれ 

V  __ 


離 


求職 申込と 


受給 資格の 決定 


受給 手続きを する 本人が、 必要 書類を ハ □ー ワークまで ご 持参く ださ 
い。 ハ □ー ワークでは、 提出され た 書類 等に より 受給 資格の 確認 •決 
定を 行し) ます。 


雇用保険 説明 会 


受給 資格 者 証な ど 必要な 書類を お渡しし ます。 

また、 雇用保険の 受給 手続きの 進め 方 や 就職活動 について 説明し ます。 


受給 手続きを 開始した 日から、 失業の 状態が 通算して 了 日間 経過す る 
までを 「待 期 期間」 といい、 この間は 雇用保険の 支給と なりません。 


給付 制限  3  C  = 


自己 都合 等で 退職され た 方は、 待 期 満了の 翌日から さらに 3 か 月 
間 基本 手当は 支給され ません。 これを 「給付 制限」 といい ます。 


9 : :顏❾ 議! 定  I  く/^1  ― 


認定 日 ごと （原則として 4 週間に 1 回） に 失業 認定 申告書を 提出して 
ください。 

就労の 有無、 求職 活動の 実績な どを 確認して 失業の 認定を 行います。 


基本 手当の 支払い | < 


失業の 認定を 受けた 日数 分の 基本 手当は、 あなたの 普通預金 □座への 
振込みと なります。 （振込みまでの 期間は 金融機関に よって 異なり ま 
すが、 おおむね 1 週間 程度 かかり ますので ご了承く ださい） 


V 户 


原則として 4 週間 ご 
とに あなたの 認定 日 
が 指定され ます。 


職業 相談を ご 利用 < ださい 


求人 閲覧、 職業 相談な どは、 認定 日 以外の 日ち 利用で きます。 
積極的な 求職 活動で 1 日 も 早い 再 就職を。 


再 就職に 対する 給付金と して、 再 就職 手当 • 就業 促進 定着 手当 • 
就業 手当 • 常用 就職 支度 手当 • 高年 齡再 就職 給付金な どを 申請 
できる 場合が あります。 


I 


▼ 


支給 終了 


支給 終了後 も、 職業 相談は ご 利用いた だけます。 
遠慮なく、 八 □ー ワークへ お越しく ださい。 


—  3  — 


1 雇用保険の 給付を 受ける ことができる 人は？ 

\ _ ) 

雇用保険では、 失業 中の 生活を 心配せ ずに 仕事 探しに 専念し、 1 日 も 早く 再 就職して いただ < ために 

「求職者 給付」 を 支給し ます。 

この 求職者 給付は、 仕事を 辞めたら 必ず 支給を 受けられる ものでは あし J ません。 

求職者 給付を 受給で きる のは、 失業の 状態に ある 方の みです。 


2 失業の 状態とは 7 

V _ J 

失業の 状態とは、 次の 条件を 全て 満たす 場合の ことを いいます。 

〇 積極的に 就職し ようとす る 意思が ある こと。 

〇 いつでも 就職で きる 能力 （健康状態 •環境な ど） が ある こと。 

〇 積極的に 仕事を 探して いる にもかかわらず、 現在 職業に 就いて いない こと。 


以下の いずれ かの 状態に 当てはまる 方は、 原則として 求職者 給付を 受ける ことができません。 

■■  ■  L 

1 .  病気 やケガ です ぐに 就職す る ことができない （労災保険の 休業 [補償] 給付 や 健康保険の 傷病 
手当 金な どの 支給を 受けて いる 場合を 含みます） 

2.  妊娠、 出産、 育兒 などに よりす ぐに 就職す る ことができない 

3.  親族の 看護な どです ぐに 就職す る ことができない 

4.  定年な どに より 離職して しばらくの 間 休養す る 

5.  結婚して 家事に 専念し、 就職を 希望し ない 

6.  家事 手伝い や 農業、 商業な ど 家業に 従事し、 就職す る ことができない 

7.  自営業 （準備を 含みます） をして いる ※収入の 有無を 問いません。 

8.  会社な どの 役員に 就任して いる （活動 や 報酬がない 場合は ハ □ー ワークで ご 確認く ださい） 

9.  就職 （見習い、 試用期間、 研修 期間を 含み、 収入の 有無を 問いません） している 

10.  学業に 専念す る （昼間の 学校に 通って いて、 すぐに 就職す る ことができない） 

11.  次の 就職が 決まって いる （雇用 予約 •内定を 含みます） 


^  1 .  2.  3.  4. の 理由に より、 すぐに 職業に 就く ことができない ときは、 受給 期間を 延長で 

きる 場合が あります。 （1 8 ページ 参照） 


保険料を 負担して いたのに、 求職者 給付を 受給で きない ことがあ るの 7  

雇用保険は、 積 立 貯金の ように、 保険料を 負担して いれば、 必ず 支給を 受ける ことができる という 制 
度ではありません。 

雇用保険は、 あなた 自身に 納めて いただいた 保険料の ほかに、 他の 働く 方々 や 事業主からの 保険料と 
税金に よって、 国が 運営して いる 相互扶助 （助け合い） の 制度です。 


このため、 法律に 定める 要件に 当てはまらない 限り、 支給を 受ける ことは できません。 


1 働きたい 気持ちは あるけれ ど、 今は 病気 等で 働けない 場合は どう すれば いいの？ 

求職者 給付を 受ける ことができ るのは、 原則として 離職 日の 翌日から 1 年間です。 この 期間の ことを 
「受給 期間」 といい ます。  ノ 

退職 後、 病気、 妊娠 等の 理由です ぐに 働く ことができない 間に、 受給 期間が 過ぎて しまう と、 せっか 
< の 保険 制度が 利用で きない ことに なって しまいます。 

そこで、 一定の 基準を 満たした 場合には、 この 受給 期間を 一定期間 延長し、 その後、 働く ことができ 
るよう になっ てから、 雇用保険の 受給の 手続きを 行って いだ; だく 制度が あります （詳しくは 1 8 ページ 
参照 ）〇 


仕事を 辞めて、 資格を 取る ため 昼間 学校に 通 〇 場合、 保険は もらえな いの？ 

昼間 学校に 通う ことによって、 前 ページで 説明した 「失業の 状態」 ではなく なって いる 場合には、 求 
職 者 給付を 受ける ことは できません。 

また、 学校教育法 第 1 条に 規定され る 学校、 同 法 第 1 2 4 条に 規定され る 専修学校 または 同 法 第 1 3 
4 条第 1 項に 規定され る 各種学校の 学生 または 生徒な ど （通信 制 •夜間 制 •定時制を 除く。 以下 「昼間 
学生」 といい ます。） や、 実質、 昼間 学生と 同様の 方に ついては、 原則として、 雇用保険 法 上の 労働者と 
なりません ので、 求職者 給付の 支給を 受ける ことは できません。 


どのような 状況が 「就職」 した ことになるの？  _ ' 

雇用保険 法で いう 「就職」 とは、 いわゆる 正社員 だけでは なく、 アル バイ ト や パー ト および 研修 等 も 
含まれます。 

また、 会社の 役員 ぺ 就任す る 場合は ちちろん、 自営業の 準備 や 自営業を 営む こと、 農業 •商業 等の 家 
業への 従事、 請負 •委任に よる 労務 提供、 在宅の 内職、 ボランティア 活動な どに ついても、 「就職」 とな 
る 場合が あります。 詳しくは、 「1 1  失業 認定 申告書の 書き方」 を ご覧く ださい。 


3 雇用保険 受給 資格 者 証の 見方 

V _ 


◎表面 


雇用保険 受給 資格 者 証 


(第 1 面) 


1 .支  給  番  号 

2 .氏  名 

け—  1  .… : 

2 : 

!  3 .被保険者 番号 

4  .性別 

5. 觼職 時年齡 

6 .生年 月 日 

7 .求職  番号 

3 

5 

!  6 

8. 住所  又は  居所 


9. 支払 方法 (記号 （口座) 番号-金融機関 名-支店 名) 

9 


10 .資格 取得 年月日 

11. 離職 年月 日 

J 12. 離職  理由 

11 

12 

13.  6  0 歳 到達 時 賃金 日 額 

14. 觼職時 置 金 日 額 

15. 給付  制  限 

. 14  ■ 

15 

16 .求職 申込 年月日 

17 .認  定  日 

: 18. 受給 期間 満了 年 月旦 

16 

17 

18  」 

19 .基本 手当 日 額 

20. 所定 給付 日数 

21 .通算 被保険者 期間 

19  ，チ ■ 

_ 20 _ 

_ : _ 21 _ : _ 

22 .離職  前  事業所  名 

23 .再 就職 手当 支給 歴 

24 .特殊 表示 （災舂 時、 一括、 巡 相、 市町村） 

2 只 

◎裏面 


【離職 理由 11、 12、 21、 22、 23、 24、 25、 31、 32、 33 の 場合】 


行数 i 処理 月日 i 認定 （支給） 期間 1 

日数 ] 

種  類 

支  給  金  額 1 残 日数]  備 考 

1 

A/IO^ 

1  口  A  >¢7  r7  r1? 

、ル 四 到く？  口 ⑽ 日 口 

2 

1 

iO  丄 O 

待 期 満了  待 期 

満了 日 

wJ  ゴソ  y  ui 

L 

3 

30040 6  -  0426 

21 

基本 手当 

¥〇 〇〇， 〇〇〇 

1  69 

4 

I 

A 

I  T 

「3 〇〇 406 -〇 426」 「21」 とは、 
認定した 支給 日数 (21 日) です。 


認定 期間 (平成 3 〇年 4 月 6 日〜 4 月 26 日） と 


【離職 理由 40、 5 〇の 場合】 （給付 制限の ある 場合) 


行数 i 処理 月 日 1 

_ 認定 （支給） 期間 i 日数 i _ m _ m _ 

支  給  金  額！ 残 日数 i  備 考 

1 

A4  07 

1ft  01 A  1 

'-t  r1?  ^ 

绑由  口  07 日 90  口  _ 

2 

丄 5  UiZo 40  0  1 

待 満了  待 期 満了  d 

— i  V  ■ブ  Uf  V 

300405 

3 

トード J  _  1  ”  サ^”“ J.  J  vM 

給付 制限 期間 300406 r 3007 0 

5  離職 理由 40 

4 

A  1 

/  i 

L 

/ - - - S 

「3 〇〇 4 〇 6-3 〇〇 705」 とは、 給付 制限を 受けた 場合に 表示され、 この 期間 (平成 3 〇年 4 月 6 日〜 了 月 5 日） は 基本 
手当は 支給され ません。 

^ _ / 


—  6  — 


内容に 間違いがない か、 必ず ご 確認く ださい。 万一、 間違いが あった 場合には、 職員に お申し付けく ださし、。 


1 

支給 番号 

受給の ための 番号です。 ハ □ー ワークへの お問い合わせ や、 失業 認定 申告 
書に 記入す る 番号です。 

2 

氏名 

名前の 読み方が 間違って いません か 7  (金融機関に 登録して ある 読み方と 
異なる と 振り込みが できません ので、 ご注意く ださい） 

3 

被保険者 番号 

雇用保険では、 今後 お勤めの 場合ち この 番号が 使用され ます。 

5 

離職 時 年齢 

あなたの 離職 時の 満年齢です。 

6 

生年月日 

1 桁 目の 「3」 は 「昭和」、 4 は 「平成」 を 表します。 「一」 の 右側は 年月 
日を 表します。 

9 

支払い 方法 

指定され た 金融機関 名、 支店 名、 □座 番号です。 

11 

離職 年月日 

あなたが 離職した 日です。 

12 

離職 理由 

離職 理由を 番号で 表 しています。 

1 1、 12  : 解雇 （5 〇を 除く） 

21  : 雇 止め （同一の 事業主に 3 年 以上 雇用） 

22  : 雇 止め （同一の 事業主に 3 年 未満 雇用 •更新 明示 あり） 

23  : 期間 満了 （同一の 事業主に 3 年 未満 雇用 •更新 可能な 旨 明示 あり） 

24  : 期間 満了 （21 〜 23 以外） 

25  : 定年 （船員の 方を 除く） •移籍 出向 

31、 32  : 正当な 理由の ある 自己 都合 退職 （事業主からの 働き かけ 等） 

33  : 正当な 理由の ある 自己 都合 退職 （3彳、 32 以外） 

40,  45  : 正当な 理由の ない 自己 都合 退職 

50s  55  : 自己の 責めに 帰すべき 重大な 理由に より 解雇 

14 

離職 時 賃金 日 額 

原則と して、 離職され る 直前の 6 か 月間に 支払われた 賃金の 合計を 1 8〇 で 
割った 額です。 

15 

給付 制限 

給付 制限が ある 場合、 その 給付 制限 期間です。 

16 

求職 申込 年月日 

あなたが ハ □ー ワークに 離職 票を 提出し、 求職 申込みを した 日です。 

17 

認定 日 

左側は 週 型、 右側は 曜日を 表します （彳 2 ページ 参照）。 

18 

受給 期間 満了 日 

あなたが 基本 手当を 受ける ことので きる 期間の 最終日です。 

19 

基本 手当 日 額 

あなたが 受ける 基本 手当の 1 日 分の 金額です。 

20 

所定 給付 日数 

あなたが 基本 手当を 受ける ことができる 上限 日数です （9 ページ 参照）。 

21 

通算 被保険者 期間 

あなたが 被保険者 として 雇用され ていた 通算の 期間です （8 ページ 参照）。 

23 

再 就職 手当 支給 歴 

あな: たが 過去に 再 就職 手当を 受給した ことがある 場合、 最後に 支給を 受け 
た 日です。 

☆ 雇用保険 受給 資格 者 証は、 他人に 貸したり 譲ったり する ことは できません。 また 紛失した 場合に 
は、 すぐ ハ ロ ー ワ ー クへ 届け出て ください。 

☆ 雇用保険 受給 資格 者 証は、 コンピュータで 処理し ますので、 折り曲げ 線 以外で 折り曲げたり、 汚 
したりし ないで ください。 

☆ 雇用保険 受給 資格 者 証は、 支給 終了後 も 大切に 保管して ください。 


、1 一 


求職者 給付のう ち、 失業の 状態に ある 日に ついて 支給す る 手当を 「基本 手当」 といい ます。 

(1) 基本 手当の 日 額は、 原則として、 離職され る 直前の 6 か 月間に 支払われた 賃金の 合計 金額を、 
180 で 割った 金額 （賃金 日 額） の およそ 45% 〜 80% になります （基本 手当の 日 額に ついては、 
別途 上限が 定められて います）。 


※ 基本 手当の 日 額は、 「毎月 勤労 統計」 の 結果に 基づき、 毎年 8 月 1 日に 改定され ます。 

(2) 基本 手当の 日 額は、 年齢層 ごとに も 上限が 定められて います。 

(基本 手当の 支給 対象と なる 日が 平成 30 年 8 月 1 日から 平成 31 年 了 月 31 日までの 場合） 


賃金 日 額 （w 円）  給付 率  基本 手当 日 額 （y 円) 


_ 離職 時の 年齢が 30 歳 未満 または 6  5 歳 以上の 方 


2,480円 以上 4,970円 未満 

80% 

1 ，984 円〜 3,975円 

4,970円 以上 彳 2,21 〇円 以下 

80%  〜 50% 

3,9 了 6 円〜 6,105円 （氺 1 ) 

1 2,21 0円 超 1 3,500円 以下 

50% 

6,1 〇 5 円〜 6, 了 50円 

13,500円 (上限 額) 超 

6,750円 (上限 額） 

籲 離職 時の 年齢が 30 歳 以上 45 歳 未満の 方 


2,480円 以上 4,970円 未満 

80% 

1 ，984 円〜 3,975円 

4,970円 以上 1 2,21 〇円 以下 

80%  〜 50% 

3,976 円〜 6,105円 （氺 1 ) 

1 2,21 〇円超 1 4,990円 以下 

50% 

6,105 円〜 7,495円 

1 4,990円 (上限 額) 超 

7,495円 （上限 額） 

•離職 時の 年齢が 45 歳 以上 60 歳 未満の 方 


2,48 〇円 以上 4,970円 未満 

80% 

1 ，984 円〜 3,975円 

4,970円 以上 1 2,21 〇円 以下 

80%  〜 50% 

3,9 了 6 円〜 6,105円 （氺 1 ) 

1 2,21 〇円超 1 6,500円 以下 

50% 

6,105 円〜 8,250円 

1 6,500円 (上限 額) 超 

8,250円 (上限 額） 

籲 離職 時の 年齢が 60 歳 以上 65 歳 未満の 方 


2,480円 以上 4,970円 未満 

80% 

1 ,984 円〜 3,975円 

4,970円 以上 1 〇, 980円 以下 

80%  〜 45% 

3,976 円〜 4’ 941円 （氺 2) 

1 0,980円 超 1 5, 了  40円 以下 

45% 

4,941 円〜 7,083円 

15,740円 (上限 額) 超 

7,083円 (上限 額） 

*  1  y-0.8w 一 〇 .3  {  (w _ 4,9 了〇） / 了， 240 }  w 

*2  y=0.8w —〇 .35  {  (w— 4,9 了〇 ） /6, 〇 10}  w， y=  0.05w+ 4,392 のい ずれ か抵い 方の 額 


(3) 基本 手当を 受ける ことができる 日数の 上限は、 離職の 日に おける 年齢、 被保険者 として 雇用 さ 
れ ていた 期間 および 原則として 直 近の 離職 理由な どに より、 次 ページの 表のと おり 定められ てい 
ます （これを 「所定 給付 日数」 といい ます）。 


被保険者 として 雇用され ていた 期間 


転職 等で 被保険者であった 期間に 空白が ある 場合で、 その 空白 期間が 1 年 以内の 場合には、 前後の 被保険者 
であった 期間を 通算し ます。 ただし、 過去に 基本 手当 （再 就職 手当 等を 含む。） または 特例 一時金の 支給を 受け 
た ことがある 場合には、 その 支給を 受けた 後の 被保険者であった 期間の みが 通算され る ことになります。 

また、 官民 人事 交流 法 第 21 条第 1 項に 規定す る 雇用 継続 交流 採用 職員であった 期間 および 育児 休業 給付の 
^ 支給を 受けた 期間 （平成 19 年 1 〇月 1 日 以降） も、 所定 給付 日数を 算定す る 計算から 除きます。 


① 契約期間 満了、 定年退職、 § 己の 意思 等で 離職した 方 

(受給 資格 者 証の 離職 理由が 24、 25、 33、 40、 50 の 方) 


被保険者 であつ た 期間 

離職 時の 年齡 

1 〇年 未満 

1 〇年 以上 
20 年 未満 

2〇 年 以上 

全  年齢 

9 〇日 

1 20B 

1 5 〇 B 

② 倒産、 解雇、 一定の 要件を 満たす 雇 止め 等で 離職され た 方 
(受給 資格 者 証の 離職 理由が 1 1 、 1 2、 21 、 22、 23、 31 、 32 の 方) 


被保険者 であつ た 期間 

離職 時の 年齢 

1 年 未満 

1 年 以上 

5 年 未満 

5 年 以上 

1 〇年 未満 

1 〇年 以上 
20 年 未満 

2 〇年 以上 

3 〇歳 未満 

90B 

9 〇日 

1 2〇 日 

1 80B 

3 〇歳 以上 3  5 歳 未満 

1 2 〇日 

1 8 〇日 

21 〇日 

24 〇日 

3  5 歳 以上 4  5 歳 未満 

1 5 〇 B 

24 〇 B 

2  了〇日 

4  5 歳 以上 6 〇歳 未満 

1 8 〇 B 

24 〇日 

27 〇日 

33 〇日 

6 〇歳 以上 6  5 歳 未満 

1 5 〇日 

1 8 〇日 

21 〇 B 

240B 

※ 一定の 要件を 満たす 雇 止めに より 離職され た 方に ②の 表が 適用され るのは 暫定措置です。 
(平成 34 年 3 月 31 日までの 間に 離職され た 方が 対象） 


③ 障害者 等の 就職が 困難な 方 (ご 本人からの 申し出が 必要と な y ます) 


被保険者であった 期間 

1 年 未満※ 

1 年 以上 

離職 時の 年齢 

A  5 歳 未満 

1 5 〇日 

3 〇〇日 

4  5 歳 以上 6  5 歳 未満 

36  0 日 

「1 年 未満」 欄は、 ②に 該当する 理由 または その他 や む を 得ない 理由に より 離職され た 方に のみ 適用され ます。 


5 基本 手当の 支給を 受ける ことができる 期間は 7 

\ _ 


基本 手当を 受ける ことができる 期間は、 原則として 離職 日の 翌日から 1 年間 （所定 給付 日数が 330 日 
の 方は 1 年間 +  30 日、 360 日の 方は 1 年間 +  60 日） です。 この 期間を 「受給 期間」 といい ます。 

この 期間 内の 失業の 伏 態に ある 日に ついて、 所定 給付 日数を 限度と して 基本 手当の 支給を 受ける こと 
がで きます。 

この 期間を 過ぎる と、 所定 給付 日数 分を 受給し 終わって いな < て ち、 それ 以後、 基本 手当の 支給を 受 


ける ことは できません。 


( 自己 都合で 離職して から、 ハ □ー ワークで 手続きを する のが 遅くな ってし まった 場合。 

|  所定 給付 日数は 150 日だった のです が ••  •  | 

^ - 受給 期間 （1 年間） - わ_支 給を 受ける ことができません 0 

I  r 待 期 （了 日） 給付 制限 （3 か 月）  120 日 分 支給  3〇 日 分 

- - - - 

離職 日の 翌日  受給 資格 決定 日  受給 期間 満了 日 

この場合、 120 日 分の 支給を 受けた 時点で 受給 期間が 終了す るた め、 3〇 日 分は 支給を 受ける ことが I 
できません。 

； ただし、 病気 やけが、 妊娠 等で 引き続き 30 日 以上 働け なくなった ときには、 受給 期間を 延長す る こ i 

とがで きます （「1 4 受給 期間の 延長とは？」 を ご覧く ださい）。  I 

また、 9 ページ ③の 方で、 所定 給付 日数が 3 〇〇日 または 36 〇 □であって、 3 か 月の 給付 制限を 受け | 
た揚 合には、 以下の 受給 期間の 特例が 適用され ます。 


延長され る 期間 


4 - 当初の 受給 期間 （ 1 年間） - ► 

◄ - ► 

待 期 （7 日） 

給付 制限 （3 か 月） 

八㈤ 

離職 日の 翌日 受給 資格 決定 日  当初の 受給 期間 満了 日  受給 期間 満了 日 


この場合、 当初の 受給 期間に A を 加えた 期間が 受給 期間と なります。 

《  A=21 日 +  3 か 月 （給付 制限） +3 〇〇日 （所定 給付 日数） _1 年 


6 スター トは 仕事 探しの 申し込み 


雇用保険の 手続きは、 ハ □ー ワーク （退職した 船員の 方が、 引き続き 船員での 就職を 希望され る 場合 
は 地方 運輸 局） へ 離職 票を 提出し、 あわせて 仕事 探しの 申し込みを したと きから スター トします。 

この 手続き 開始の 日を 「受給 資格 決定 日」 といい ます。 

仕事 探 しの 申 し 込みの 際には、 「求職 申込書」 に 希望す る 仕事の 種類 や 収入 等を 記入 していた だき ま 

す。  . 


7 

v _ 

受給 資格 決定 日から 失業の 状態に あった 日が 通算して 7 日間 経過す るまでは、 基本 手当の 支給を 受 

ける ことは できません。 この 期間の ことを 「待 期」 といい ます。 

したがって、 この 「待 期」 の 最終日の 翌日から が 支給の 対象と なる 日と なり、 ハ □ー ワークで 失業の 
認定を 受けた 日 につし) て 基本 手当が 支給され ます。 


乂  .  .  .  _  : 


受給 資格 決定 日からの 「待 期」 


支給 開始 


初 
回 
認 
定 
日 
の 

前 

日 

支給 開始 


〇 


♦•支給され ない 期間  > 


〇 給付 制限 か ある 場合 （受給 資格 者 証の 「15 給付 制限」 欄に 3 力 月と 表示の ある 方） 

待 期が 経過 （この ことを 「待 期 満了」 といい ます） した 翌日から 3 か 月間 経過した 後に、 引き続き 
失業の 状態に ある 場合に、 基本 手当の 支給が 始まります。 


失業の 状態に ある 
日が 通算して 7 日 


求職 活動 実績 
3 回 以上 必要 


この 後は 支給 対象 期間 ごとに 
求職 活動 実績 2 回 以上 必要 


待 期 


給付 制限 3 か 月 


支給 対象 期間 


〇 給付 制限がない 場合 （受給 資格 者 証の 「15 給付 制限」 欄に 表示の ない 方） 

待 期が 経過 （この ことを 「待 期 満了」 といい ます） した 後に、 引き続き 失業の 状態に ある 場合、 基 
本手 当の 支給 対象と なり ます。 


失業の 状態に あ 
る 日が 通算して 

7B 


求職 活動 実績 
1 回 以上 必要 


求職 活動 実績 
2 回 以上 必要 


> 


支給 対象 期間 


上記の いずれの 場合ち、 初回 認定 日に 来 所して 失業の 認定を 受けなければ 待 期は 満了 しません。 


〇 


9 支給を まったく 受けない うちに 次の 仕事が' 決まったら？ 

_ 

再 就職が 決まった 場合は、 就職の 前日に、 ハ □ー ワークに 就職の 届け出を していた だく 必要が ありま 
す （詳しくは、 「1 8 就職 または 事業を 開始す る ことが 決まった ときは？」 を ご覧く ださし、） 

基本 手当 や 再 就職 手当 等の 支給を 受ける ことなく 再 就職した 場合には、 今までに 雇用保険に 加入され 
ていた 期間は 通算され、 今後、 万一 失業され たと きの 雇用保険の 所定 給付 日数の 算定の 際、 被保険者と 
して 雇用され ていた 期間に 算入され ます。 通算す る ことができる 期間の 範囲 や 条件に ついては、 いくつ 
か 定めが あります ので、 詳しくは ハ □ー ワークの 職員に お問い合わせく ださい 


〇 


\ 次回 認定 日 

灯 匚 

CJ / 次回 認定 日の 前日 


初回 認定 日 


\ 給付 制限 満了 日の 翌日 


\ 給付 制限 満了 日 


初回 認定 日 


〇 

〇 


\ 待 期 満了 日の 翌日 


\ 待 期 満了 日 


間 

期 

LV 

な 

れ 

さ 

給 

支 


求職 申込 日 


t 


〇 


\ 待 期 満了 日の 翌 


G  待 期 満了 日 


求職 申込 日 


C  % 次回 認定 日の 前日 


次回 認定 日 
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1 〇 失業の 認定とは 7 


基本 手当の 支給を 受ける ためには、 原則として 4 週間 （28 日） に 1 回の 指定され た 日 （これを 失業の 
認定 日と いいます） に、 必ず あなた ご 自身が ハ □ー ワークへ 来 所の ろえ、 失業の 状態で あつた （ある） 


ことを 「失業 認定 申告書」 で 申告す る 必要が あります。 

「失業の 状態」 にある か 否かを 客観的. 具体的に 確認した うえで 給付を 行う ことが 重要です ので、 
失業の 認定には、 一定 範囲の 求職 活動 実績に よる 判断基準を 設けて います。 失業 認定 申告書に、 失業 
の 認定を 受けよう とする 期間に 行った 求職 活動を 正しく 記入して ください （失業 認定 申告書に ついては 
「11 失業 認定 申告書の 書き方」 を、 求職 活動 実績に ついては 「1 2 求職 活動 実績とは？」 を ご覧く 


ださい）。 

ハ □ー ワークでは、 その 申告を 基に して、 失業の 状態に あった 日に ついて 失業の 認定を 行い、 基本 手 
当を 支給す る 手続きを 行います。 


「失業の 認定 日」 について 

あなたの 雇用保険 受給 資格 者 証の 認定 日の 欄に、 認定 日の 週 型と 曜日が 表示され ています。 
添付の カレンダーを 使って、 認定 日を 調べます。 


\潘 日 

\ 

日月 火水 木金土 

\ 

2 

1  © 

3 

3  4  5  6  7  8  (9) 

9 

4 

10 11 12 13 14 15  (16) 

1 

17 〔18) 19  20  21 22  (23) 

2 

24  25  26  27  28  29  (30) 

3 

123456(7) 

4 

8  (9) 10 11 12 13  (14) 

10 

1 

15 16 17 18 19  20  (21) 

/ 

2 

22  23  24  25  26  27  (28) 

3 

29  30  31 

3 

12 ⑦④ 

「1 型 一 火」 と 印字され ている 場合 

「1 型」 は 認定 日の 週 型を 表します （1 型から 4 型まで）。 

「火」 は 曜日を 表します （月、 火、 水、 木、 金）。 

※第 1 火曜日と いう 意味では あ y ません ので、 ご注意く ださい 


左の カレンダーを 見る と、 週 型 1 (横） と 火曜日 （縦） が 交わって 
いる 9 月 19 日が 認定 日と なります。 

また、 次の 認定 日は、 1 〇月 17 日と なります。 


ご注意く ださい 


★認定 日が 1 か 月に 2 回 ある 月 もあります。 


★認定 日が 休 祝日に あたる 場合は、 あらかじめ ハ □ー ワークで 認定 日 
を 変更し、 所 内に 掲示 等して お知らせ します。 掲示 類を 必ず ご 確認 


ください 


〇 


★受給 資格 者 証に 次回 認定 日を 印字して います。 


J 
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11 失業 認定 申告書の 書き方 


「失業 認定 申告書」 につし、 て 

失業 認定 申告書は、 基本 手当を 受ける ための 重要な 書類です から、 該当する 欄に 正確に 記入して くだ、 
さい。 万一、 偽りの 申告を すると、 不正 受給と して 処分され ます。 

1  認定 日には、 ① 雇用保険 受給 資格 者 証 ② 失業 認定 申告書 ③ 印かん （スタンプ 印 不可） を お 持 
ちく ださい。 

2 失業 認定 申告書は、 黒の ポール ペン または 万年筆で 記入して ください。 

もし、 間違えた ときは、 訂正 印を 押印す るか、 自筆に よる 署名に よ y 訂正して ください。 

3 次の よ 〇 な 場合には、 まだ 収入を 得て いなくて ち、 該当する 欄に 正確に 記入して ください。 

(1 )  就職 (見習 ■試用期間を 含む） した 場合には、 採用に なった 日付 

(2)  内職 や 手伝いを した 場合には、 その 日付 

(3)  パー ト、 アル バイ ト、 臨時 雇用 および 日々 雇用 等の 就労を した 場合には、 働いた 日付 
(これらが 繰り返されて 長期に わたる 場合には、 「就職」 とみな される 場合が あります） 

(4)  自営業を 開始 （準備期間を 含む） した 場合、 会社の 役員 等に 就任した 場合、 農業 ■商業 等 
家業に 従事した 場合、 請負 ■委任に よる 労務 提供を した 場合、 ボランティア 活動を した 場合に 
は、 その 日付 

^ 注意く たさい j - - - 

★ 就労した 日に ついては、 基本 手当の 支給を 受ける ことは できません が、 一定の 要件を 満たし 
た 場合に 「就業 手当」 の 支給を 受けられる 場合が あります （ 「21 就業 手当に ついて」 を ご覧 
ください)。 

★ 内職、 手伝いに よる 収入が あった 場合には、 一定の 基準で 計算して 基本 手当が 減額、 または 
不 支給と なる 場合が あります。 詳しくは、 ハ □ー ワークの 職員に お問い合わせく ださい。 

★ 必要に]© じて、 認定の 際に 運転免許証 その他の 本人で ある ことを 確認す る ことが 出来る 書類 
を 提示 していた だく ことがあります。 


窓 □での 呼び出しに ついて _ 

失業 認定の 窓口へ 受給者の 方を お呼びす る 際は、 窓 □事務の 円滑 化に よる 待ち時間 短縮 や 書 
類 等を 他の 方へ 誤って 交付す る ことを 防止す るた め フルネームでの 呼び出しを 行って います。 
ご 理解と ご協力を お願いいた します。 

なお、 諸般の 事情から フルネームでの 呼び出しを 希望され ない 方は、 事前に 職員まで ご 相談 

ください。 
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※公共 

職業 安 
定所又 

は 地方 

運輸 局 
記載 欄 

1 .支給 番号 

1  1  1  1 

lilt 

1  寒  1  1 

隹  1  _  1  1 

•  霉  1  1 

1111 

4. 支給 期間 

(初日） 

年 1  ! 月 

1  1 

1  隹 

1  $ 

1  1 

1  會  1 

- r 

1 

i 

1 

1 

1 

• 

7. 就 菜 手当 支給 日数 

1 

2. 未 支給 区分 


(空: 


朱 支給 以外 
来 支給 


3. 待 期 満了 年月日 


B 


B 


;( 末日）： 


B 


内職 又は 手伝 
いに よる 収入 


(労働 日 败>  ! 


(奴 入 n) 


6. 基本 手当 支給 日数 


日 


B 


8. 就業 手当に 相当す る 特別 給付 支給 日数 


B 


9. 就職 年月日 一 経路 


月 


認定 対象 期間 


月 


日〜 


月 


日 


※連絡 事項 


② 


様式 第 14 号 （第 22 条 関係） （第 1 面) 


失業 認定 申告書 

(必ず 第 2 面の 注意 窨 きをよ く 読んで から 記入して ください。） 


※ 帳 票 種別 11203 


失業の 認定を 受 
けようと する 期間 
中に、 就職、 就労 
又は 内職 • 手伝い 
を しま した か。 


ア 


した 
卞尤職 又は 就労を し 
た 日は 〇 印、 内職 
又は 手伝いを した 
日は X 印を 右の 力 
レン ダ ー に 記入し 
てくだ さい。 

しない 


月 


3 

4 

T 

5 月 

T] 

4 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

>5 

16 

17 

>6 

19 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

• 

29 

30 

31 

2 


内職 又は 手伝いを して 収入を 得た 人は、 
収入の あった 日、 その 額 （何日 分か） 
などを 記入して ください。 


収入の あった 日  5 月 23 日丨 収入 額 


200 0 円 丨 何日 分の 収入 か 


2 日 分 


収入の あった 日 

月 

日 i 収入 額 

R： 

何日 分の 収入 か 

日 分 

収入の あった 日 

月 

日 i 収入 額 

円 i 

何日 分の 収入 か 

日 分 

け 


③ 


3 失業の 認定を 受けよう とする 期間 中に、 求職 活動を しま した か。 


©求職 活動を 
した 


(1) 求職 活動を どのような 方法で 行いました か。 


求職 活動の 方法 

活動 日 

利用した 機関の 名称 

求職 活動の 内容'  1 

公共職業安定所 又は 
地方 運輸 局に よる 職 
業 相談、 職業 紹介 等 

5/12 

ノ 、ロー— ワ ーー ク 
〇〇 

職業 相談の 結果、 株式会社 △△への 紹介を 受け 

て、 5 月 2  3 日 面接。 採否 結果 待ち。 

(イ） 民間 職業 紹介 機関 
による 職業 相談、 

職業 紹介 等 

(5 月 3  0 日 採否 通知 予定） 

(ウ） 労働者 派遣 機関に 
よる 派遣 就業 相談 等 

(エ） 公的 機関 等に よる 
職業 相談 等 

5/24 

ノ 、口 ー ワ ー ク 
〇〇 

讎 相談 

(2) (1) の 求職 活動 以外で、 事業所の 求人に 応募した ことがある 場合には、 下 欄に 記載して ください。 


事業所 名、 部署 

応募 日 

応募 方法 

職種 

応募した きっかけ 

応募の 結果  | 

(株) □□産業 

(電話番号 012 - 345 - 6789  ) 

5/8 

直接 

訪問 

営業 

(! ァ )) 知人の 紹介 
新聞広告 
(ゥ） 就職情報誌 
(ェ） イ ン ター ネット 
(才） その他 

5 月 16 日  1 

(電話番号  ） 

(ァ） 知人の 紹介 
(ィ） 新聞広告 
(ゥ） 就職情報誌 
(ェ） インターネット 
(才） その他 

□ 

イ 求職 活動を 
しなかった 


(その 理由を 具体的に 記載して く ださい。 


④ 


I 4 今、 公共職業安定所 又 

1  は 地方 運輸 局から 自分1 
I  に 適した 仕事が 紹介 さ 

1  れれ ば、 すぐに 応じら 

I  れま すか。 

応じられる 

イに〇 印を した 人は、 すぐに 応じられない 理由を 第 2 面の 注意の 8 の 中から 選んで、  | 

その 記号を 〇で 囲んで ください。  | 

p  (ア）  （イ）  （ウ）  （エ）  （才）  1 

ィ 応じられない - 

|5 就職 もしくは 自営 

I  した 人 又は その 予定 

I  の ある 人が 記入して 

I  ください。 

ァ就  職 

( 1 )  公共職業安定所 又は 地方 運輸 局 紹介 

(2)  職業 紹介 亊 業者 紹介 

(3)  自己 就職 

(就職先 事業所）  | 

事業所 名 （  ） | 

所在地 （〒  ）| 

電話番号 （  ） | 

月  日より 就職 （予定） 

ィ自  営 

月  日より 自営業 開始 （予定） 

I  雇用保険 法 施行規則 第 2  2 条第 1 項の 規定に より 上記のと おり 申告し ます。  | 

1  平成 30 年 5 月 25 日  受給 資格 者 氏名  ^ ^ 八郎  印 | 

I  ,  +ル ，し， 、  门门 公共職業安定所 長 跡  + ム人一 つ ，  、 1 

|  (この 申告書を 提出す る 日）  -  地方 運輸 局長8 ^  支給 番号 （  18-123456  -  7  )  | 

⑤ 


⑥ 


(30)2016.  4 


操作 者 印 


取扱 者 印 


備  考 


間 

時 

日 

定 

認 

回 

次 


で 

ま 

ら 時 

か 

時 


日 


月 
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◎失業 認定 申告書には、 ありのままを 記入し ま しょ 〇。 

記入に ついての 詳しい 説明は、 雇用保険 説明 会で 行います。 


① 失業の 認定を 受けよう とする 期間 中に、 就職 •就労、 内職 •手伝いを した 場合は 『ア した』 に〇 
印を 付けて ください。 


原則として、 前回の 認定 日から 今回の 認定 日の 前日までを いいます 


〇 


1 6 ページの 要件を 参考に して、 カレンダーに 〇印 または X 印を 付けて ください 


〇 


※ いずれの 場合に も、 収入の 有無に かかわらず、 必ず 記入して ください。 

また、 就職 または 就労、 あるいは 内職 または 手伝い かの 判断が つかない 場合には、 ハローワーク 
等の 係員に お問い合わせ のうえ、 記入して ください。 


② 失業の 認定を 受けよ 〇 とする 期間 中に、 内職 または 手伝いを して 収入を 得た 場合、 その内 職 収入、 
手伝いの 謝礼 等を 受けた 日と 収入 額、 その 収入が 何日 分の もので あるかを 必ず 記入して ください。 


③ 求職 活動の 状況を 具体的に 記入して ください （「求職 活動」 として 認められる ちのに ついては 「12 
求職 活動 実績とは 7」 参照）。  . 

具体的な 記入 要領は 次のと おりです。 

〇 失業の 認定を 受けよう とする 期間 中に 求職 活動を 行った 場合には、 （1) 欄の 該当 事項を 記入して ください。 

(1) 欄の 求職 活動 以外で、 事業所の 求人に 疝 募した 場合には、 （2) 欄に 該当 事項を 記載して ください。 

〇 離職 理由に よる 給付 制限を 受けて いた 方は、 給付 制限 後の 最初の 失業の 認定 日に、 給付 制限 期間 中に おける 
求職 活動の 状況 も 記載 してく ださい。 

〇  (1) 欄には、 （ア） 〜 （エ） により 求職 活動を 行った 場合に、 該当する 箇所に 〇 印を 付け、 「活動 日」、 「利用し 
た 機関の 名称」 および 「求職 活動の 内容」 を 具体的に 記載して ください。 

(イ） 〜 （エ） の 民間 職業 紹介 機関、 労働者 派遣 機関、 公的 機関 等を 利用した 場合には、 「利用した 機関の 名 
称」 欄に 機関の 名称の ほか、 その 機関の 電話番号を あわせて 記載して ください。 

〇  (2) 欄の 「事業所 名、 部署」 欄には、 応募した 事業所 名と 部署 名の ほか、 その 部署の 電話番号を あわせて 記入 
してく ださい。 

また、 「疝募 方法」 欄には、 書類の 郵送、 直接の 訪問 等、 求人に 疝 募した 方法を 具体的に 記入して ください。 
「応募の 結果」 欄には、 例えば 「現在 採否 結果 待ち （X 月 X 日 採否 結果 通知 予定)」、 「X 月 X 日 採用 （不 採用） 
通知 有り」 等、 その 状況を 具体的に 記入して ください。 


④  ハ □ー ワークの 職業 紹介に じられ る揚 合には f ア 応じられる』 に〇 印を 付けて ください。 紹介に 
J® じられ ない 場合には 『イ 応じられない』 に〇 印を 付け、 その 理由を 裏面 8 の （ア） 〜 （才） から 選 
んで〇 印を 付けて ください。 

⑤  就職が 決まった 場合には、 就職 （予定） 年月日、 就職先 事業所 等を 正確に 記入して ください (見習 
い • 試用期間 等が ある 場合には その 初日を 記入して ください）。 

⑤ 認定 日の 年月日、 支給 番号を 記入して ください。 受給 資格 者 氏名 欄に、 記名 押印、 または 自筆で 署 
名を してく ださい。 
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^ 職 まだ: は 就労とは (失業 認定 申告書の カレンダーに 〇 印を する 場合) _ J 

①  雇用保険の 被保険者 となる 場合 （就職の 場合は 失業 認定 申告書の 5 ア欄 にも 記入）。 

②  事業主に 雇用され、 1 日の 労働時間が 4 時間 以上で ある 場合。 

※契約期間が 7 日 以上の 雇用契約に おいて 週の 所定 労働時間が 2 〇 時間 以上、 かつ、 週の 就労 日が 
4 日 以上の 場合は、 実際に 就労を していない 日を 含めて 就職して いるもの として 取り扱います。 

③  会社の 役員に 就任した 場合 （1 日の 労働時間は 問わない）。 

④  自営業の 準備、 自営業を 営む こと、 商業 •農業 等の 家業に 従事、 請負 •委任に よる 労務 提供、 在宅 
の 内職、 ボランティア 活動を した 場合で、 原則として 1 日の 労働時間が 4 時間 以上で ある 場合。 

⑤ ④ にあげた 活動を 行い、 1 日の 労働時間が 4 時間 未満であった が、 それに 専念す るた め ハ □ーワ ー 
クの 紹介には すぐに S じられ ない 等、 他に 求職 活動を 行わなかった 場合。 

※①、 ② 、③の 場合は、 賃金 等の 報酬がなくても、 就職 または 就労した ことと なります。 

内職 または 手伝い （失業 認定 申告書の カレンダーに X 印を する 場合） 

①  事業主に 雇用され た 場合、 自営業の 準備、 自営業を 営む こと、 商業 •農業 等の 家業に 従事、 請負 • 
委任に よる 労務 提供、 在宅の 内職、 ボランティア 活動を した 場合で、 原則として 1 日の 労働時間が 4 
時間 未満 （雇用保険の 被保険者 となる 場合を 除く） であった 場合。 

②  自営業の 準備、 自営業を 営® こと、 商業 •農業 等の 家業に 従事、 請負 •委任に よる 労務 提供、 在宅 
の 内職、 ボランティア 活動を した 場合で、 1 日の 労働時間が 4 時間 以上だった が、 1 日当り の 収入 額 
が 賃金 日 額の 最低 額 (*) 未満で あっだ: 揚 合。 

*  2,480 円。 この 額は 每年 8 月 1 日に 変更と なる 場合が あります。 

※ 内職 または 手伝いに よる 収入を 得て いない 場合で も、 内職 または 手伝いを した ことの 申告は 必要 

となります。 まだ、 内職 または 手伝いに より 収入が あった （自己の 労働に よって 収入を 得た） 場合は、 

その 収入 金額を 申告す る 必要が あります。 

/ - - : - - - - -  > 

12 求職 活動 実績とは 7 

V _ J 

仕事 探しの 方法には、 ハ □ー ワークが 用意した 各種 メニューは もちろん、 新聞広告 や インターネット 
での 求人 情報の 検索 や、 知人への 紹介 依頼 等、 さまざまな ものが あります が、 基本 手当の 支給を 受ける 
ためには、 客観的に 確認す る ことができる 仕事 探しの 実績が 必要になります。 この 実績の ことを 「求職 
活動 実績」 といい ます。 

基本 手当の 支給を 受ける ためには、 求職 活動 実績と して 認められる 活動を、 原則として 前回の 認定 日 

から 今回の 認定 日の 前日 までの 期間 中に、 最低 2 回 以上 行う ことが 必要と なり ます。 

求職 活動 実績と して 認められる 主な ものは 次のと おりです。 


①  求人への 疝募 

②  ハ □ー ワーク、 船員 雇用 促進 センターが 行う 職業 相談、 職業 紹介、 各種 講習、 セミナーの 受講 等 

③  許可 • 届け出の ある 民間 機関 （民間 職業 紹介 事業所、 労働者 派遣 事業所） が 行 5 職業 相談、 職業 紹介、 
求職 活動 方法 等を 指導す る セミナー 等の 受講 
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④  公的 機関 等 （独立 行政法 人 高齢 •障害 • 求職者 雇用 支援 機構、 地方自治体、 求人 情報 提供 会社、 新聞社 
等） が 行 5 職業 相談、 各種 講習 • セミナー、 個別 相談が できる 企業 説明 会 等の 受講、 参加 等 

⑤  再 就職に 資する 各種 国家試験、 検定 等の 資格 試験の 受験 等 


※ ハローワーク、 新聞、 インターネット 等で 求人 情報を 閲覧した、 知人への 紹介 依頼 等は、 求職 活 
動 _績 には 含まれません。 

※ 求職 活動 実績に あたる かど 〇 か 不明な 場合は、 ハ □ー ワークに お問い合わせく ださい。 

前 ページの とおり、 認定 対象 期間 中に 必要と される 求職 活動 実績の 回数は 原則として 2 回 以上です が、 
次の よろ に 必要と される 求職 活動 実績の 回数が 異なる 場合が あります。 


• 離職 理由に よ: り 3 か 月間の 給付 制限を 受ける 方は、 この 期間と その 直後に 指定され ている 認定 日の 前日 
までの 期間に おける 求職 活動 実績が、 原則と して 3 回 以上 必要です。 

• 次の いずれ かに 該当する 揚 合は、 認定 対象 期間 中に おける 求職 活動 実績が 1 回 以上 あれば よい ことと さ 
れ ています。 

〇 厚生 労働省 令で 定める 就職が 困難な 者で ある 場合 （障害者 等） 

〇 基本 手当の 支給に 係る 最初の 失業 認定 日に おける 認定 対象 期間 （3 か 月の 給付 制限を 受ける 場合を除き 
ます 。) 

〇 認定 対象 期間の 日数が 1 4 日 未満の 揚合 
〇 求人への 麻 募を 行った: 揚合 
〇 市町村の 取次ぎ による 失業の 認定を 受ける 場合 

• 公共 職業訓練 等の 受講 期間 中 や、 採否 結果の 通知を 待って いる 期間な ど、 求職 活動 実績が 必要と されな 
い 場合が あります。 


これらの 求職 活動 実績と して 認められる ちのは、 1 日 も 早い 再 就職の 実現に 非常に 効果的な ちので 
すので、 日々 の 仕事 探しの 方法の 中に、 積極的に 取り入れる よろ にしましょう。 

なお、 申告され た 求職 活動 実績に ついては、 利用 機関 等への 問い合わせ 等に より 事実 確認を 行 ラ こ 

とが あり、 事実と 異なる 申告は 不正 受給と なる 場合が あります。 


基本 手当は、 失業の 認定を 受けた 後、 その 認定され た 日数 分に ついて、 あなたの 指定した 金融機関の 
預金 □座に 振 y 込まれます。 なお、 預金 □座に 振り込まれ るのは、 失業の 認定 日の 約 1 週間 後と なり 
ます （金融機関に よって 振り込みまでの 期間が 異なります。 また、 土、 日、 祝日 等に よる 金融機関の 休 
日 等が ある 場合には、 その 日数 分 だけ 入金が 遅れます）。 

また、 預 （貯） 金 □座は 本人 名義の 普通預金 （貯蓄 □座 以外） でなければ 振り込みが できません ので、 
ご注意く ださい。 なお、 振り込みの 名義人は 「コウ セイ □ウド ウシ ヨ ウシ ヨクギ ヨウ アン テ イキ ヨク」 で 
す。 通帳には、 上記 名義の 途中まで 印字され ます。 ※金融機関に よって 異なる 場合が あります。 


パ 


ご注意く ださい 


☆ 氏名を 変更 するとき は、 通帳の 名義を 変えた だけでは 振込みが できません ので、 必ず 新 氏名 名 
義の 通帳を 添えて、 ハ ロ ー ワ ー クの 職員に 申 し 出て くだ' さい。 

☆ 振り込まれた 給付金の 額し つし〗 て、 雇用保険 受給 資格 者 証の 金額と 預金通帳の 金額が 間違し、 な 
いかどろ かを 確認して くださし、。 

不明な 点は、 ハ □ー ワークの 職員に お問い合わせ ください 
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基本 手当を 受給で きる 期間は、 原則、 離職 日の 翌日から 1 年 _  (9 ページ 参照） です が、 次の ような 
場合には 受給 期間を 延長す る ことができます。 この 期間 中に、 病気、 けが、 妊娠、 出産、 育児 （3 歳 未 
満）、 小学校 就学 前の 子の 看護、 親族 等の 看護、 配偶者の 海外 勤務に 本人が 同行す る 場合、 一定の ボラン 
ティ ア 活動 等で 引き続き 3 〇日 以上 職業に 就く ことができ なし'' 期間が ある 揚合 しは、 その 職業し 就く し 
とがで きない 日数を 受給 期間に 加える ことができます （受給 期間に 加える ことができる 期間は 最大 3 年 
間です)。 _  _  _ 

A 受給 期間 延長の 申請 手続きに ついて I  \ 

受給 期間 延長の 申請を される 場合には、 弓 I き 続き 30 日 以上 働く ことができ なくなっ た 日の 翌日 以 
降 早期に していた だく ことが 原則です が 延長 後の 受給 期間の 最後の 日までの 間で あれば、 申請が 可 
能です。 以下の 書類を ハ □ー ワークへ 提出して ください。 ^ 申請 可能な 期間で あっても、 申請が 遅い 揚 
合は、 受給 期間 延長を 行っても 基本 手当の 所定 給付 日数の 全てを 受給で きない 可能性が あります ので、 ご注意く ださい。 

詳し < は 9 ページ 「5 基本 手当の 支給を 受ける ことができる 期間は？」 を ご覧く ださい。 

[ 1 「受給 期間 延長 申請書」 

2  「雇用保険 受給 資格 者 証」 

3  「延長 理由に 該当する ことの 事実を 確認で きる 書類」  • 

(郵送 または 代理人に よる 提出ち 可能です が、 代理人の 場合 委任状が 必要です)。  , 


受給 期間の 延長が 認められ ると 「受給 期間 延長 通知 書」 を お渡しし ますが、 その 延長の 理由が 終わっ た 
とさは、 すぐに ハ □ー ワークに 届け出て ください。 

なお、 延長 理由 等に よっては、 医師の 診断書 等の 証明書 類 等を 提出して いただく ことになります。 

受給 資格の 決定を 受けた 後、 病気 やけが のた め 15 日 以上 働く ことができない 状態と なった ときは、 
基本 手当の かわりに 同額の 傷病 手当の 支給を 受ける ことができる 場合が あります。 詳しくは 「27 病気 
やけが で 働けな く なった ときは？」 を ご覧 ください。 

» 

6 〇歳 以上の 定年退職 者 等の 受給 期間の 延長に つし〗 て _ _ 

- - - ， 

6〇 歳 以上 （船員の 方に ついては 5〇 歳 以上） の 定年退職 や 定年 後の 継続 雇用の 終了に より 退職し、 
退職 後 一 定期 間 求職の 申込みを しなし〗 ことを 申し出た 場合 I しは、 c_ ■の 申し出た 期間 （取 長 1 年間） 

分、 受給 期間を 延長す る ことができます。 申請 期限は、 離職 日の 翌日から 2 か 月 以内です。 この 取 
扱いを 希望され る揚 合には、 必ず、 ハ □ー ワークに 離職 票を 提出され る 際に 職員に 申し出て < ださ 
い （求職 申込みを された 後には、 この 取扱いは できません ので、 ご注意く ださい）。 
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15 紹介 拒否な どに よる 給付 制限とは 7 


ハ □ー ワークが 紹介す る 職業に 就く こと、 指示した 公共 職業訓練を 受ける こと、 ハ □ー ワークが 行う 
職業 指導を 受ける ことを 正当な 理由が なく 拒んだ とき、 または、 公共 職業訓練を 自己 都合で 中途 退校し 
たと きは、 その 日から 1 か 月間、 基本 手当の 支給を 受ける ことができません。 

4  ’人  :A， 、-■- •，二  >  一‘-‘  •、■'..ぐっ^  飞广- .へ グ . ー ン '… ，'••へ… • , 

r  ~  - - - - — - - - 一 ~ ^ 

16 認定 日に ハ □ー ワークに 来 所し なかった ときは？ 


認定 日に ハローワークに 来 所す る ことができな かつた 場合には、 その 認定 日までの 期間と 来 所し なか 

つた 認定 日当 日に ついては、 失業の 認定 (基本 手当の 支給) を 受ける ことができません。 

そして、 次の 認定 日の 前日までに ハローワークに 来 所して、 職業 相談 等の 積極的な 求職 活動を しな か 

つ た 場合には、 その 次の 認定 日の 前日 までの 期間に ついても 失業 認定を 受ける ことができません。 

以下の 例 を 参考に してく ださい。 

① 10 月 15 日の 認定 日に 来 所せ ず、 次回 11 月 12 日の 認定 日に 来 所した 場合 

認定 日 （9/1 了）  認定 日 （10/15)  認定 日 （11/12)  認定 日 （12/10) 


支給を 受ける ことは できません。 

支給を 受ける ことは できません。 

支給を 受ける ことができます。 

9/17 〜 10/14 

10/15 〜 11/11 

11/12 〜 12/9 

来 所  来 所せ ず  来 所  来 所 

来 所でき なかった 認定 日 (10/15) の 次の 認定 日 (11/12) の 前日 （11/11) までに 来 所して 
いないと、 9 月 17 日から 1 1 月 1 1 日までの 56 日間は 支給を 受ける ことができません。 

② 10 月 15 日の 認定 日に 来 所せ ず、 10 月 16 日から 11 月 11 日の 間に 来 所して 職業 相談を 
受けた 後、 次回 11 月 12 日の 認定 日に 来 所した 場合 


認定 日 （9/1 了）  認定 日 （10/15)  認定 日 （11/12)  認定 日 （12/10) 


支給を 受ける ことは できません。 

1 0/1 6 から 支給 対象と なります。 

支給を 受ける ことができます。 

来 

9 月 17 

なお、 ^ 

9/17 〜 10/15 
所  来 所 

日から 1 〇月 15 日までの 29 

1 〇月 1 6 日から 1 1 月 1 1 

10/16 〜 11/11 
せず  个  来 

職業 相談の ため 来 所 

日間は 支給を 受ける ことが て 

日までの 期間ち、 原則、 

11/12 〜 12/9 
所  来 

! きません。 

D 以上の 求職 活動 実績が 必要* 

所 

となります。 

③ 給付 制限 3 か 月の 方が、 定められた 認定 日に 来 所せ ず、 3 か 月経 過 後に 来 所した 場合 


最初の 認定 日  認定 日  認定 日  認定 日 

(8/27)  (9/17)  (10/15)  (11/12)  (12/10) 


L 一  一/一 J 

1  一一 一」 

し  し— ふ… 

支給 対象とは なりません。 

- — — 1 

1  — 1 

1  …  _  1 

1 

離職  受給 資格 決定 日  来 所せ ず  来 所せ ず  来 所せ ず  来 所 

待 期 および 給付 制限は 終了せ ず、 支給の 対象とは なりません （1 1 ページ 参照）。 


17 認定 日の 変更に ついて 


、て 

—  _ ) 


所定の 認定 日に 来 所でき ない 場合に、 次の ような やむ を 得ない 理由が ある 場合に のみ、 特別な 取り扱 


いとして 認定 日を 変更す る ことができます。 


その 場合、 必ず 事前に ハローワークに 連絡した うえで 指示を 受ける ようにして ください。 

なお、 認定 日の 変更の 取り扱いを 受ける 場合には、 原則として、 その 事実が わかる 証明書 等が 必要と 
なります （必要な 証明書 等に ついては、 ハ □ー ワークの 窓口で 指示を 受ける ようにして ください）。 


r 


やむ を 得ない 理由とは 7 


☆ 就職 


求人者との 面接、 選考、 採用試験 等 
各種 国家試験、 検定 等 資格 試験の 受験 
ハ □ー ワークの 指導に より 各種 講習 等を 受講す る揚合 
働く ことができない 期間が 1 4 日 以内の 病気、 けが 
本人の 婚姻 

親族の 看護、 危篤 または 死亡、 婚姻 (親族の 全てでは なく、 範囲が 限られて います) 
中学生 以下の 子弟の 入学式 または 卒業式 等 


/ し C— 八 Ick 

病気の ため 1 〇月 15 日の 認定 日に 来 所でき ず、 ハローワークの 指示に より 1〇 月 18 日に その 
事実が わかる 証明書 類を 持つ て 来 所 した 場合 


認定 日  認定 日  認定 日 

(9/17)  c  (10/15)  (10/18)  (11/12) 


支給を 受ける ことができます 

支給を 受ける ことができます 

(9/17 〜 10/17) 

(1 〇 /18 〜 11/11) 

来 所  来 所せ ず  来 所  来 所 


1〇 月 18 日には、 9 月 1 了 日から 1 〇月 17 日までの 31 日 分の 認定を 受け、 11 月 12 日には、 
〇月 1 8 日から 1 1 月 1 1 日の 25 日 分の 認定を 受ける ことができます。 


また、 指定され た 認定 日に 来 所でき なかった 場合、 その 理由が、 次の ① から ③ までのい ずれ かで ある 
ときは、 その 理由を 証明した 証明書に よって 次回の 認定 日に まとめて 認定を 受ける こと もで きます。 
この場合 にも、 必ず ハ □ー ワークに 連絡した うえで、 指示を 受ける ように して ください。 

①  働く ことができない 期間が 1 4 日 以内の 病気、 けがのと き （傷病 証明書） 

② ハ □ー ワーク 等の 紹介に より 求人者との 面接を したと き （面接 証明書） 

③  天災 その他 避ける ことができない 事故 （水害、 地震、 交通事故 など） により 来 所でき ない とき 
(官 公署の 証明） 


—  20  — 


18 就職 または 事業を 開始す る ことが' 決まった ときは？ 

就職 （試用期間、 研修 期間、 アル バイ ト、 パー トを 含 まだ: は 事業を 開始す る ことか' 決まった: 時は、 
原則として、 就職 または 事業 （事業 開始の ための 準備期間が ある 場合は 準備） 開始す る 日の 前日に ハ ロ 

ー ワークに 来 所のう え、 失業 認定 申告書に より 就職の 届け出を 行い、 失業の 認定を 受けて ください。 

% 

广 就職の 届け出に 必要な もの - 、  . _ 


雇用保険 受給 資格 者 証 

なお、 再 就職 手当 等の 支給 要件に 該当すると 思 

1 ipi 失業 認定 申告書 

われる 場合には、 失業の 認定を 行った 後に 支給 申 

i  3 採用 （内定） 証明書 等 

請 用紙を お渡しし ます。 

ノ  V _ y 


※ 雇用保険 説明 会までに 就職が 決まった (就職 日が 雇用保険 説明 会よ y 前の 日付） ときは、 この 「し 
おり」 および 説明 会に 持參す るよう に 指示され たものを 持参のう え、 就職 日の 前日 に ハ ロ ー ワ ー クに 
来 所し、 就職の 届け出を 行って ください。 

※ 就職 日よ y 前に 認定 日が 設定され ている 場合は、 その 認定 日は ハローワークに 来 所し、 失業の 認 
定を 受ける 必要が あ y ます。 

※ ハローワークに 来 所のう え、 所定の 手続きを しなかった 場合、 再 就職 手当 等の 申請は 行う ことが で 
きません ので、 ご注意く ださい。 


基本 手当の 所定 給付 日数の 3 分の 1 以上の 支給 日数を 残して、 安定した 職業に 就き、 支給 要件を 全て 
満たした 場合に、 再 就職 手当の 支給を 受け る ことができます。 

支給額は、 所定 給付 日数の 3 分の 1 以上を 残して 就職した 揚 合は、 支給 残 日数の 6  0%)、 所定 給付 日 
数の 3 分の 2 以上を 残して 就職した 揚 合は、 支給 残 日数の 7  0% に、 基本 手当 日 額を 掛けて 得た 金額に 
なります。 


所定 給付 日数 

支給 残 日数 

再 就職 手当の 額 

支給 率 60% の 場合 

支給 率 70% の 場合 

9 〇日 

3 〇日 以上 

6 〇日 以上 

基本 手当  所定 給付 日数  6〇 /〇 

X  X ま;^ は 

日 額  の 支給 残 日数 

70% 

(※上限 有） 

(1 円 未満の 端数は、 切り捨て） 

\ 

1 2 〇日 

4 〇日 以上 

8 〇日 以上 

1 5 〇日 

5 〇日 以上 

1 〇〇日 以上 

1 8 〇 B 

6 〇日 以上 

1 20 日 以上 

21 〇日 

了〇日 以上 

1 40 日 以上 

24  0 日 

8 〇日 以上 

1 6〇 日 以上 

27 〇日 • 

9 〇日 以上 

1 8 〇日 以上 

3 〇〇 B 

1 〇〇日 以上 

2 〇〇日 以上 

33 〇日 

11 0 日 以上 

220 日 以上 

36 〇日 

1 20 日 以上 

2 40 日 以上 

—  21 


•X 再 就職 手当を 算出す る 際の 基本 手当 日 額には 上限が あります。 

〇 離職 時の 年齢が 6 〇 歳 未満の 方 .  6,105円 

〇 離職 時の 年齢が 6 〇 歳 以上 6  5 歳 未満の 方  •  •  •  4,941円 

(基本 手当の 上限 額は、 每年 8 月 1 日に 変更と なる 場合が あります） 

再 就職 手当の 支給を 受けた 場合には、 手当の 額を 基本 手当 日 額で 割って 得た 数に 相当す る 日数 分の 基 
本手 当の 支給を 受けた ものと みな します。 


— -  I 支 市 合 残 Q 数」 と &  _ …丨  . .  1  11  "  - 

所定 給付 日数から、 同一の 受給 資格に 基づいて 既に 基本 手当の 支給を 受けた 日数、 または、 傷病 手 
当、 就業 手当、 再 就職 手当の 支給を 受けた ことにより 基本 手当の 支給を 受けた ものと みなされた 日数 
を 差し引いた 日数の ことです。 

※ 支給 残 日数が、 就職 日から 受給 期間 満了 年月 日までの 日数を 超える ときは、 就職 日から 受給 期間 満了 
年月 日までの 日数が 支給 残 日数と な y ます。 

また、 給付 制限 期間 中に 就職した 場合で、 支給 残 日数が 給付 制限 期間の 末日の 翌日から 受給 期間 満 
了 年月 日までの 日数を 超える ときは、 給付 制限 期間の 末日の 翌日から 受給 期間 満了 年月 日までの 日数 
が 支給 残 日数と な y ます。 


_ _ _ 

再 就職 手当の 支給 要件 • 申請 手続き 





V 


• 次の ① から ⑧ までの 要件を 全て 満たして いる ことが 必要です 


次の 要件を 全て 満たして いる ことが 必要です 


① 就職 日の 前日までの 失業の 認定を 受けた 後の 基本 手当の 支給 残 日数が、 所定 給付 日数の 3 分の 1 


以上 ある こと 

(支給 残 日数が、 就職 日から 受給 期間 満了 年月日までの 日数を 超える ときは 就職 日から 受給 期間 満了 年月日 ま 
での 日数が 支給 残 日数と なります） ※支給 残 日数に ついては、 上記の 「 「支給 残 日数」 とは」 を 参照。 


©1 年を 超えて 勤務す る ことが 確実で あると 認められる こと 
(1 年 以下の 雇用 期間が 定められ、 雇用契約の 更新に 当たって、 一定の 目標 達成が 条件 付けられ ている 場合は 


「1 年を 超えて 勤務す る ことが 確実で ある こと」 には 該当し ません） 

③ 待期 満了 日 後の 就職で ある こと 

④  離職 理由に よる 給付 制限を 受けた 場合は、 待 期 満了 □後 1 か 月間に ついては、 八 □ー ワーク また 
は 許可 • 届け出の ある 職業 紹介 事業者の 紹介に よ 0 就職した ものである こと 

⑤  離職 前の 事業主に 再び 雇用され たもので ない こと 

(資本 • 資金. 人事 • 取引 等の 状況から みて、 離職 前の 事業主と 密接な 関係に ある 事業主 も 含みます） 

⑥  就職 日 前 3 年 以内の 就職に ついて、 再 就職 手当 または 常用 就職 支度 手当の 支給を 受けて いない こと 

⑦  受給 資格 決定 （求職 申し込み） 前から 採用が 内定して いた 事業主に 雇用され たもので ない こと 

⑧  原則、 雇用保険の 被保険者 要件を 満たす 条件での 雇用で ある こと 

(例えば、 委任 契約、 委託 契約 等に ついては、 雇用保険の 被保険者に 該当し ません） 
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H  「ハ □ー ワークの 紹介に よる 就職」 とは 一一 一——一一一一一一一 一—^— 

ハ □ー ワークで 紹介を 受け、 事業所に 面接に 行き、 就職した 場合の ことを いいます。 した 
がつ て、 ハ □ー ワークの 公開 求人 や 求人 情報誌 等を 見るな どして、 ご 自身で 直接 応募して 
就職され た 場合には 「八 □ー ワークの 紹介に よる 就職 J とはな りません （職業 紹介 事業者 

の 場合 も 同様です）。 


•事業を 開始し、 自立した と 認める ことができる 一定の 要件を 満たした 場合に も、 再 就職 手当 

が 支給 される ことがあります。 


次の 要件を 満た している ことが 必要です 


次の A または B のい ずれ かに 該当する 場合は、 「自立す る ことができ ると 認められる もの」 と 
して 取り扱われます。 

A 受給 期間 内に 開始した 事業に より 被保険者 となる 労働者を 雇い入れ、 雇用保険の 適用 事業の 
事業主と なること。 ただし、 概ね 1 年 以下の 期間を 定めて 行う 事業を 除く。 

B 登記 事項 証明書 （個人 事業の 場合は 税務署に 提出す る 開業 届の 写し）、 事業 許可証 等の 客観 
的 資料に よって 事業の 開始、 事業 内容 及び 事業所の 実在が 確認で き、 かつ、 次の （a) 〜 （d) の 
いずれ かに 該当する ことにより、 1 年を 超えて 事業を 安定 的に 継続して 行 〇 ことができる 客観 
的 条件を 備えて いると 認められる もの。 

(a)  通常、 独立 開業で きる 程度の 資格、 技能 等を 有する 者であって、 自らの 職業 経験を 活か 
して 事業を 開始す るち ので ある こと。 

(b)  事業の 開始に 当たって、 事業所の 工事費、 事務所 等の 賃借 料、 設備 •機器 •備品の 購入 
費 •借料 等、 一定の 経費を 要したち のであって、 その 地域の 同種の 事業と 比較して 事業 実 

施 体制、 設備 等が おおむね 同様の 事業 実態に あるち ので ある こと。 

(c)  被保険者とは ならない が 補助 的に 業務を こなす 者 （同居の 親族を 除く。） を 複数 雇用す 
るち ので ある こと。 

(d)  他の 事業主との 請負 契約 等を 締結す る 場合 等、 当該 契約の 内容から 判断して 1 年を 超え 
て 事業の 継続 性が 認められる ちので ある こと。 

その他の 主な 要件 等は 次のと おりです。 詳しくは、 ハ □ー ワークに お問い合わせ < ださし、。 

(1 )  事業を 開始した 日 （準備期間が ある 場合は、 準備を 開始し だ; 日） の 前日までの 失業の 認定 
を 受けた うえで、 支給 残 日数が 所定 給付 日数の 3 分の 1 以上 ある こと （支給 残 日数が、 就職 日 
から 受給 期間 満了 年月日までの 日数を 超える ときは 就職 日から 受給 期間 満了 年月日までの 日数が 支 
給 残 日数と なります） 

(2)  待 期が 経過した 後に 事業 （準備期間が ある 場合は 準備） を 開始した ものである こと。 

ただし、 給付 制限を 受けた 場合は、 待 期 満了 後 1 か 月に 事業 （準備期間が ある 場合は 準備） 
を 開始した もので ない こと。 

(3)  労働者を 雇い入れる ことにより、 「自立す る ことができ ると 認められる もの」 の 要件に 該 

当した 場合は、 ハ □ー ワークが 支給に 関する 調査を 行う 際に、 雇い入れた 労働者が 離職して 
いない こと。 
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再 就職 手当の 申請 手続きに ついて 


申請 期限は、 就職 日の 翌日から 1 か 月 以内です (事業を 開始した ことによ y 申請す る 場合は、 ハ ロ 
ー ワークの 職員に おたずねく ださい）。 本人が 来 所でき ない 場合は、 郵送 または 代理人 （委任状 
が 必要です） により 提出す る ことができます。 

再 就職 手当の 申請を される 場合には、 以下の 書類を ハ □ー ワークへ 提出して ください。 

1 再 就職 手当 支給 申請書 （就職先の 事業主の 証明が 必要と なります） 

2 雇用保険 受給 資格 者 証 
3  その他、 ハ □ー ワークの 求める 書類 

※ 支給 決定 日から 約 1 週間 後に あなたの 指定した 金融機関の 預金 □座に 振り込まれます。 申請 内容 
の 確認 結果 等に よっては、 支給の 決定を 行 5 までに 時間が かかる ことち あります。 


ハ ロ ー ヮ ー クで 就職の 届け出を 行った 後でなければ、 再 就職 手当の 申請 手続きは できません。 
また、 再 就職 手当の 支給を 受ける と、 同一の 就職を 理由と する 高年 齢 再 就職 給付金は 支給され 
ません。 詳しくは 『32 雇用 継続 給付に ついて』 を ご覧く ださい。 


再 就職 手当を 活用 しましょう 


再 就職 手当は、 早期に 再 就職す ると 給付 率が 6 0%—7 0% に アップし ます 


〇 


基本 手当 日 額 4,00 〇 円、 所定 給付 日数 9 〇 日 の 方が 支給 残 日数 6 〇 日 の 時点で 就職され た 場合 


待 期 (7 日） 

- ^ 

<  - 

基本 手当 支給 ( 3 〇 日 分） 

< - ► 

所定 給付 日数 (9 〇 日） 

離職 資格 決定 日 


待 期 待 期 満了 日 
満了 日  の 翌日 


就職 日 
の 前日 


就職 日 


受給 期間 満了 日 


□ 所定 給付 日数 9  0 日に 対して、 基本 手当の 残 日数が 6  0 日 （3 分の 2 以上） です ので、 再 就職 


手当の 支給 率は 70% となります。 

□ 再 就職 手当の 金額は、 4,000円  X  6  0 日  X  70% 


168, 〇〇〇 円と なります。 


基本 手当 日 額 4, 〇〇〇 円、 所定 給付 日数 9 〇 日 の 方が 残 日数 5  9 日 の 時点で 就職され た 場合 


待 期 (7 日） 

- ► 

基本 手当 支給 (3 1 日 分） 

< - ► 

參 

所定 給付 日数 (9 〇 日） 

離職 資格 決定 日 


待 期 待 期 満了 日 
満了 日  の 翌日 


就職 日 
の 前日 


就職 日 


受給 期間 滴 了 日 


□ 所定 給付 日数 9〇 日 に対して、 基本 手当の 残 日数が 59 日 （3 分の 1 以上） です ので、 再 就職 手 
当の 支給 率は 60% となり ます。 


□  再 就職 手当の 金額は、 4, 〇〇〇 円  X  5  9 日  X  60% 


141,600円 となります。 
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20 再 就職 手当 受給 後に ち 給付が あります 


早期 1<~ 再 就職を して 再 就職 手当の 支給を 受け だ: 人が、 引き続き その 再 就職先に 6 か 月 以上 雇用され、 
かつ 再 就職先で 6 か 月の 間に 支払われ だ; 賃金が 雇用保険の 給付を 受ける 直前の 賃金に 比べて 低下して い 
る 場合、 就業 促進 定着 手当の 支給を 受ける ことが 出来ます。 


① 再 就職 手当の 支給を 受けて いる こと。 

② 再 就職 手当の 支給を 受けた 再 就職の 日から、 同じ 事業主に 引き続き 6 か 月 以上 雇用され ている こと 

※事業主の 都合に よる 出向 等で あつて ち、 再 就職 手当の 支給を 受けた 再 就職の 日から 6 か 月経 過 前に 雇用保険の 被 保険 
者 資格を 喪失した 揚 合には、 この 手当の 支給は 受けられません。 

(事業を 開始され たこと で 再 就職 手当が 支給され た 場合は、 この 手当の 支給は 受けられません。）。 

③ 再 就職 手当の 支給を 受けた 再 就職の 日から 6 か 月間に 支払われた 賃金 額の 1 日 分の 額 （A) が 離職 
前の 賃金 日 額 （B) を 下回る こと （A と B の 原則的な 計算 方法は P7 の 14 を ご覧く ださい。）。 

※離職 前の 賃金 日 額が 下限 額の 場合には、 再 就職 後 6 か 月間の 賃金の 1 日 分の 額が 離職 前の 賃金 日 額を 下回る ことがない 
ので、 この 手当の 支給は 受けられません。 


支給額に ついて 


支給額 = ( 巳  一 A)  X 再 就職の 日から 6 か 月間 内に おける 賃金の 支払いの 基礎と 

« つ/こ 日数 （月給 制の 場合は 暦日 数、 日給 制 や 時給 制の 場合は 労働の 日数） 

ただし、 次のと おり 上限 額が あります。 

上限 額： 基本 手当 □額 （※彳 ） X 基本 手当の 支給 残 日数に 相当す る 日数 （※2)  X  30%  (※彐） 

※ 1  基本 手当 日 額に も 再 就職 手当と 同様の 上限 額が あります。 

※之 再 就職 手当の 給付を 受ける 前の 支給 残 日数です。 

※ 3  再 就職 手当の 支給 率が 60% の 場合は、 40% です。 

□  60 歳 未満の 時点で 離職、 離職 時の 賃金が 月給 制 30 万円、 基本 手当は 5,687 円だった 方 か'、 

支給 残 日数が 9〇 日の 状態で 再 就職を して 再 就職 手当を 受給。 

再 就職 後 6 か 月間の 賃金は 月給 制 28 万 5 •千円に なった 場合。 


□ 離職 前の 賃金 日 額は 1 0,00 0 円 （B)、 再 就職 後 6 か 月間の 賃金の 1 日 分の 額は 9,50 0 円 
□ 賃金 支払い 基礎 日数は、 月給 制な ので 歴日 数 （183 日と します） です。 

□ 就業 促進 定着 手当の 金額を 計算 式に より 一通り 計算す ると 


〇 


(1 〇， 〇〇〇 円  一 9, 5 〇〇 円） X 1 83 日 


91,5 〇〇円 となります。 


この場合の 上限 額は 次のと おりなので、 91,500 円が 支給され ます 


〇 


5,687円  X  9〇 日  X  30% 


1 53,549 円 


/ _ _ _ _ _ _  _ 


申請に ついて 

申 請 期限は、 就職 日 から 6 か 月経 過した 日の 翌日 から 2 か 月 以内です。 

就業 促進 定着 手当の 申請を される 場合には、 以下の 書類を ハ □ー ワークへ 提出 してく ださい 
1  申請書 （就職先の 事業主の 証明が 必要と なります） 

2 雇用保険 受給 資格 者 証 

3 出勤簿の 写し、 賃金 台帳の 写し 等、 ハ □ー ワークの 求める 書類 
※ 提出は 郵送で も 差し支えありません 


〇 
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21 就業 手当に ついて  ) 

失業 中に、 アル バイ トな ど 1 年を 超える 見込みの ない 職業に 就いた （再 就職 手当の 支給 対象と ならな 
い） 場合、 その 就業 日に ついて、 支給 要件を 全て 満たした 揚 合には、 就業 手当の 支給を 受ける ことが で 
含ます。 

また、 この 就業 手当の 支給を 受けた 場合に おいてち、 その後、 その 就業が 安定した 職業に なつた と認 

めら れる ときは、 再 就職 手当の 支給 対象と なる 場合が あります。 

なお、 この場合の 支給 残 日数は、 「安定した 職業に 就いた」 日の 前日 時点で 判断す る ことになります。 


就業 手当の 金額は 


就業 日 ごとに、 基本 手当 日 額の 3  0% に 相当す る 額 （1 円 未満の 端数は 切り捨て） の 支給を 受け 
る ことができます。 

※ 就業 手当を 算出す る 際の 基本 手当 日 額には 上限が あります。 


〇 離職 時の 年齢が 6 〇 歳 未満の 方  • • • • 
〇 離職 時の 年齢が 6 〇 歳 以上 6  5 歳 未満の 方 


參  •  • 


6,105円 
4,941 円 


(基本 手当の 上限 額は、 毎年 8 月 1 日に 変更と なる 場合が あります。） 

就業 手当の 支給を 受けた 日に ついては、 基本 手当の 支給を 受けた ものと みなされます。 


次の 支給 要件を 全て 満た している ことが 必要です  , - 

①  職業に 就いた 日の 前日に おける 基本 手当の 支給 残 日数が、 所定 給付 日数の 3 分の 1 以上 かつ 
4  5 日 以上で ある こと。 

②  1 年を 超えて 雇用され る 見込みがない など、 安定した 職業に 該当し ない 就業を した こと。 

③  待 期 満了 日 後の 就業で ある こと。 

④  離職 理由に よる 給付 制限を 受けた 揚 合には、 待 期 満了 後 1 か 月間に ついては 八 □ー ワーク、 ま 
たは 許可 • 届け出の ある 職業 紹介 事業者の 紹介に よる 就業で ある こと。 

⑤  離職 前の 事業主に 再び 雇用され たちので ない こと。 

(資本 .資金. 人事. 取引 等の 状況から みて、 離職 前の 事業主と 密接な 関係に ある 事業主ち 含みます） 

⑥  受給 資格 決定 （求職 申し込み） 前から 採用が 内定して いた 事業主に 雇用され たもので ない こと。 


就業 手当の 申請 手続きに ついて  ] - 

4 週間に 1 回の 失業の 認定 日に、 前回の 認定 日から 今回の 認定 日の 前日までの 各 日に ついて、 「就 
業 手当 支給 申請書」 に 「雇用保険 受給 資格 者 証」 および 「就業した 事実を 証明す る 書類」 を 添えて 

提出 して くださし、。 

※ 就職 日 以後、 失業の 認定の 必要の ない 方に ついては、 支給 申請書を 代理人 (委任状が 必要) 
または 郵送に よ y 提出す る ことが 可能です。 なお、 この場合、 事業主の 証明が 必要と な リ ます。 


% 
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22 常用 就職 支度 手当に ついて 


次の いずれ かの 方が、 基本 手当の 支給 残 日数が 所定 給付 日数の 3 分の 1 未満の 時点で、 ハ □ー ワーク 

または 許可 • 届け出の ある 職業 紹介 事業者の 紹介で 安定した 職業に 就き、 支給 要件を 全て 満たした と 含 
に 支給され る 手当です。 

〇 4 5 歳 以上で 雇用 対策 法 等に 基づく 再 就職 援助 計画 等の 対象と なる 方 
〇 障害の ある 方 等で、 就職が 困難な 方 


@ 用 就職 支度 手当の 金額は _ _ 

支給額は、 9 〇 （所定 給付 日数の 支給 残 日数が 9  0 日 未満で ある 場合には、 支給 残 日数に 相当す る 数。 
その 数が 45 を 下回る 場合、 45) に 基本 手当 日 額を 乗じて 得た 額の 1 0 分の 4 となります （1 円 未満 
の 端数は 切り捨て）。 


なお、 所定 給付 日数が 2  7 〇 日 以上の 受給 資格 者に ついては、 一律 3  6 日 分と なります。 
※ 常用 就職 支度 手当を 算出す る 際の 基本 手当 日 額には 上限 額が あります。 


〇 離職 時の 年齢が 6 〇 歳 未満の 方  • • • • 
〇 離職 時の 年齢が 6 〇 歳 以上 6  5 歳 未満の 方 


參 參 


6,105円 
4,94 1 円 


(基本 手当の 上限 額は、 毎年 8 月 1 日に 変更と なる 場合が あります) 


①  基本 手当の 支給 残 日数が、 所定 給付 日数の 3 分の 1 未満で ある こと。 

②  ハ □ー ワーク または 許可 • 届け出の ある 職業 紹介 事業者の 紹介に より 就職した こと。 

③  1 年 以上 引き続いて 雇用され る ことが 確実で ある こと。 

④  離職 前の 事業主に 再び 雇用され だもので ない こと。 

⑤  待 期 満了 日 後に 職業に 就いた こと。 

⑤ 給付 制 限 期間 が 経過 した 後に 職業に 就いた こと。 

⑦  原則、 就職 日に おいて 支給 残 日数が 残って いる こと。 

⑧  雇用保険の 被保険者 資格を 取得す る 要件での 雇用で ある こと。 

⑨  就職 日 前 3 年 以内の 就職に ついて、 再 就職 手当 または 常用 就職 支度 手当の 支給を 受けて いな 


いこと 


〇 


⑩ 再 就職 手当の 支給を 受ける ことができな いこと。  • 

⑪ ハ □ー ワークが 支給に 関する 調査を 行う 際に、 再 就職先の 事業所を 離職して いない こと。 


mm 


〇 


申請 期限は、 就職 日の 翌日から 1 か 月 以内です。 本人が 来 所でき ない 場合は、 郵送 または 代理 
人 （委任状が 必要です） により 提出す る ことができます。 

常用 就職 支度 手当の 申請を される 場合には、 以下の 書類を 八 □ー ワークへ 提出して ください 
1  常用 就職 支度 手当 支給 申請書 （就職先の 事業主の 証明が 必要と なります） 

2 雇用保険 受給 資格 者 証 
3 その他、 ハ □ー ワークの 求める 書類 

※ 支給 申請書を 提出した 後、 一定の 調査 期間 （おおむね 1 か 月） を 要します ので、 支給 


申請書を 提出して から 入金され るまでの 期間は、 1 か 月 半〜 2 か 月 程度と なります 
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23 その他の 就職 促進 給付に ついて 

その他の 就職 促進 給付と して、 移転 費、 広域 求職 活動 費 等が あります。 


移転 費に ついて 

移転 費とは、 受給 資格 者の 方が ハ □ー ワーク、 特定 地方公共団体 又は 職業 紹介 事業者の 紹介した 職業 
に 就く ため、 又は ハ □ー ワークの 所長の 指示した 公共 職業訓練 等を 受講す るた め、 その 住居 所を 変更す 
る 場合であって、 ハ □ー ワークの 所長が 必要で あると 認めた ときに 支給され ます。 

移転 費を 受給で きる 方は 以下の 方と なります。 

基本 手当の 受給 資格 者の 方が ハ □ー ワーク、 特定 地方公共団体 又は 職業 紹介 事業者の 紹介した 職業に 
就く ため、 又は ハ □ー ワークの 所長の 指示した 訓練を 受ける ため、 その 住居 所を 変更す る 場合で、 次の 
⑷、 （□) のい ずれに も 該当する 方。 

(イ） 待 期の 期間が 経過した 後に 就職し、 又は 訓練 等を 受ける ことと なった 揚 合であって、 管轄の ハ 
□ー  ワーク の 所長が 住居 所の 変更を 必要と 認め だ: 場合。 

なお、 次の いずれ かに 該当する 場合には、 住居 所を 変更す る 必要が あると 認められ るち のとし 

て 取り扱います。  • 

i)  通常の 交通機関を 利用し、 又は 通常の 交通の 用具を 使用して 通勤 （所） する ための 往復 所要 

時間が 4 時間 以上で あるとき 

ii  )  交通機関の 始 （終） 発 等の 便が 悪く、 通勤 （P/i) し 者し し彳 障害を 与 •ス ると き 
iii)  就職先の 事業所 又は 訓練 等を 受講す る 訓練 施設の 特殊性 又は 事業主の 要求に よって 移転を 余 
儀な くされる とき 

(口） 当該 就職 又は 公共 職業訓練 等の 受講に ついて、 就職 準備金 その他 移転に 要する 費用が 就職先の 
事業主、 公共 職業訓練 等の 施設の 長 その他の 者から 支給され ない とき、 又は その 支給額が 移転 費 

の 額に 満たない 方。 

なお、 上記 ⑷、 ⑼ に 該当する 場合で あっても、 就職先の 雇用 期間が 1 年 未満の 場合、 循環 的に 雇用 
される ことが 慣行と なって いる 方が 離職 前と 同様の 伏 態で 再 雇用され た 場合 や 職業 紹介の 拒否 等に よる 
給付 制限を 受け だ: 場合に、 その 給付 制限が 経過す る 前に、 就職し、 又は 公共 職業訓練 等を 受ける ことと 
なった こと 場合 等に ついては、 移転 費は 支給され ません。 

(申請の 手続き 等に ついては、 ハ □ー ワークの 職員に お問い合わせく ださい）。 

求職 活動 支援 費に ついて 

求職 活動 支援 費とは、 広域 求職 活動 費、 短期 訓練 受講 費、 求職 活動 関係 役務 利用 費 か b なり、 受給 資 
格 者の 方が 求職 活動に 伴い 次の ①〜③ のい ずれ かに 該当する 行為を する 場合で あって、 ハローワークの 

所長が 必要で あると 認めた ときに、 支給され ます。 

①  ハローワークの 紹介に より 広範囲の 地域に わたる 求職 活動を する 揚合 （広域 求職 活動 費） 

②  ハ □ー ワークの 職業 指導に より 短期の 訓練を 受講す る揚合 （短期 訓練 受講 費） 

③  求職 活動を 容易に する ための 保育 等 サービスの 利用を する 場合 （求職 活動 関係 役務 利用 費） 
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【広域 求職 活動 費】 

広域 求職 活動 費の 支給を 受けられ るのは、 ハローワークの 紹介に より 広範囲の 地域に わたる 求職 活動 
を 行い、 次の (イ) 、 ⑼の いずれに ち 該当する 受給 資格 者の 方です。 

(イ） 紹介され た 求人が、 当該 受給 資格 者 等に 適当と 認められる 管轄 区域 外に 所在す る 求人者の 事業所 
に 係る 常用 求人で ある こと 

(D) 鉄道 賃、 船賃、 航空 費 及び 車賃の 計算の 基礎と なる 距離が 往復 鉄道 2 〇〇キ □メー  ト ル （水路 及 
び 陸路は 4 分の 1 キ □メー  ト ルを もって それぞれ 鉄道 1 キ □メー  ト ルと みなす） 以上で ある こと。 
上記 ⑷ 及び ⑼の 受給 資格 者の 方に ついても、 以下に 該当し ない 場合は、 広域 求職 活動 費は 支給さ- 
れ ません。 

i  )  待 期の 期間が 経過した 後に 広域 求職 活動を 開始した とき 

ii  )  広域 求職 活動に 要する 費用が 訪問 先の 事業所から 支給され ない とき、 又は その 支給額が 広域 

求職 活動 費の 額に 満たない とき。 

なお、 上記 i  ) 、 ii ) の ほか、 職業 紹介の 拒否 等に よる 給付 制限を 受けた 場合に、 その 給付 制限 期 
間が 経過す る 前に、 広域 求職 活動を 開始した 場合 等に ついては、 広域 求職 活動 費は 支給され ません。 

【短期 訓練 受講 費】 

短期 訓練 受講 費の 支給を 受けられ るのは、 ハ □ー ワークの 職業 指導に より 再 就職の ため 1 か 月 未満の 
教育 訓練を 受け、 その 訓練を 修了 した 方で、 次の ⑷〜 に) のい ずれに ち 該当する 受給 資格 者の 方です。 

(イ） 教育 訓練を 受講す る 前に、 その 訓練を 受ける ための ハ □ー ワークの 職業 指導を 受けて いる こと。 

(□) 職業 指導を 受ける 日に おいて、 受給 資格 者で ある こと。 

()\) 待 期の 期間が 経過した 後に、 教育 訓練の 受講を 開始した こと。 

に） 教育 訓練 給付 制度 （一般教育 訓練） の 講座 指定を 受けて いる 講座を 受講す る 場合は、 一般教育 訓 
練 給付金の 支給 要件を 満たす 方で ない こと。 


【求職 活動 関係 役務 利用 費】 

求職 活動 関係 役務 利用 費の 支給を 受けられ るのは、 求人者との 面接 等を する ため、 又は 教育 訓練を 受 
講 する ため、 その子に 関して 保育 等 サービスを 利用した 場合であって、 次の ⑷〜 に) のい ずれに も 該当 
する 受給 資格 者の 方です。 


(イ） 保育 等 サービスを 利用した 日に おいて、 受給 資格 者で ある こと 


〇 


(口） 待 期の 期間が 経過した 後に、 保育 等 サービスを 利用した こと 


〇 


(パ） 「求人者との 面接 等」 とは、 求人者との 面接の ほか、 筆記試験の 受験、 ハ □ー ワーク 等、 許可* 
届出の ある 職業 紹介 事業者 等が 行ろ 職業 相談、 職業 紹介 等が 該当する ほか、 公的 機関 等 （独立 行 
政 法人 高齢 •障害 •求職者 雇用 支援 機構、 地方自治体、 求人 情報 提供 会社、 新聞社 等） が 行ろ 求 
職 活動に 関する 指導、 個別 相談が 可能な 企業 説明 会 等を 含める。 

に） 「教育 訓練の 受講」 とは、 ハ □ー ワークの 指示 •推薦に より 公共 職業訓練 等を 受講す る 場合、 就 
職 支援 計画に 基づき 求職者 支援 訓練を 受講す る揚 合、 ハ □ー ワークの 指導に より 各種 養成 施設に 
入校す る 場合、 教育 訓練 給付の 対象 訓練 及び 短期 訓練 受講 費の 対象 訓練 等を 受講して いる 場合 及 
び 出向 • 移籍 支援 業務と して 実施され る 委託 訓練 • 講習 等を 受講す る 場合を い 〇。 


(申請の 手続き 等に ついては、 ハ □ー ワークの 職員に お問い合わせ < ださい。 ) 
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I 


24 就職した 後に、 再び 離職した ときは 7 


新 しし〗 受給 資格が 得 れな かった 揚合 

当初の 受給 期間 内 （9 ページ 参照） に、 支給 残 日数が ある 場合には、 その 範囲 内で 基本 手当の 支給を 
受ける ことができます。 ただし、 支給の 対象と なる 日は、 離職 後に ハ □ー ワークに 来 所して 届け出を 
し、 再 求職 申し込みを された 日 （給付 制限 期間が ある 場合は、 給付 制限 期間 経過 後） からと なります の 
で、 離職 後 できるだけ 早く ハ □ー ワークに 来 所して 届け出る ようにして ください。 

なお、 再 就職 手当 等の 支給を 受けた 場合は、 その 支給 日数 分を 差し引いた 範囲 内 （端数は 切り捨て） 
で 基本 手当の 支給を 受ける ことができます。 


^ 届け出に 必要な ちの - 

□ 雇用保険 受給 資格 者 証 

□ 離職 票 または 喪失 確認 通知 書 （後日で ち 差し支えありません） 

離職 状況 証明書 （就職先で 雇用保険 未 加入だった 場合に 必要です) 


1 たとえば 


所定 給付 日数 1 8  0 日の 方が、 基本 手当 6 〇 日 分の 支給を 受け だ: 後 再 就職し、 再 就職 手当 84 日 分 


の 支給を 受けた 後に 離職した とき 


受給 期間 （ 1 年間) 


待 期 


基本 手当 支給 (60 日 分) 


就職 （受給 資格な し) 


離職 日の 受給 資格 


再 就職 手当 84 日 分 


48 日 分 


再 求職 


翌  日  決定 日  申込 日  - 

1 8 〇日 （所定 給付 日数） _6〇 日 （基本 手当） 一8 4 日 （再 就職 手当） 二 3 6 日、 の 範囲 内で 
基本 手当の 支給を 受ける ことができます。 


メ 再 就職 手当 等 受給 後に 再 離職 した 場合の 受給 期間が 延長され る 特例が あ ります  k 

再 就職 手当 等の 支給を 受けた 後の 最初の 離職 （新たに 受給 資格が 生じた 後の 離職を 除きます。 以下 
「再 離職」 といい ます） の 日が 受給 期間 内に あり、 かつ、 倒産、 解雇 等に より 再 離職され た 方に つい 
て、 一定の 受給 期間が 延長され ます。 

V _ : _ _ _ ノ 

新しし 〉 受給 資格が 得られた 場合 

就職した 事業所で 被保険者 となって 1 2 か 月 以上 （解雇 •倒産 等で 退職され た 方の 場合は 6 か 月 以上） 
働いた 後に 離職した 場合には、 通常は 新たに 雇用保険の 受給 資格が 生じます ので、 その 受給 資格で 基本 手 
当の 支給を 受ける ことになります。 この場合には、 支給を 受ける ための 手続きを 最初から 行ろ 必要が あ1 0 
ます （3 ページ 参照)。 

なお、 新たに 受給 資格が 得られた 揚 合には、 以前の 受給 資格に 基づく 支給を 受ける ことは できません。 


—  30  — 


25 氏名 や 住所を 変更 するとき は 


氏名 や 住所を 変更す る 場合には、 できるだけ 早く、 ハローワークに 届け出を してく ださい。 

住所を 変更した 場合、 雇用保険の 手続きに お越しいた だく、 管轄の ハ □ー ワークが 変更と なる 場合が あ 
ります。  . 


け 出に 必要な もの 1  一一一一一一一一一一一 一^ _ _ ^ 

□ 雇用保険 受給 資格 者 証 

□ 氏名、 住所 変更 届 （住民票 記載事項 証明書 等の 証明書 類を 添付して ください) 
□ 払 渡 希望 金融機関 変更 届 （氏名 変更の 場合） 


mmmmmmamammmmmmammmmmmmmmammmmmmmmmmmmmmmmmmmaammmmmm 


26 公共 職業訓練を 受 E 蕾 するとき は1? 


ハ □ー ワークでは、 あなたの 再 就職に 役立つ と 判断した 場合は、 公共 職業訓練の 受講を 指示す る こと 
があります （「37 職業訓練 （ハ □一  ト レーニング） について」 を ご覧く ださい）。 

この場合には、 所定 給付 日数 分の 支給が 終了した 後ち、 訓練 修了 日まで 基本 手当が 延長して 支給され 
ます。 

このほか、 訓練 受講に 要する 費用に あてる ため、 受講 手当、 通 所 手当 等が 支給され ます。 

なお、 公共 職業訓練の 受講を 指示す るには、 次の 表の 支給 残 日数を 満たして いる 必要が あります ので、 
お早めに ハ □ー ワークの 職業訓練 担当 窓 □にご 相談く ださい。 


公共 職業訓練 受講 可能と なる 支給 残 日数 


所定 給付 日数 

必要な 支給 残 日数 （訓練 開始 日 現在） 

給付 制限 あり 

給付 制限な し 

90  B 

31 日 以上 

1 日 以上 

120 日 

41 日 以上 

1 日 以上 

150 日 

51 日 以上 

31 日 以上 

180 日 

61 日 以上 

61 日 以上 

21 〇日 

71 日 以上 

71 日 以上 

24 〇日 

91 日 以上 

91 日 以上 

270  B 

121 日 以上 

121 日 以上 

300  B 

151 日 以上 

151 日 以上 

330  B 

181 日 以上 

181 日 以上 

i  360 日 

211 日 以上 

211 日 以上 

—  31  — 


心^^^ 心 逊  驗 w^^- :',« 太. 


27 病気 やけが で 働けな く なった ときは？ 


受給 資格の 決定を 受けた 後に、 病気 やけが のた め 1 5 日 以上 働く ことができない 状態に なった 場合に 
は、 基本 手当の かわりに、 同額の 傷病 手当の 支給を 受ける ことができます （ただし、 健康保険、 労災 保 
険 等、 他の 法律に 基づいて 傷病 手当 金、 休業 補償 給付 等の 支給を 受けて いる 場合 や 待 期 期間 中 および 給 
付 制限 期間 中の 日は、 支給を 受ける ことができません)。 

また、 引き続き 3 〇 日 以上 働く ことので きない 場合には、 傷病 手当の 支給を 受けず、 受給 期間を 延長 
し、 傷病が 治癒した 後に 基本 手当の 支給を 受ける こと もで きます （受給 期間の 延長に ついては 1 8 ペー 
ジ 参照)。 


^ 傷病 手当の 申請 手続きに つし、 て I - ______ - - ^ 一^ , 

傷病 手当の 申請を される 場合には、 以下の 書類を ハ □ー ワークへ 提出して ください。 申請 期間は、 
傷病が 治癒 した 直後の 認定 日までで す。 

1  傷病 手当 支給 申請書 
2 雇用保険 受給 資格 者 証 

3 その他、 ハ □ー ワークの 求める 書類  i 

※ 提出は 代理の 方で も 差し支えありません が、 その 場合、 委任状が 必要と なります。 

傷病の 期間が 1 か 月 以上に なると 思われる 場合には、 事前に ハ □ー ワークへ ご 相談く ださい。 

また、 健康保険の 種類を 確認 させて いただき ますので、 「健康保険 証」 （写しで ち 差し支え あり： 
ません） を ご 持参く ださい。 


28 もし、 受給 資格 者 本人が 受給 中に 亡くなった ときは 7 


万一、 受給 中に 受給 資格 者 本人が 亡くなった 場合には、 その 方と 生計を 同じく していた ご 遺族が 死亡 
の 前日 （一定の 場合に 当日） までの 基本 手当 等の 支給を 受ける ことができます。 これを 「未 支給 失業 等 
給付」 といい ます。 

この場合には、 受給 資格 者 本人の 死亡した 日の 翌日から 6 か 月 以内に 「未 支給 失業 等 給付 請求書」 を 
ハ □ー ワークに 提出して ください。 


20 失業 等 給付は 正しく 受給 しま しょつ 

k _ ) 

◎ 不正 受給とは 

失業 等 給付の 支給を 受ける ことができない にもかかわらず、 偽り または 不正な 手段に よって 失業 等 
給付の 支給を 受け、 または 受けよう とする ことを いいます （現実に 支給を 受けた か 否かを 問いません。）, 
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◎ 正しく 申告 しないと 不正 受給になります。 

例えば、 次の よ 5 な: 場合です。 

□ 求職 活動の 実績がない にもかかわらず、 失業 認定 申告書に その 実績に ついて 虚偽の 申告を した。 

□ 事業主に 雇用され た 場合 （雇用の 形態は 問いません。 試用 （研修） 期間 も 含みます。） に、 そのこと 
を 失業 認定 申告書で 申告し なかったり、 採用 日、 雇用され、 働いた 事実 および 収入を 隠したり、 偽 
った 申告を した。 

□ 労災保険の 休業 （補償） 給付 や 健康保険の 傷病 手当 金 等の 支給を 受けて いる ことを 申告し なかった 
(雇用保険の 支給 終了後、 雇用保険を 受給した 期間に ついて、 労災保険の 休業 補償 給付の 支給を 遡 
って 受ける 場合を 含 む。 ）。 

□ 就職して いないのに 就職した と 偽ったり、 就職した 日を 偽って、 再 就職 手当 等の 支給 申請を した。 

□ 会社の 役員 等に 就任 した ことを 申告 しなかった。 

□ 偽りの 記載を した 離職 票 （離職 理由を 含 C。） を 提出した。 


◎ ルールを 守って 正しく 受給し ましよ 〇。  . 

ちし、 不正 受給を すると、 

□ 支給 停止 （その 日 以後の 失業 等 給付の 支給を 受ける 権利が な: <な ります） 

□ 返還 命令 （不正に 受給した 金額は、 全額 返還し なければ なりません） 

□ 納付 命令 （不正に 受給した 金額を 全額 返還 するとと もに、 不正に 受給した 金額の 2 倍に 相当す る 額 
を さら に 納めなければ なり ません) 

□  不正 受給した 日の 翌日から 延滞金が 課せ られ ます。 

□  これら 返還 金な どの 納入を 怠る と、 財産の 差 押え 等が 行われる ことがあります。 

□ 悪質な 場合、 詐欺罪 等で 処罰され る ことがあります。 


30 処分に 不服が あるときは？ 

V _ ) 

ハ □ー ワークの 行った 失業 等 給付に 関する 処分に 疑問 等が 生じた 場合は、 まず 処分の 内容に ついて ハ 
□ー ワークから 十分に 説明を 受けて ください。 

その 結果、 ハ □ー ワークが 行った 失業 等 給付に 関する 処分に 不服が ある 場合は、 その 処分の あった こ 
とを 知った 日の 翌日から 3 か 月 以内に、 北海道 労働 局 雇用保険 審査官に 審査を 申し出る ことができます。 
これを 「審査 請求」 といい ます。 

審査 請求を 行う 場合には、 ハ □ー ワーク 等を 通じて、 または、 直接 雇用保険 審査官に その 旨を 申し出 
て  <  ださい。 

雇用保険 審査官は、 ハ □ー ワークが 行った 処分が、 法令、 規則に 沿った 正当な ものである かどう かを 
審査し ます。 

また、 雇用保険 蕃查官 の 決定に 不服が ある 場合には、 決定 書の 謄本が 送付され た 日の 翌日から 2 か 月 
以内に 労働 保険 審査 会に 再審査 請求を する ことができます。 

ただし、 審査 請求した 日の 翌日から 3 か 月を 経過して ち 審査 請求に ついての 決定がない 揚 合は、 決定 
を 経ないで、 労働 保険 審査 会に 対して 再審査 請求を する ことができます。 

ハ □ー ワークが 行った 失業 等 給付に 関する 処分の 取消 訴訟は、 審査 請求の 決定を 経た 後に、 決定が 
あった ことを 知った 日の 翌日から 6 か 月 以内に 提起す る ことができます （ただし、 決定の あった 日から 
1 年を 経過した 場合を 除く。）。 

ただし、 審査 請求を した 日の 翌日から 3 か 月経 過しても 審査 請求に ついての 決定がない 場合 等は、 決 
定を 経ないで、 取消 訴訟を 提起す る ことができます。 


〒〇 60-8566 

札 幌市北 区 北 8 条西 2  丁目 1 番 1 号 札幌第 1 合同 庁舍 3 階 北海道 労働 局 職業 安定 部 職業 安定 課 
電話：  01 1-709-231 1 (代） 内線 3  6  73 
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31 教育 訓練 給付に ついて 

V _ ) 


1  一般教育 訓練に 係る 教育 訓練 給付 

働 < 人の 主体的な 能力 開発の 取組を 支援し、 雇用の 安定と 再 就職の 促進を 図る ことを 目的と する 雇 
用 保険の 給付 制度です。 

一定の 要件を 満たす 雇用保険の 被保険者 g》i)( 在職 者）、 または 被保険者であった 方 （離職者） 
が、 厚生 労働大臣の 指定す る 教育 訓練を 受け、 修了した 場合、 その 受講の ために 受講者 本人が 教育 訓 
練 施設に 支払った 教育 訓練 経費の 一定 割合に 相当す る 額 （上限 あり） が 支給され ます。 

※づ 被保険者とは、 一般 被保険者 及び 高年 齢 被保険者を いいます。 以下、 この 項目に おいて 同じです。 

^ 支給 XJ 象 者 | - X 

一般教育 訓練に 係る 教育 訓練 給付金の 支給 対象 者は、 次の ① または ②の いずれ かに 該当する 方で あっ 
て、 厚生 労働大臣が 指定す る 教育 訓練を 受け、 当該 教育 訓練を 修了され た 方です。 

①  雇用保険の 被保険者 （雇用保険 被保険者 として 在職 中の 方） 

厚生 労働大臣が 指定した 教育 訓練の 受講を 開始した 日 （以下 「受講 開始 日」 といろ。） において、 
支給 要件 期間 (※ 2) が 3 年 以上 ある こ と 丨※ 3 ) 

②  雇用保険の 被保険者であった 方 （雇用保険 被保険者で ない 方） 

受講 開始 日直 前の 被保険者 でな < なった 日が 受講 開始 日 以前 1 年 以内 （適用 対象 期間の 延長が 
行われた 場合には 最大 2 〇年 以内） （※斗) にあり、 受講 開始 日に おける 支給 要件 期間が 3 年 以上 ある こと 
阅3) 

_ _ _ J 

※之 支給 要件 期間とは、 受講 開始 日までの 間に 雇用保険の 適用 事業に 被保険者 として 雇用され た 期間を 
いいます。 詳しくは、 ハ □ー ワークの 職員に お問い合わせく ださい。 

※3  初めて 一般教育 訓練に 係る 教育 訓練 給付を 受ける 方に ついては、 支給 要件 期間が 1 年 以上 ある こと 
(暫定措置） 

※斗 受講 開始 日に おいて 被保険者 でない 方のう ち、 被保険者 資格を 喪失した 日 以降 1 年間の 〇 ちに 妊 
娠、 出産、 育児、 病気、 けが 等の 理由に より、 引き続き 3 〇 日 以上 対象 教育 訓練の 受講を 開始で きな 
い 日が ある 場合には、 ハ □ー ワークに その 旨を 申し出る ことにより、 被保険者 資格を 喪失した 日から 
受講 開始 日までの 教育 訓練 給付の 対象と なり 得る 期間 （適用 対象 期間） に その 受講を 開始で きない 日 
数 （最大 1 9 年） を 加算す る ことができます。 


へ 

対象 教育 訓練を 受け、 修了 した 場合、 その 受講の ために 受講者 本人が 教育 訓練 実施 者に 対して 支 
払った 教育 訓練 経費の 20% に 相当す る 額の 支給を 受ける ことができます。 

ただし、 その 2  0% に 相当す る 額が 1 〇 万円を 超える 場合の 支給額は 1 〇 万円と し、 4 千円を 超 
ス なし' \ 場合に は 教育 訓練 給付金の 支給を 受け る ことは できません。 


※受講 開始 日 前 1 年 以内に キャリア コンサルタント （職業 能力 開発 促進 法 第 3  〇条の 3 に 規定す る キャリア コン サル 
タント） が 行う キャリア コンサルティングを 受けた 場合は、 その 費用を、 教育 訓練 経費に 加える ことができます。 ただ 
し、 その 額が 2 万円を 超える 場合の 教育 訓練 経費と できる 額は 2 万円までと じます。 （平成 2  9 年 1 月 1 日 以降に キャ 
リア コン サル テイ ングを 受講した 場合に 限り ます。 ）〇 
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2 専門 実践 教育 訓練に 係る 教育 訓練 給付 

働 < 人の 主体的で、 中長期 的な キャリア 形成を 支援し、 雇用の 安定と 再 就職の 促進を 図る ことを 目的 
とする 雇用保険の 給付 制度です。 

一定の 条件を 満たす 雇用保険の 被保険者 （※〇  (在職 者）、 または 被保険者であった 方 （離職者） 
が、 厚生 労働大臣の 指定す る 専門 実践 教育 訓練を 受講し 修了した 場合、 本人が 教育 訓練 施設に 支払った 
教育 訓練 経費の 一定の 割合 額 （上限 あり） を ハ □ー ワークから 支給す る 制度です。 

また、 当該 給付を 受けて いる 方に ついては、 訓練を 受けて いる 期間で 失業 状態で ある 日に ついて、 基 
本手 当日 額に 相当す る 額の 8  0%  (※之） の 教育 訓練 支援 給付金を 受けられる 場合が あります。 

※づ 被保険者とは、 一般 被保険者 及び 高年 齢 被保険者を いいます。 以下、 この 項目に おいて 同じです。 
※之 平成 29 年 12 月 31 日 以前に 受講 開始した 専門 実践 教育 訓練の 教育 訓練 支援 給付金の 支給額は、 
基本 手当 日 額に 相当す る 額の 5  0% となります。 

/ 支給 対象 者  - \ 


専門 実践 教育 訓練に 係る 教育 訓練 給付金の 支給 対象 者は、 次の ① または ②の いずれ かに 該当する 方で 
あって、 厚生 労働大臣が 指定す る 教育 訓練を 受け、 当該 教育 訓練を 修了され た 方です。 

①  雇用保険の 被保険者 

専門 実践 教育 訓練の 受講を 開始した 日 （以下 「受講 開始 日」 といろ。） に 雇用保険の 被保険者の 方 
のうち、 支給 要件 期間 （※3) が 3 年 以上 （※斗） ある こと 

②  雇用保険の 被保険者であった 方 

受講 開始 日に 被保険者 でない 方の 〇 ち、 被保険者 資格を 喪失した 日 （離職 日の 翌日） 以降、 受講 開 
始 日まで が 1 年 以内 （適用 対象 期間の 延長 （※ら） が 行われた 揚 合には 最大 2  0 年 以内） であり、 か 
つ 支給 要件 期間が 3 年 以上 （※斗） ある 方 


^•3 支給 要件 期間とは、 受講 開始 日までの 間に 雇用保険の 適用 事業に 被保険者 として 雇用され た 期間を 
いいます。 詳しくは ハ □ー ワークの 職員に お問い合わせく ださい。 

^4 初めて 専門 実践 教育 訓練に 係る 教育 訓練 給付を 受ける 方に ついては、 支給 要件 期間が 2 年 以上 ある 
こと （暫定措置） 

^•5 受講 開始 日に おいて、 被保険者 でない 方の ラち、 被保険者 資格を 喪失した 日 以降 1 年間の 5 ちに 妊 
娠、 出産、 育児、 病気、 けが 等の 理由に より、 引き続き 3 〇日 以上 対象 教育 訓練の 受講を 開始で きな 
い 日が ある 場合には、 ハ □ー ワークに その 旨を 申し出る ことにより、 被保険者 資格を 喪失した 日から 
受講 開始 日までの 教育 訓練 給付の 対象と なり 得る 期間 （適用 対象 期間） に その 受講を 開始で きない 日 
数 （最大 1 9 年） を 加算す る ことができます。 


/ - N 


支給額 


専門 実践 教育 訓練 
の 受講 中 

専門 実践 教育 訓練 
の 修了 後 

(受^者が 支払った 教育 
訓練 経費 X 右 欄の 割合） 

50%  1 

ただし、 4 千円を 超える 場合。 

120 万円を 超える 揚 合： 12 〇 万円 

資格 取得 等を し、 かつ 修了 した 日の S 
日から 1 年 以内に 被保険者と して 雇用 
された 場合 

70% 

だ だし、 4 千円を 超える 場合。 

168 万円を 超える 場合： 168 万円 
すでに 支給 した 左 欄の 額との 差額が 
追加 支給され ます。 

専門 実践 教育 訓練の 受講 中に 支給され る 給付金の 上限 額 1 2 〇 万円は 訓練 期間が 3 年間の 専門 実践 
教育 訓練を 受講した 場合の 上限 額です。 訓練 期間が 1 年の 場合 4〇 万円、 2 年の 場合 8〇 万円の 上限 
額と なります。 
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また、 専門 実践 教育 訓練の 修了 後に 支給され る 給付金の 1 6 8 万円に ついても、 訓練 期間が 3 年の 
専門 実践 教育 訓練を 受講した 場合の 上限 額と なります。 訓練 期間が 1 年の 場合 56 万円、 2 年の 場合 
11 2 万円の 上限 額と なります。 

^ 平成 29 年 1 2 月 31 日 以前に 受講 開始した 専門 実践 教育 訓練の 支給額は、 教育 訓練 給付の 4  0% 
(資格 取得 等を し、 かつ 修了した 日の 翌日から 1 年 以内に 被保険者 として 雇用され た 場合、 6  0%) 
となります。 • 

また、 支給の 上限 額は、 年間 32 万円 （資格 取得 等を し、 かつ 修了した 日の 翌日から 1 年 以内に 被 
保険 者と して 雇用され た 場合、 年間 4 8 万円） となります。 

※  1 〇 年の 間に 複数回 専門 実践 教育 訓練を 受講す る 場合は、 最初に 専門 実践 教育 訓練の 教育 訓練 給付 

金を 受給した 専門 実践 教育 訓練の 受講 開始 日 （平成 29 年 1 2 月 31 日 以前の 受講 開始 日を 含む。） を 
起点と して、 1 〇 年を 経過す るまでの 間に 受講 開始 した: 専門 実践 教育 訓練の 教育 訓練 給付金の 合計 額 
は、 1 6  8 万円が 限度と なります。 


3 教育 訓練 給付金の 指定 講座と 支給 要件 照会に ついて 


厚生 労働大臣の 指定す る 教育 訓練には どんなち のが あるか - 

「厚生 労働大臣 指定 教育 訓練 講座 一覧」 により、 ハローワークの 窓 □で ご覧いた だけます。 

なお、 インター ネッ トで も 「厚生 労働大臣 指定 教育 訓練 講座 検索 システム」 で ご覧いた だけます。 
L  (http://www.kyuf u.javada.or.jp/kensaku/T  M_kensaku)  . 


教育 訓練 給付金の 支給 申請に 先立ち、 

①  受講 開始 （予定） 日 現在に おいて、 あなたが 教育 訓練 給付金の 受給 資格を 満たして いるか 

②  受講を 希望す る 教育 訓練 講座が 厚生 労働大臣の 指定を 受けて いるかに ついて、 「教育 訓練 給付金 支給 
要件 照会 票」 により、 あなたの 住所を 管轄す る ハ □ー ワークに 照会す る ことができます。 詳しくは、 
ハ □ー ワークの 職員に お問い合わせく ださい。 
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32 雇用 継続 給付に ついて 


雇用保険の 給付の 中には、 在職 中に 支給され る 「雇用 継続 給付」 という 制度が あります。 

みなさまが 再 就職され た 後に、 支給の 対象と なる 場合が あります ので、 簡単に ご 紹介し ます。 

なお、 雇用 継続 給付の 支給 申請 等の 手続きに ついては、 再 就職を された 先の 事業主を 経由して 行って 
いただ くこと となります。 


この 「雇用 継続 給付」 には、 「高年 齢 雇用 継続 給付」、 「育 k 休業 給付」 


及び 「介護 休業 給付」 が ありま 


す。 


高年 齢 雇用 継続 給付に ついて 

高年 齢 雇用 継続 給付は、 6 5 歳までの 雇用の 継続を 援助す るた めに、 一定の 要件を 満たす 6 〇歳 以上 
6  5 歳 未満 （船員の 方に ついては、 生年月日に よって 5  5 歳 以上 6 〇 歳 未満と なる 場合が あります。 詳 
しくは 職員に お問い合わせく ださい。） の 雇用保険の 被保険者の 方 （在職 中の 方） に 支給され ます。 

高年 齢 雇用 継続 給付には、 高年 齢 雇用 継続 基本 給付金と 高年 齢 再 就職 給付金の 2 種類が あります。 

S 年齢 展用 継続 基本 給付金 


雇用保険の 基本 手当 等 （再 就職 手当 等の 基本 手当を 支給した とみな される 給付を 含む。） の 支給を 受 
けて いない 方が 支給 対象と なる 給付金です。 


X 支給 要件 - ^ 

□  6 〇歳 以上 6  5 歳 未満の 一般 被保険者 である こと 
□ 被保険者であった 期間が 通算して 5 年 以上 ある こと 

※ この 「被保険者であった 期間」 の 計算に おいて、 被保険者であった 期間に 空白が ある 場合には、 そ 
の 空白 期間が 1 年 以内の 場合は、 前後の 被保険者であった 期間を 通算す る ことになります。 

ただし、 基本 手当 等 または 特例 一時金の 支給を 受けた ことがある 場合には、 その後の 期間し か 通算 
する ことができません。 

□  6 〇 歳 以後の 各月に 支払われた 賃金 額が、 6 〇歳 到達 時の 賃金 月額の 7  5% 未満に 低下して いる こと 

□  6 〇 歳 以後の 各月に 支払われた 賃金 額が、 支給 限度額 （359, 899円 毎年 8 月 1 日に 変更と なる 場 
合が あります。） 未満で ある こと 

□ 各 暦月の 初日から 末日まで 被保険者 として 継続して 雇用され ている こと 
、口 各層 月に おいて 育児 休業 給付 または 介護 休業 給付の 支給を 受ける ことができな いこと 

V _ J 


「支給され る 金額 - 、 

各月に 支払われた 賃金の 「低下 率」 （％) (各月に 支払われた 賃金 額+  6 〇 歳 到達 時の 賃金 月額 X 100) 

に 麻 じて、 次の 計算 式に より 算定し ます （ただし、 支給 限度額 等に より 支給額が 減額され たり、 支給が な 
されない ことがあります。）。 

□ 低下 率が 6 1 % 以下の 場合 

支給額 二 各月に 支払われた 賃金 額 X 1 5% 

□ 低下 率が 6 1 % を 超えて 7  5% 未満の 場合 

支給額 二 各月に 支払われた 賃金 額 X 1 5 % 〜 〇 ％  (偕 下 率に より 一定の 割合で 適 減し ます。） 

低下 率が 7  5 % 以上の 場合 
支給され ません。 

※ 支給を 受ける ことができる 期間は、 6  5 歳に 達する 月までと なります。 

_  _  一  J 
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2 高年 齢 再 就職 給付金 

受給 資格に 基づく 基本 手当の 支給を 受けた 後、 6  0 歳 到達 時 以後に 1 年を 超えて 引き続き 雇用され る 
ことが 確実で あると 認められる 職業に 就いた ことにより 被保険者 として 雇用され た 方に 対する 給付金で 
す。 基本 手当の 受給 期間 内に 就職し、 就職 日の 前日に おける 基本 手当の 支給 残 日数が 1 〇〇 日 以上 ある 
場合が 対象と なります。 

X 支給 要件  I —— 

□  6 〇歳 以上 6  5 歳 未満の 被保険者 である こと 

□ 被保険者 であっ た 期間が 通算 して 5 年 以上 ある こと 
※ この 「被保険者であった 期間」 の 計算に おいて、 被保険者であった 期間に 空白が ある 場合には、 

その 空白 期間が 1 年 以内の 場合は、 前後の 被保険者であった 期間を 通算す る ことになります。 

ただし、 基本 手当 等 または 特例 一 時 金の 支給を 受けた ことがある 場合には、 その後の 期間し か 通 
算 する ことができません。 

□ 就職 日の 前日に おいて、 基本 手当の 支給 残 日数が 1 〇〇 日 以上 ある こと 

□ 再 就職 後の 賃金 月額が、 基本 手当の 算定の 基礎と なった 賃金 日 額の 3  0 日 分の 額の 7 5% 未満に 低 
下して いる こと 

□ 再 就職 後の 各月に 支払われた 賃金 額が、 支給 限度額 （359, 899円 毎年 8 月 1 日に 変更と なる 場 
合が あります。） 未満で ある こと 

□ 各 暦月 の 初日から 末日 まで 被保険者と して 継続 して 雇用され ている こと 
^  □ 各 暦月に おいて 育児 休業 給付 又は 介護 休業 給付の 支給を 受ける ことができな いこと _ J 


基本的な 考え方は 高年 齢 雇用 継続 基本 給付金と 同様です。 ただし、 「低下 率」 は 6  0 歳 到達 時の 賃金で 
はなく、 基本 手当の 基準と なった 賃金に 比べて、 再 就職 後の 賃金が 下がって いるか どうかを 計算し ます。 
また、 支給を 受ける ことができる 期間は 基本 手当の 支給 残 日数に よって、 次のと おりと なります。 

□ 就職 日の 前日に おける 基本 手当の 支給 残 日数が 200 日 以上の 場合： 再 就職 後 2 年間 
□ 就職 日の 前日に おける 基本 手当の 支給 残 日数が 1 〇〇 日 以上の 場合： 再 就職 後 1 年間 


その 期間 内に 6 5 歳に 達した 場合には、 6 5 歳に 達した 月までと なります。 


※ 高年 齢 再 就職 給付金と 再 就職 手当は 併 給で きません。 

※ 雇用 継続 給付の 実際の 給付 額は、 「みなし 賃金 額」 や 「支給 限度額」 の 関係で 減額と なったり、 支 
給され ない 場合が あります。 詳しくは、 ハ □ー ワークの 職員に お問い合わせく ださい。 


雇用保険の 被保険者 卜※） （男女を 問いません。） が 育!^ 休業を 取得した 場合、 一定の 要件を 満たす と 
「育児 休業 給付金」 が 支給され ます。 詳しくは、 ハ □ー ワークの 職員に お尋ねく ださい。 

^ 被保険者とは、 一般 被保険者 及び 高年 齢 被保険者を いいます。 


介護 休業 給付に つし 、て 


雇用保険の 被保険者 (※) が、 その 家族を 介護す るた め 介護 休業を 取得した 場合、 一定の 要件を 満たす 
と 「介護 休業 給付金」 が 支給され ます。 詳しくは、 ハ □ー ワークの 職員に お尋ねく ださい。 

^ 被保険者とは、 一般 被保険者 及び 高年 齢 被保険者を いいます。 
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求職者 給付 （基本 手当） と 老齢 厚生年金 • 退職 共済 年金との 併 給 調整が 行われます。 受給 権が 発生す る 
老齢 厚生年金 等の 受給 権 者が、 求職者 給付 （基本 手当） の 支給を 受ける 間は、 老齢 厚生年金 • 退職 共済 年 
金の 支給が' 停止 となります。 

これは、 求職者 給付の 支給 内容が 変更され るので はなく、 あくまでも 年金の 支給が 停止され る ものです。 
なお、 求職者 給付の 他に 高年 齢 雇用 継続 給付ち 併 給 調整の 対象と なります。 

併 給 調整に ついて 詳しくは、 あなたが 手続きを されて いる、 または、 される 予定の 年金 事務所に お問い 
合わせく ださい。' 


参考 リーフレット 「現在 年金を 受けて いる 方、 これから 年金を 受ける 予定の 方へ」 


34 国民健康保険 料 （税） の 軽減に ついて  j 

倒産 や 解雇な どに よる 離職 （特定 受給 資格 者） や、 雇い 止めな どに よる 離職 （特定 理由 離職者） を さ 
れた 方の 国民健康保険 料 （税） が 軽減され ます。 


離職 日の 翌日から 翌年 度 末までの 期間に おいて、 

1  雇用保険の 特定 受給 資格 者 （例： 倒産 • 解雇な どに よる 離職） 

2 雇闬 保険の 特定 理由 離職者 （例： 雇い 止めな どに よる 離職） 

として 求職者 給付 （基本 手当 等） を 受ける 方です。 

※雇用保険 受給 資格 者 証の 離職 理由が 1 1,1 2, 21 ,22,31 ,32,23, 33,34 に 該当され る 方 
※高年 齢 受給 資格 者 および 特例 受給 資格 者の 方は 対象と なりません。 


国民健康保険 料 （税） は、 前年の 所得な どに より 算定され ます 
軽減は、 前年の 給与所得を その 3〇/1 〇〇 とみな して 行います。 
※具体的な 軽減 額な どは、 市町村に お問い合わせく ださい。 


〇 


- 軽減 期間 - - 

離職 日の 翌日から 翌年 度 末までの 期間です。 

※雇用保険の 求職者 給付 （基本 手当 等） を 受ける 期間とは 異なります。 

※届け出が 遅れて ち 遡って 軽減を 受ける ことができます。 

※国民健康保険に 加入 中は、 途中で 就職しても 引き続き 対象と なります が、 会社の 健康保険に 加入す 
るな ど、 国民健康保険を 脱退す ると 終了 します。 


[軽減を 受ける には 届出が 必要です。 制度の 詳しい 説明は、 お住まし、 
の 市町村の 国民健康保険 担当に お問い合わせく ださい。 
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35 職業 相談に ついて 

v _ ) 

ハ □ー ワークでは、 皆 さまの 就職活動を 全力で サ ポー トいた します。 

支援 内容の 詳細に つき ま しては、 お 気軽に 相談 窓 □へ おたずねく ださい。 


再 就職までの ステップ 


自分を 知る 
仕事を 知る 


これまでの 自分の 経歴を 振り返 
り、 「何を してきた か」 「何を やりた 
いか」 「興味 •関心」 「できる こと」 
などから 自分に 合った 仕事を 考えて 
みま しよう。 

■職業 相談 
■各種 セミナー 
職業訓練 
職業 興味 調査 
など 各種 支援を ご用 意して います。 


仕事を 探す 

全国の ハ □ー ワークで 受付 した 求人 
を、 パソコン 画面に タッチす る だけで、 
ご 希望の 求人を 探す ことができる 「求 
人情 報 提供 パソコン」 を ご用 意して い 
る ほか、 相談 窓 □で 希望 条件の 優先 順 
位な どを 相談しながら 検索す る ことち 
できます。 

※その他の 仕事の 探し 方 

■ハ □ー ワ ー ク 求人 情報 一 覧 

■ハ □ー ワーク インター ネッ ト サービス 


ステ ッ7 


4 


応募 準備 


麻 募 準備の 開始です。 
履歴書 用紙の 選び 方 か 
ら、 自分を PR する 方法 ま 
で、 ハ □ー ワークが 「自分 
らし さ」 を 活かした 書類 作 
成を お手伝いいた します。 


紹介状 
の 受け 方 


如 


ハ □ー ワークの 求人に 麻 募 
する 場合は、 必ず 相談 窓 □で 
希望す る 会社の 「紹介状」 を 
お受け取りく ださし、。 

■ 求人の 内容を 詳 し <  知りた 
い 0 

■何 名 麻 募して いるか 知りた 
い 0 

などち ご 相談で きます。 


再 就職への ステップと 
八 □ー ワークの サ ポー ト 

ハ □ー ワークでは 再 就職 
に関する あらゆる 相談を 受 
け 付けて おります。 

ご 希望、 ご 質問が ありま 
したら、 お 気軽に 相談 窓口 
へ お申し出く ださい。 


ステ ッフ 


5 


面接 


いよいよ 最終段階です。 面接は、 自分自身を 伝 
える 大切な 場面。 売り込む 自分を よ < 知り、 話す 
ことを 通して 採用 担当者に アピールし ましよ a。 

また、 ハ □ー ワークでは 面接 ト レーニング も 行 
つてい ますので、 ご 希望の 方は お 気軽に 相談 窓口 
へ お申し出く ださい。 

■面接で よく 出る 質問 
• 当社を 志望す る 理由。 

•前 職の 退職 理由、 仕事の 内容。 

• 入社 後 何を したい か。 

• 自己 PR をして ください。 

•何 か 質問はありません か。 


採用 


おめでと ろご ざいます！ 

採用が 決まったら、 雇用保険 窓 □へ 
届出を 行って ください。 

また、 採用 条件 等を 書面 （労働条件 
通知 書な ど） で 確認し ましよ ろ。 
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特色 ある 職業 紹介 機関 

\ _ j 


ハ □ー ワーク プラザ 

ハ □ー ワークの 付属 施設で、 利便 性の 高い 場所で 職業 相談 • 紹介を 行って います。 


名称 

所在地 

電話番号 

ハ ロ  _ ワ ー ク プラザ 札幌 

札幌市 中央 区 北 4 条西 5  丁目 
三 井生 命札幌 共同 ビル 5 階 

011-242-8689 

ハ ロ  — ワーク プラザは こだて 

函館市 美 原 1 丁目 4-3 

エスポワール 石 沢 ビル 2 階 

0138 -45-8609 

ハ ロー ワーク プラザ 釧路 

釧路市 錦 町 2 丁目 4 

剣 1 路 フイ ツシヤ ー マンズ ワ ー フ M00  2 階 

0154-23-8609 

ハ ロ  ー ワ ー ク プラザ 中島 

室 蘭 市中 島 町 2  丁目 24-1 
栗 林 中島 ビル 1 階 

0143-47-8103 

ワーク プラザ 苫小牧 

苫小牧 市 表 町 5 丁目 11-5 
ふれん ど ビル 3 階 

0144 -35-8689 

ハ ロー ワーク プラザ 北 24 

札 幌市北 区 北 24 条西 5 丁目 1 -1 
札幌 サン プラザ 1 階 

011-738-3163 

ハ ロ ー ワ _ ク しごと プラ ザ 帯 広 

帯 広 市 西 2 条南 12  丁目 4 

J  R 帯 広 駅 エスタ 東 館 2 階 

0155-26-1810 

ふ る さと ハ ロ ー ワ ー ク • 地域 職業 相談 室 （ジョフ カイド) 


名称 

所在地 

電話番号 

北 

広 

島 

北 広 島 市 中央 3  丁目 1-3 

Zeal  54 ビル 1 階 

011-376-7500 

恵 

庭 

恵 庭 市 京 町 85-2 
恵 庭 市 第 2 庁舎 1 階 

0123-35-3100 

登 

別 

登 別 市 中央 町 4-11 

登 別 ショッピング センター アー ニス 2 階 

01 43-81 -5555 

美 

唄 

美 唄 市 西 2 条南 2  丁目 5-1 

コア ビバ ィ 1 階 

0126 -63-21 95 

石 

狩 

石 狩 市 花 川 北 6 条 1 丁目 30-2 
石 狩 市役所 2 階 

01 33-75-8609 

お 仕事の 紹介が できる 地方自治体との 一体 的 実施 施設 


名称 

所在地 

電話番号 

あい ワ ー ク 手 稲 

札 幌市手 稲 区 前 田 1 条 11 丁目 
手 稲 区役所 2 階 

011-681-2633 

あい ワーク 厚別 

札幌市 厚別 区 厚別 中央 1 条 5  丁目 3-2 
厚別 区役所 1 階  - 

011-895-2649 

あい ワーク 豊平 

札 幌市豊 平 区 平 岸 6 条 1 0 丁目 1 -1 
豊平 区役所 1 階 

011-822-2560 

あい ワ ー ク 白 石 

札 幌市白 石 区 南郷通 1 丁目 南 8-1 
白 石 区 複合 庁舎 3 階 

011-861-2532 

あい ワ ー ク南 

札 幌市南 区 真 駒 内 幸 町 2  丁目 2-1 
南 区民 センター 1 階 

011  - 582- 471 8 

あい ワーク 中央 

札幌市 中央 区 南 3 条西 11 丁目 
中央 区役所 3 階 

011-205-3262 
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あい ワーク 東 

札 幌市東 区 北 11 条東 7 丁目 1-1 
東 区役所 1 階  1 

011-741-2415 

あい ワーク 清田 

札 幌市清 田 区 平 岡 1 条 1 丁目 2-1 
| 清 田 区役所 1 階 

011-889-2080 

あい ワ ー ク西 

札 幌市西 区 琴 似 1 条 6  丁目 4-3 
札 幌琴似 第ー ビル 2 階 

01 1 -623-2787 

函館市 しごと 相談 コ ー ナ ー 

函館市 東雲 町 4 番 13 号 
函館 市役所 1 階 

0138-21-3115 

旭川 まちなか しごと プラザ 

旭川 市 2 条通 7  丁目 
マル カツ デ パー ト 5 階 

0166-23-1401 

ジヨ ブサポ ー トき たみ 

北 見 市 北 2 条西 3  丁目 

ナップ ス ビル 1 階 

0157-25-0450 

マ ザーズ ハローワーク 札幌 

子育てを しながら 就職を 希望され る 方の ために、 お子様 連れで ち 来 所し やすい 環境で 職業 相談 や紹 
介を 行っ ており、 個々 の 希望 や ニーズに 応じて、 予約に よる 担当者 制の キャリア コンサルティングな 
ど 一貫し だ: 支援を 行って います。 

札幌市 中央 区 北 4 条西 5 丁目 三 井生 命札幌 共同 ビル 5 階 TEL  011-233-0301 


札幌 わかもの ハローワーク 

正規 雇用を 目指す 若年 者 （おおむね 4 5 歳 未満の 方） を 対象に 仕事 探しに 関する 相談、 担当者 制に 
よる 個別 支援、 各種 セミナー、 就職 後の フォロー などを 行って います。 

札幌市 中央 区 北 4 条西 5 丁目 三 井生 命札幌 共同 ビル 7 階 TEL  011-233-0202 


札 幌新卒 応援 ハ ロ ー  ワ ー ク 

これから 卒業を 迎える 学生 • 生徒の 方、 学校 卒業後 3 年 以内の 方の ために、 学卒 求人の 提供 や 職業 
相談、 就職)® 援 セミナー ゆ 職業 興味 検査の 実施な ど 就職活動を サボー トします。 

札幌市 中央 区 北 4 条西 5 丁目 三 井生 命札幌 共同 ビル 9 階 TEL  011-233-0222 


ハローワーク プラザ 札幌 

(三 井生 命札幌 共同 ビル 5 階) 

マ ザ ー ズハロ ー  ワ ー ク札幌 

(三 井生 命札幌 共同 ビル 5 階) 

札幌 わかもの ハ ロ ー  ワ ー ク 

(三 井生 命札幌 共同 ビル 7 階) 
札 幌新卒 応援 ハ ロー  ワーク 
(三 井生 命札幌 共同 ビル 9 階) 


JR 札幌駅 


モン チュ ー  ロイ!^ ル ホテル 


アスティ 45 


北; 羊 t 行¬ 


-毎日 会館 


道 庁 


ヒック カメ フ 
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厚生 労働省では、 ハ □ー ワークの 求人 情報を インター ネット 上で 見られる よろ にして います。 早期の 再 
就職の ため ぜひ ご 利用く ださい。 


ただし、 インター ネット 上の 各種 サービスを 閲覧して 利用す る だけでは、 求職 活動 実績には 含まれ ませ 
ん ので、 ご 留意く ださい （「1 2 求職 活動 実績とは？」 を ご覧く ださい。）。 


ハ □— ワーク インター ネツ トサー ビス （https://www.hellowork.go.jp/) 


ハ □ー ワークでは、 全国 ネット ワークを 活かし、 多くの 求人 情報を 揃えて います。 この ハ □ーワ ー 
クの 求人 情報のう ち、 事業主の 方が インター ネッ ト 上に も 掲載す る ことを 希望した ものに ついては、 
「ハ □ー ワーク インター ネット サービス」 の 求人 情報検索を 利用す る ことで、 ご 希望の 条件に 見合つ 
た 求人を 探す ことができます。 また、 就職活動の 役に立つ 情報ち 掲載して います。 


ハ □ー ワーク ホームページ 


ハ ロ ー ワ ー ク礼幌 圏 


httpsy/jsite.mhlw.gojp/hokkaido-hellowork/list/ sapporo.html 


ハ □ー ワーク 函館 
ハ □ー ワーク 旭川 
ハ □ー ワーク 帯 広 
ハ ロ ー ワ ー ク小撐 


https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido— hellowork/list/_1 1 9o52.html 

httpsy/jsite.mhlw.gojp/hokkaido-hellowork/list/asahikawa.html 

httpsy/jsite.mhlw.gojp/hokkaido-hellowork/list/obihirohtml 


httpsy/isite.mhlw.gojp/hokkaido-hellowork/list/ otaru.html 


インター ネッ ト や 携帯電話で 求人 情報を 閲覧した だけでは、 失業の 認定を 受ける 際に 必要と されて 


いる 求職 活動 実績とは 認められません。 


J 


ハ ロ ー ワ ー ク 以外の 職業 紹介 事業者を 利用した 求職 活動 


ハ □ー ワーク 以外に、 地方自治体 や 民間の 職業 紹介 事業者で ち 職業 相談 • 職業 紹介 等を 行って います。 
これらの 職業 紹介 事業者は、 それぞれ ハローワークとは 異なる 特徴 や 得意 分野が あります ので、 ご 希 
望に 麻 じた サービスの 提供を 受ける ことができる 場合 もあります。 

ハ □ー ワークでは、 民間の 職業 紹介 事業者 等の サービス 内容に 関して 情報 提供を 行って いますので、 

ご 利用く ださい。 厚生 労働省の ホームページ でも 閲覧す る ことができます。 

(http://www.mhlw.go  jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou^roudou/koyou/hellowork.html) 
これらの 職業 紹介 事業者が 行ろ 職業 相談 や 職業 紹介は 求職 活動 実績に 含まれます ので、 忘れずに 認定 
日に 申告を して  <だ さい。  . 

なお、 民間の 職業 紹介 事業者が 行ろ サービスには、 有料の ものが ある 場合が あります ので、 事前に 十 
分 ご 確認く ださい。 
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ハ □ー ワークでの 職業 相談を 通じ、 希望す る 職業への 就職 実現の ため 必要と 判断され た 方に 対し、 再 
就職 支援の 一環と して 職業訓練の 受講を あっせん する ことがあります。 

職業訓練の 内容、 募集 状況、 受講す るた めの 要件、 手続きな どは、 ハ □ー ワークの 職業訓練 担当 窓口 
にお 尋ねく ださい。 

なお、 募集 中の 職業訓練の 情報は、 下記 ホームページ でち ご覧になる ことができます。 


主に 雇用保険を 受給して いる 方を 対象と した、 再 就職に 必要な 技能 及び 知識を 習得す るた めの 職 
業 訓練で、 北海道 及び 独立 行政法 人 高齢 • 障害 • 求職者 雇用 支援 機構が 設置す る 職業訓練 施設で 行 
〇 訓練と、 民間 教育 訓練 機関を 活用 して 行 〇 委託 訓練が あります。 

「2  6 公共 職業訓練を 受講 するとき は 7」 が 適用され る 場合が あります。 


厂 —— 求職 它交援 5 川 練  - 、 

主に 雇用保険を 受給で きない 求職者の 方 や、 雇用保険の 受給が 終了した 方な どを 対象と した、 民 
間 教育 訓練 機関が 厚生 労働省の 認定を 受けて 実施す る 職業訓練です。 

多くの 職種に 共通す る 基本的 能力を 習得す るた めの 「基礎 コース」 と、 特定の 職種の 職務に 必要 
な 実践的 能力を 基礎的な 技能 等に 加スて 一 括して 習得す るた; めの 「実践 コ ー ス」 があります。 

「2  6 公共 職業訓練を 受講 するとき は 7」 は 適用され ません。 

v _ y 


- 受講 料 等 - 

公共 職業訓練、 求職者 支援 訓練の 受講 料は 原則 無料です。 （ただし、 テキス ト 代、 検定料 等は 自 
己 負担と なります。） 

雇用保険の 受給が できない 方で、 収入、 資産な どの 一定の 要件を 満たす 方には、 訓練 期間 中、 月 
額 1 〇 万円の 「職業訓練 受講 給付金」 が 支給され る 場合が あります。 

_ _ ) 


公共 職業訓練 • 求職者 支援 訓練の コース 情報の 提供 


•北海道 労働 局 ホームページ 

http'//hokkaido~roudouKyoku jsite.mhlw.go.jp/banner/23jobtraining/_i 19 ,  r7.html 
•独立 行政法 人 高齢 • 障害 • 求職者 雇用 支援 機構 北海道 支部 ホームページ 
https:// www.jeed.or.jp/location/ shibu/hokkaido/ 

職業訓練の 受講に 関する ご 相談、 お 申込みは、 ハ □ー ワークの 職業訓練 担当 窓 □へ。 

募集 締切 日に ご注意く ださい、 ハローワークへの 相談は お早めに！ 
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手続きを 必要と するとき 

手続 含の 期限 

必要な 書類 

添付書類 
及び 証明 者 

該当 ページ 

病気、 けが、 妊娠、 出 
産、 育 兜、 親族の 看護 
などの ため、 受給 期間 
の 延長を しよ 〇 とする 
とき 

職業に 就く ことができ 
なくなった 期間が 3 〇 
日に 至った 日の 翌日 以 
降 できるだけ 早期に 

(延長 後の 受給 期間の 最後の 
日までの 間で あれば、 申請 可 
能） 

受給 期間 延長 申請書、 受 
給 資格 者 証 

母子 手帳、 
診断書 等 

18 ページ 

就職 または 事業を 開始 
する ことが 決まった と 
含 

原則として、 就職 日の 
前日 

採用 （内定） 証明書、 受 
給 資格 者 証 

就職先 

事業主 

21 ページ 

早期に 再 就職した とき 

就職した 日の 翌日から 

1 か 月 以内 

再 就職 手当 支給 申請書、 
受給 資格 者 証 

就職先 

事業主 

21 ページ 

障が い 者 等の 方が ハ ロ 
ー ワークの 紹介で 就職 
しだ: とき 

就職した 日の 翌日から 

1 か 月 以内 

常用 就職 支度 手当 支給 申 
請 書、 受給 資格 者 証 

就職先 

事業主 

27 ページ 

氏名 や 住所 等を 変更し 
たと き 

次の 認定 日まで （他の 
ハ □ー ワークの 管轄 地 
域へ 移転 するとき は 事 
前に） 

受給 資格 者 氏名 • 住所 変 
更 届、 受給 資格 者 証 

住民票 等 

31 ページ 

病気 やけが のた め 引き 
続き 15 日 以上 働けな 
いとき 

治った 直後の 認定 日 ま 
で （長期 傷病の 場合 
は、 ハ □ー ワークに ご 
相談く ださい） 

傷病 手当 支給 申請書、 受 
給 資格 者 証 

診療 

担当 医師 

32 ページ 

死亡した 受給者に かわ 
って 遺族の 方が 失業 等 
給付 を 受給 しよ つと す 
ると き 

死亡した 日の 翌日から 
6 か 月 以内 

未 支給 失業 等 給付 請求 
書、 受給 資格 者 証 

死亡診断書、 
世帯 全部の 
住民票、 戸 
籍 謄本な ど 

32 ページ 
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參 


支給 番号 


採用 （内定） 証明書 


別紙 1 


⑩ 賃金 形態 


□月給 □日給 月給 □日給 
□時給 

□その他 （  ） 


⑪賃 金 月額 


円 


⑨週 の 所定 

労働時間  ( 
(勤務時間） 


支給 番号は、 受給 資格 者 本人が 事前に 
受給 資格 者 証を 見て 記載 してく ださい, 


ふりがな 
①氏  名 


②生 年月日 


昭和 

平成 


年 


月 


日 


③住 


所 


(〒 


) 


④ 採用 年月日 

【裏面 参照】 


平成  年月 


日 


⑤ 面接 年月日 


平成 


月 


日 


⑥採 用 内定 
年月日 


平成  年  月 


日 


⑦職 


種 


⑧ 雇用 期間の 定め 


□ 無 
□ 有 


(〜 平成  年  月  日まで） 

契約の 更新 等に より 1 年を 超えて 雇用す る 見込み 


□ 有 


□ 無 


⑫ 採用 経路 


□ハローワーク 又は 運輸 局の 紹介 
□知人の 紹介 

□職業 紹介 事業者の 紹介— 
□その他 （  ） 


職業 紹介 事業者の 名称 
電話番号  （ 


) 


担当者 名 


⑬ 出勤 状況 

(注意） 出勤した 日に 〇 印、 欠勤した 日に 「欠」、 休日に 「休」 と 記載して ください。 

また、 本 採用 前の 見習い、 研修、 試用期間 等の 期間 も 含め 記載して ください。 （裏面 参照） 

なお、 証明 日 現在、 出勤して いない 場合 （本 採用 前の 見習い •試用期間 等の 出勤を 含む） は、 この 欄に 出勤 状況を 記赦 する 必要 
ありません。 


本 採用 前の 

見習い •試用 

期間 等の 月  月 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

本 採用 月 

X.  〆 

月 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

※採用 年月日 等を 事実に 相違して 記載し、 それが 不正 受給に つながる 場合は、 雇用保険 法 第 10 条の 4 第 2 項に より 

失業 等 給付を 受けた 者と 連帯して 返還 及び 納付して いただく 場合が あります。 


上記の 記載は 事実に 相違ない こと を 証明 します。 

公共職業安定所 長 殿 
運輸 （支） 局長 殿 

事業所 所在地 
事業所 名称 
代表者 氏名 
電話番号 

雇用保険 適用 事業所 番号 


平成 


月 


日 


⑩ 


( 


) 


ハ □ー ワーク （公共職業安定所） には 各種 技能を お持ちの 方が 多数 登録し、 仕事を 探して います。 
つきましては、 貴 事業所の 今後の 採用 予定 等に ついて お知らせく ださい。 


今後の 採用 予定は あり ます か。 
□ある 
□なし、 


— > 


職  種 

採用 予定 人数 

採用 予定 時期 

r  人 

月頃 

人 

月頃 

2 

3 


ハ □ー ワークからの 紹介が 必要です か。  □紹介して ほしい  □紹介の 必要は ない 

現在 ハ □ー ワークに 求人を 出して います か。  □出して いる  □出して いない 

一 ありがとう ございました。 募集の 際には ぜひ ハ □ー ワークを ご 利用く ださい。 一 


分 分 分 

間 寺 寺 

iniii 日日 

寺 


事業主の 皆様へ 


お 願 い 


1 この 「採用 （内定） 証明書」 は、 雇用保険の 基本 手当の 受給 手続きを されて い 
る 方が 就職され た 場合に、 ハローワーク 又は 運輸 （支） 局に 提出して いただく も 
のです。 


2 この 証明書は、 雇用契約 書と なる ものでは なく、 採用 予定の 年月日 または 採用 
年月日を 証明して いただく ことにより、 本人に 対して、 いつまで 雇用保険の 基本 
手当の 支給を 行う かな どに ついて 確認す るた めの ものです。 

以上の 点に つき ま して、 ご 理解いた だきます よう お願いいた します。 


④欄 「採用 年月日」 についての 注意事項 

雇用 関係に 入った 最初の 日 （雇用契約に 基づき、 労働を 提供すべき ことと されて 
いる 最初の 日） を 記載して ください。 

(例 1 ) 雇 入日 が 休 祝 日に あたる 場合 


•は 会社の 休日 

1/1  1/2  1/3  1/4 

— • - - • - 〇 — 

雇 入日  以降 出勤 

※採用 年月 日は 1 月 1 日 


(例 2  ) 出勤すべき 初日 に 欠勤 した 場合 


1/23  1/24 

— 〇 - 〇 — 

雇 入日 （欠勤）  以降 出勤 

※採用 年月 日は 1 月 23 日 


(例 3) 本 採用の 切替 前に 見習い • 研修 • 試用期間 • アル バイ ト 等が ある 場合 


6/20  .  6/30  7/1  • 

0  ^ 

し ^ - 

雇 入日 

※採用 年月 

見習い. 研修. 試用. アルバイト 

日は 6 月 20 日 

- w - 

等の 期間 本 採用 

記載に あたって は、 必ず 出勤簿 • 賃金 台帳 等 関係 帳簿に 基づいて 正確に 記載して 
く ださい 0 


別紙 2 


認定 日 変更に 関する 証明書 


受給 資格 者 氏名 

(支給 番号  一  一  ） 

受給 資格 者 住所 

安定 所へ 出頭で きない 

(できな かった） 期間 

平成  年  月  日から 平成  年  月  日まで 

該当する 理由に 〇を つける 

就労して いた 

— 

就職の ための 面接 •採用試験 [ 面接 担当者の 証明、 受験 証明] 

安定 所へ 出頭で きない 

(できなかった） 理由、 

及び 証明書 等 

国家試験 •検定試験 [ 受験票、 受験 通知、 受験 証明書] 

本人の 疾病 •負傷 [ 傷病 証明書 「受給 資格 者の しおり」 末尾 添付、 診断書、 医療費 領収書 等] 

親族 （氏名  続柄  ） の 看護 「医療機関の 証明 1 

親族 名 _ 続捶 _ ) の 危篤 ■死亡 [医療機関の 証明] 

親族 （廷名 _ 続 ffi _ ) の 葬儀 [葬儀 委員長、 喪主の 証明] 

配偶者 •  3 親等 以内 親族 （氏名  続柄  ） の 命日の 法 害 

[僧侶、 施主の 証明] 

本人の 婚姻、 新婚旅行 [ 式の 案内状、 旅行 計画 書 等] 

親族 （氏名  続柄  ） の 婚姻 「仲人 、当事者の 証明 1 

子弟の 入学式 •卒業式への 出席 （義務教育 のみ） [ 学校 関係者の 証明] 

天災 その他、 止む を 得ない 理由 [ 官公庁 等の 発行す る 証明書] 

(※注） 親族の 範囲に ついては 6 親等 内の 血族、 3 親等 内の 姻族です。 

証  明  欄 

平成  年月  日から 平成  年  月  日まで、 

標記の 者が 上記の 理由に あった ことを 証明し ます。 

※ 就労 期間 、面接 日、 試験 日、 疾病 • 負傷の ための 通院な ど 日 付を 記入 願います。 

平成  年月日 

公共職業安定所 長 殿 

運輸 （支） 局長 殿 

住 所 

証明 者  役職 • 氏名  m 

雷 話 番号 

傍系 


直系 


[ 血族] 


直系 


[ 姻族] 


[ 傍系 


2 


《 あなたとの 続柄に 該当する 親族を 〇で 囲んで くださし 


別紙 3 


傷 病 証明書 


職業安定所での 業務に 必要な ため、 下記の 内容に ついて 証明を お願いします。 


① 氏名 

② 性別 
男 _ 女 

③ 生年月日 

昭和 •平成  年  月  日 

④ 傷病の 名称 

⑤ 初診 年月日 

平成  年  月  日 

⑥ 就労 不能と 

認める 期間 

(※就労 不能と 認める 期間は、 証明 日 現在で 確定した 期間を 記入 願います。） 

イ. なし 

口.  あり  平成  年  月  日〜 現在 も 就労 不能 

ハ. あり  平成  年  月  日〜 平成  年  月  日まで 

翌日より 就労 可能 

⑦ 就労の 制限 

1 ⑥欄 ■□の 1 

し 場合は + 要 j 

イ. 従前のと おり 就労 可能 

口.  条件 付で 就労 可能 

r 

L  J 

⑧ 特記 事項 

4 

上記のと おり 相違ない こと を 証明す る。 

平成  年月日 

診療 機関 名 
所  在  地 

診療 担当者 氏名  ㊣ 

I  鼋話  番号 

雇用 年月日 平成 


年 


月 


日 


離職 年月日 


平成 


年 


月 


日 


離職 理由 


該当する ものを 〇で 囲み、 具体的な 事情を 記載して ください 


〇 


イ  解雇 


倒産に よる 退職 ハ  契約期間 満了 


事業主の 勧奨に よる 退職  ホ  定年 ( 


歳) 


事 

業 

主 


へ 


定年 （ 歳） 後の 勤務 延長 又は 再 雇用の 終了 （ 歳) 


卜  その他 


具体的な 事情 


記 

入 

し 

て 

< 

だ 

さ 

い 

〇 


上記のと おり 相違ない ことを 証明し ます。 


平成 


年 


月 


日 


公共職業安定所 長 殿 
運輸 （支） 局長 殿 


事業所の 所在地 及び 名称 


事業主 氏名 


⑩ 


※ 事業主の 方へ お願い 

1  この 証明は、 貴 事業所で 雇 入れた 方のう ち、 雇用保険 被保険者 として 資格 取得を されなかった 方 
について ご 記入く ださい。 


2  雇 入 年月日 •離職 年月日に ついては、 試用期間 ■研修 期間 等が あった 場合には、 その 期間を 含め 
て ご 記入く ださい。 


3  雇用保険に 加入いた だいて いる 場合は、 離職 票一 1 "2 を ご 使用く ださい。 


フ リガ ナ 

氏  名 

住  所 

亍  一 

生年月日 


昭和 


年 


月 


日 


平成 


Tel 


) 


別紙 4 

離職 状況 証明書 

(雇用保険 未 加入者 用） 


申請者が 記入 


雀 


- 


平成 3  0年 （2  0  1 8 年) 


平成 3 1 年 （2  0  1 9 年) 


\ 曜日 型 

曜日 型 

卜曜 f 

日 

月 火水 木金土  \ 

日月 火水 木金土  \ 

週 型 \ 

_ 1 週型ヽ 

[週 型 

春分の日、 秋分の日は 未定 

平成 3  3 年 （2  0  2 1 年) 


平成 3  2 年 （2  0  2  0年) 


週 

曜 

1 

f 日 型 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

曜日: 

型 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

N 

週: 

曜日 型 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

1 

4 

1 

2 

3 

4 

1 

3 

10 

17 

24 

31 

4 

11 

18 

25 

5 

12 

19 

26 

6 

13 

20 

27 

7 

14 

21 

28 

1 

8 

15 

22 

29 

2 

9 

16 

23 

30 

5 

1 

2 

3 

4 
1 
2 

: 

2 

9 

16 

23 

30 

3 

10 

17 

24 

31 

4 

11 

18 

25 

5 

12 

19 

26 

6 

13 

20 

27 

7 

14 

21 

28 

1 

8 

15 

22 

29 

9 

3 

4 

1 

2 

3 

5 

12 

19 

26 

6 

13 

20 

27 

7 

14 

21 

28 

1 

8 

15 

22 

29 

2 

9 

16 

23 

30 

3 

10 

17 

24 

4 

11 

18 

25 

2 

1 

2 

3 

4 

1 

7 

14 

21 

28 

1 

8 

15 

22 

2 

9 

16 

23 

3 

10 

17 

24 

4 

11 

18 

25 

5 

12 

19 

26 

6 

13 

20 

27 

6 

2 

3 

4 
1 
2 

6 

13 

20 

27 

參 

7 

14 

21 

28 

1 

8 

15 

22 

29 

2 

9 

16 

23 

30 

3 

10 

17 

24 

4 

11 

18 

25 

5 

12 

19 

26 

1C 

3 

4 

1 

2 

3 

4 

3 

10 

17 

24 

31 

4 

11 

18 

25 

5 

12 

19 

26 

6 

13 

20 

27 

7 

14 

21 

28 

1 

8 

15 

22 

29 

2 

9 

16 

23 

30 

3 

1 

2 

3 

4 

1 

7 

14 

21 

28 

1 

8 

15 

22 

29 

2 

9 

16 

23 

30 

3 

10 

17 

24 

31 

4 

11 

18 

25 

5 

12 

19 

26 

6 

13 

20 

27 

7 

2 

3 

4 
1 
2 

4 

11 

18 

25 

5 

12 

19 

26 

6 

13 

20 

27 

7 

14 

21 

28 

1 

8 

15 

22 

29 

2 

9 

16 

23 

30 

3 

10 

17 

24 

31 

11 

4 

1 

2 

3 

4 

7 

14 

21 

28 

1 

8 

15 

22 

29 

2 

9 

16 

23 

30 

3 

10 

17 

24 

4 

11 

18 

25 

5 

12 

19 

26 

6 

13 

20 

27 

4 

1 

2 

3 

4 

1 

4 

11 

18 

25 

5 

12 

19 

26 

6 

13 

20 

27 

7 

14 

21 

28 

1 

8 

15 

22 

29 

2 

9 

16 

23 

30 

3 

10 

17 

24 

8 

3 

4 
1 
2 
3 

1 

8 

15 

22 

29 

2 

9 

16 

23 

30 

3 

10 

17 

24 

31 

4 

11 

18 

25 

5 

12 

19 

26 

6 

13 

20 

27 

7 

14 

21 

28 

12 

| 

4 

1 

2 

3 

4 

5 

12 

19 

26 

6 

13 

20 

27 

7 

14 

21 

28 

1 

8 

15 

22 

29 

2 

9 

16 

23 

30 

3 

10 

17 

24 

31 

4 

11 

18 

25 

※ 春分の日、 秋分の日は 未定 


• 道 内 ハ □ー ワーク （公共職業安定所） 一覧 G 


安定 所 名 

0 出張所 
<> 分室 

郵便番号 

所在地 

電話番号 

安定 所 名 

0 出張所 
0 分室 

郵便番号 

所在地 

\ 

電話番号 

礼 幌 

064-8609 

札幌市 中央 区 南 10 条西 14  丁目 

011  (562)0101 

〈深 川〉 

074-0001 

深 川 市 1 条 18 — 10 

0164(23)2148 

札幌東 

062-8609 

札 幌市豊 平 区 月 寒 東 1 条 3 丁目 2 — 10 

011  (853)0101 

釧 路 

085-0832 

釧路市 富士見 3 丁目 2 — 3 

0154(41)1201 

(江 別） 

067 - 0014 

江 別 市 4 条 1 丁目 

011  (382)2377 

室 蘭 

051-0022 

室 蘭 市 海岸 町 1 丁目 20 — 28 

0143  (22)8689 

札幌北 

065 - 8609 

礼 幌市東 区 北 1 6 粂東 4  丁 目 3 —  1 

011  (743)8609 

〈伊達〉 

052 - 0025 

伊達 市 網 代 町 5 番地 4 

0142(23)2034 

函 館 

040-8609 

函館市 新 川 町 26 — 6 
函館 地方 合同 庁舎 分 庁舎 

0138(26)0735 

岩 見 沢 

068 - 8609 

岩 見 沢 市 5 条東 15  丁目 7 — 7 
岩 見 沢地 方 合同 庁舎 

0126  (22)3450 

(八 雲） 

049-3113 

二 海 郡 八 雲 町 相 生 町 108 — 8 
八 雲 地方 合同 庁舎 

0137(62)2509 

稚内 

097 - 8609 

稚内市 末広 4 丁目 1一25 

0162(34)1120 

(江 差） 

043-8609 

榷山郡 江 差 町 字 姥神町 167 
江 差 地方 合同 庁舎  j 

0139(52)0178 

岩 内 

045-8609 

岩 内 郡 岩 内 町 字 相 生 199 一  1 

0135(62)1262 

旭 ill 

070-0902 

旭川 市 春光 町 10 — 58 

0166(51)0176 

〈倶知 安〉 

044 - 0011 

虻田 郡倶知 安町 南 1 条東 3 丁目 1 番地 
倶知 安地 方 合同 庁舎 1 階 

0136(22)0248 

(富 良 野） 

076-8609 

富 良 野 市 緑 町 9 番 1 号 

0167(23)4121 

留 萌 

077 - 0048 

留萌 市大町 2  丁目 12 
留萌 地方 合同 庁舎 

0164(42)0388 

带 広 

080-8609 

帯 広 市 西 5 条南 5 丁目 2 

0155(23)8296 

名 寄 

096 - 8609 

名 寄 市 西 5 条南 10  丁目 2 — 2 

01654 (2) 4326 

〈池 田〉 

083-0022 

中 川 郡 池 田 町 西 2 条 2  丁目 10 

0155(572)2561 

(士 別） 

095-8609 

士別市 東 4 粂 3  丁目 1 - 17 

0165  (23)3138 

北 見 

090-0018 

北 見 市 青葉 町 6 — 8 
北 見地 方 合同 庁舎 

0157(23)6251 

浦 河 

057-0033 

浦 河 郡 浦 河 町 堺町東 1 丁 目 5 — 21 

0146(22)  3036 

(逮 軽） 

099 - 0403 

紋別郡 遠 軽 町 1 条通北 4 丁目 1 

0158(42)2779 

〈静 内〉 

056 - 0017 

日 高 郡 新 ひだ か 町静内 御幸 町 2 丁目 1 —40 
シヨ ツ ビング センター ピュア 3 階 

0146  (42)1734 

〈美 幌〉 

092-0004 

網 走 郡 美 幌町仲 町 1 丁目 44 

0152(73)3555 

網 走 

093-8609 

網 走 市大曲 1 一 1  一 3 

0152(44)  6287 

紋 別 

094-8609 

紋別市 南が 丘 町 7  丁目 45 — 33 

0158(23)5291 

苫小牧 

053-8609 

苫小牧 市 港町 1  一 6 — 15 
苫小牧 港湾 合同 庁舎 

0144(32)5221 

小撙 

047 - 8609 

小 撙市色 内 1 丁目 10 — 15 

0134(32)8689 

根 室 

087-8609 

根 室 市 弥栄町 1 丁目 18 番地 
根 室 地方 合同 庁舎 4 階 

0153(23)2161 

〈余 市〉 

046-0004 

余 市 郡 余 市町 大川町 2  丁目 26 

0135(22)3288 

〈中 標津〉 

086 - 1002 

標津郡 中 標津町 東 2 条南 2  丁 目 1 一 1 
中摞津 経済 センタービル 

0153 (72) 2544 

淹 川 

073-0023 

滝川 市 緑 町 2  丁目 5_1 

0125  (22)3416 

千 歳 

066-8609 

千歳 市 東雲 町 4  丁目 2-6 

0123  (24)2177 

(砂 川） 

073-0166 

砂 川 市 西 6 条北 5 丁目 1 

0125  (54)3147 

(夕 張） 

068-0403 

夕 張 市 本 町 5 丁目 5 番地 

0123  (52)4411 

• 船員での お 仕事を 希望す る 方が 雇用保険の 手続きを できる 道 内 運輸 局 一覧 


運 _ 局 名 

郵便番号 

所在地 

電話番号 

運輸 局 名 

郵便番号 

所在地 

U 舌 番号 

本 局 

060-0042 

札幌市 中央 区 大通西 10  丁目 
礼幌第 2 合同 庁舎 

011 (290)1014 

室 蘭 

051-0023 

室 蘭 市 入江 町 1 番地 
室 蘭 地方 合同 庁舎 

0143  (23)5001 

函 館 

041-0824 

函館市 西 桔梗 町 555 番 24 

0138(49)9903 

細路 

084-0906 

釧路市 鳥 取大通 6  丁目 2-13 

0154  (51)0057 

旭 川 

097-0023 

稚内市 開運 2 丁目 2 - 1 
稚内 港湾 合同 庁舎 

0162(23)5047 

ハローワーク (公共職業安定所) 窓口の ご 利用に ついて」 

馨 

※ 雇用保険の 手続きの 利用 時間は、 月曜日〜 金曜日 （休 祝日 •年末 年始を 除く） の 8 時 30 分 
〜 17 時 15 分です。 

※ 職業 相談には 一定の 時間が かかる こと 等から、 職業 相談 ■ 職業 紹介を ご 利用いた だくに あ 

たっての 時間帯 （夜間 開 庁 や 土曜 開 庁の 日は 除いた 平日） は、 9 時〜 17 時の 間の ご 利用を お 

勧めさせて いただきます。 


正誤表 


雇用保険の 失業 等 給付 受給 資格 者の しおり （平成 30 年 8 月) 


〇  30 ページ 中段  「たとえば 丨 の 枠組み 内の、 再 求職 後の 受給 日数の 説明 部分 


(誤) 


所定 給付 日数 1 8  0 日の 方が、 基本 手当 6 〇 日 分の 支給を 受けた 後 再 就職し、 再 就職 手当 8 4 日 分 


の 支給を 受けた 後に 離職 したと き 


受給 期間 （1 年間) 


待 期 


基本 手当 支給 (60 日 分) 


就職 （受給 資格な し) 


離# 日の 受給 資格 


再 就職 手当 84 日 分 


48 日 分 


翌 


日  決定 日 


再 求職 
申込 日 


18  0日 （所定 給付 日数） 一60 日 （基本 手当） 一 8 4 日 （再 就職 手当） =  3 6 日、 の 範囲 内で 


基本 手当の 支給を 受ける ことができます 


0 


(正) 


所定 給付 日数 1 8  0 日の 方が、 基本 手当 6  0 日 分の 支給を 受けた 後 再 就職し、 再 就職 手当 8 4 日 分 


の 支給を 受けた 後に 離職した とき 


受給 期間 （1 年間) 


待 期 


基本 手当 支給 (60 日 分) 


就職 （受給 資格な し) 


離 南 日の 受給 資格 


再 就職 手当 84 日 分 


36 日 分 


翌 


日  決定 日 


再 求職 
申込 日 


1 8  0 日 （所定 給付 日数） 一60 日 （基本 手当） 一8  4 日 （再 就職 手当) 
基本 手当の 支給を 受ける ことができます。 


3 6 日、 の 範囲 内で 
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雇用保険を 受けられる 皆様へ 


愿 k《_ 魯 屋 蒙 (^身>§ 


失業 認定 申告書には、 ありのままを 記載して ください。 


会社の 役員に 
就任した とき 
( 非常勤を 含む。 
報酬の 有無は 
問わない。） 


次の ことを 必ず 守って ください！ 

1 •仕事を 行った ときは、 その 事実を 隠さずに、 ありのままを 申告す る こと （収入の 有無は 問いません。）。 


絶対にし ない こと。 


職 票の 内容を 事前に 確認し ましょう 


〇 


虚偽 または 架空の 内容 (賃金 額、 雇用 期間、 離職 日 等) が 記載され た 雇用保険 被保険者 離職 票 や 他人 名義の 雇用保険 被 保 


険者 離職 票に より 失業 等 給付を 受ける (受けよう とする） ことは、 不正 受給と して 処分 や 刑罰の 対象と なり ます。 
受け取った 雇用保険 被保険者 離職 票の 記載 内容が 事実と 異なる 場合は、 必ず ハローワークに 申 し 出て ください。 


労災保険の 休業 補償 拾 付と 雇用保険の 失業 等 拾 付を 同時に 受給す る こと はでき ません。 


労災保険の 休業 補償 給付は、 病気 や ケガで 労働す る ことができない 場合に 支給され ますので、 労働 可能な 状態を 要件と して 
支給す る 失業 等 給付を 同時に 受給す る こと はでき ません。 


したがつ て、 労災保険の 休業 補償 給付を 受ける （受けよう とする） ことを 秘匿し、 雇用保険の 失業 等 給付を 受ける （受けようと 
する） ことは、 不正 受給に 該当 します。 


これらを 正しく 申告 しないと 不正 受給に な y ます 


厚生 労働省: lt» 道 労働 局 •ノ \ ロー ワーク （公共職業安定所) 


〇 


(H30 年 8 月） 


裏面 も お読みく ださい。 


ノ\ ロー  ワ ークの 事業所 調査 や 
電話調査、- 家庭訪問な 各で 発見 


ピ 


ン 


投書 や 電話な どの 通報に 
よる 発見 


働きながら 
給付金を 
もらって いる 人が 
いますよ！ 


コン^^ 多分 茨 f ■ム よ 冬発異 
ぐ 不正 受給の 約 5 割)； 


ご、 

I: マ'〜 

雇用保険 资 受給 記録は 


不正 受給を した 人は 厳しい 処分を 受けます。 


支給 停止  ’ 

■ 

I 

返還 命令 

1 

■ 

r  ^  ’ 

納付 命令  」 

L _ u 

正しい 申告を しなかった 日以 
降、 一切の 給付 (就業 促進 手当 等 
を 含む。 ） が 受けられません。 


不正に 受給した 金額は もちろ 
ん、 それ 以降に 受給した 金額 も 全 
額 返還し なければ なりません。 


不正な 行為に より 支給を 受けた 
金額 (返還 命令の 金額) の 2 倍！ こ 相 
当す る 額 以下の 金額を 納めな けれ 
ばなら ない 場合が あります。 


不正 受給 金額が 40 万円の 場合、 支給 停止 処分の ほか、 
120 万円 以上 納めなければ ならない 場合が あります。 


+ 


納付 命令 

'不正に 受給した > 
金額の 2 倍 (こ 相 
. 当す る 額  - 

80 万円 


注意 •詐欺罪と い: 刑* ^ 罰される 


ことがあります 。 

返納を 怠る と 財産の 差 押え 力 
行われる ことがあ ります。 


不正 受給 

処分の 金額 

1 20 万円 

就職した ことを 
申告し なかつ ただけ で、 
受給した 3 倍の 120 万円 も 
返さない といけ ない 
なんて ••• 


〇 


受給 中に 何 か 迷った とき、 困った ときは、 まず、 ハローワークの 窓口で ご 相談く ださい 


i 


_ 

18111 

卜: ■纏 _纖_ 
___ 

助 

ill： 

_i: 

H: 變 

就職し ようとす る 意思と、 いつでも 就職で きる 能力が あり、 現在 積極的に 仕事を 探して いる 状態 

失業の 状態に あった 日 について 支給され る 雇用保険の 手当 （待 期、 給付 制限 期間 後の 支給 対象 期間の一 日 一日 について 支給） 

基本 手当の 支給を 受ける ことができる 資格 （来 所の 際は、 受給 資格を 有する 者を 証明す る 受給 資格 者 証を 携帯） 

失業の 状態が 継続した 場合の 基本 手当を 受ける ことができる 最大限の 日数 

餳 

離職 票の 提出と 求職の 申込みを 行った 日  ： 

離職 票の 提出 日 から 失業の 状態に あった 通算 7 日 間の 支給の 対象と ならない 期間 （失業の 状態を 確認す るた めの 期間） 

待 期が 満了した 日 （待 期 満了 年月 日） の 翌日から 3 ヶ月の 支給の 対象と ならない 期間 （離職の 理由が、 自 己の 都合で ある 場合の み） 

失業の 状態に あった かどう かの 確認 行為 

4 週間に 1 回 指定され る 失業の 認定を 行う 日 （「失業 認定 申告書 J の 提出に より 確認） 

一日 の 労働 （就業） 時間が、 4 時間 以上の 日 であり、 基本 手当が 不 支給 

一日 の 労働 （就業） 時間が、 4 時間 未満の 日で あり、 その 収入 額に より 基本 手当が 減額 

積極的に 就職し ようとす る 意思が、 客観的に 確認で きる 活動 （職業を 求める 活動） 

失業の 状態を 正しく 申告 しないな どの 不正な 手段に より、 基本 手当を 受けたり、 受けよう とする 行為 

識^ 

__ 

. 

_ 画 

; • 

alii* 

lliii 

闘: 

m.% 

類： 

嶋 
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基本 手当の 支給を 受ける ことができる 期限 （原則として 離職した 日の 翌 日から 1 年間: 

二:::: ■: 
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___ 

① 失業 

② 基本 手当 

③ 受給 資格 

④ 所定 給付 日数 

• 

⑤ 受給 期間 

⑥ 受給 資格 決定 日 1 

i 

• 

I 

⑦待期 

I 

⑧ 給付 制限 

: 

」 

. . 

⑨ 失業の 認定 

⑩ 認定 日 

⑫ 就職、 就労 

⑬ 内職 •手伝い 

⑭ 求職 活動 

⑮ 不正 受給 
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(求職者の ご 家族の 方へ) 


失業 給付を 受給 して いたご 家族を 亡く された 方へ 


雇用保険 による 基本 手当 （失業 給付） を 愛 給 中の 方が 亡くなった 場合、 
生計を 同じく していた ご' 遺族は、 死亡の 日の 前日までの 基本 手当の 支給 
(未 支給 失業 等 給付） を 受ける ことができます。 

雇用保険 による 他の 失業 等 給付 （教育 訓練 給付、 高年 齢 雇用 継続 給付、 
育児 休業 給付な ど） を 受けられる 方が 亡くなった 場合 も 同様です。 


■ 受給の 対象と なる 方 

亡くなった 方と 生計を 同じく していた 配偶者、 子、 父母、 孫、 

祖父母、 兄弟 姉妹の 順序で、 1 人 だけに 支給され ます。 

巧 遵  令^^  asefcl?Ba, 

未 支給 失業 等 給付 請求書 と 死亡の 情報を 含む 住民票の 写 しの ほか、 

受けようと していた 給付の 申請書と 関係書類 & を、 八 □— ワークに 
提出して ください。 

X 関係書類の 例 （すでに 提出して いる 場合は 不要） 

♦基本 手当： 失業 認定 申告書 

♦教育 訓練 給付： 教育 訓練 給付 支給 申請書、 教育 訓練 修了 証明書 など 
♦高年 齢 雇用 継続 給付： 高年 齢 雇用 継続 給付 支給 申請書、 賃金 台帳 など 
♦育児 休業 給付： 育児 休業 給付 支給 申請書、 出勤簿 など 

■請求 期限 

死亡した 日の 翌日から 6 力 月 以内 


詳しくは、 お 近くの 都道府県 労働 局 •八 □ー ワークに お尋ねく ださい。 
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雇用保険 受給 資格 者の みなさまへ 


再 就職 手当とは、 雇用保険 受給 資格 者の みなさまが 基本 手当の 
受給 資格の 決定を 受けた 後に 早期に 安定した 職業に 就き、 又は 事 
業を 開始した 場合に 支給す る ことによ 0、 よ 〇 早期の 再 就職を 促 
進す るた めの 制度です。 


再 就職 手当の 額は 次のと お 0 です。 

就職 等を す る 前日までの 失業の 認定を 受け た: 後の 基本 手当 
の 支給 残 日数に よ 0 給付 率 が異 な D ます。 

支給 日数を 所定 給付 日数の 

3 分の 2 以上 残して 早期に 再 就職した ±昜 合 

• 基本 手当の 支給 残 日数の 70%% の 額 
(※就職 日が 平成 29 年 1 月 1 日 前の 場合は、 60%) 

3 分の 1 以上 残して 早期に 再 就職した 場合 

. 基本 手当の 支給 残 日数の 60  %  % の 額 

(※就職 日が 平成 29 年 1 月 1 日 前の 場合は、 50%) 

よって、 早く 再 就職す ると、 

よ (3 給付 率が 高くな ります。 

更に、 再 就職 手当を 受給した 方が 再 就職先に 6 か 月 以上 
屋 用され、 再 就職先での 6 か 月間の 賃金が、 離職 刖の 賃金 
よ 0 も 低い 場合には 「就業 促進 定着 手当」 が 受けられます。 


その他に も、 いくつかの 支給 要件が あります ので、 ♦次の ページを ご 確認く 
だ:' さい。 分からない ことがあれば お 気軽に 給付 窓 □へ おたずね  <  ださい。 
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給付 制限 3 か 月 


1 か 月 


所定 給付 日数 


> 支給 開始 


1 


決受 

定給 

日資 

格 


ここからは、 知人の 紹介、 新聞広告の 応募 
等に よ 0 就職し だ: 場合 も 対象になります。 


この間は 八 □— ワーク 又は 職業 
紹介 事業者の 紹介で 就職した 場 
合が 対象と なります。 


自営を 開始した 場合 も、 待 期 期間 満了 後 1 か 月の 期間 経過 後より 対象と なります。 


■ 再 就職 手当の 支給を 受ける には 下記の すべての 要件を 満たす 必要が あ 〇 ます。 

①  受給 手続き 後、 7 日間の 待 期 期間 卜※） 満了 後に 就職、 又は 事業を 開始した こと。 

②  就職 日の 前日までの 失業の 認定を 受けた 上で、 基本 手当の 支給 残 日数が、 所定 給付 
日数の 3 分の 1 以上 ある こと。 

③  離職した 前の 事業所に 再び 就職した もので ない こと。 また、 離職した 前の 事業所と 
資本 • 資金 • 人事 • 取引 面で 密接な 関わ 0 合いがない 事業所に 就職した こと。 

④  受給 資格に 係る 離職 理由に より 給付 制限 （基本 手当が 支給され ない 期間） が ある 方 
は、 求職 申込みを してから、 待 期 期間 満了 後 1 か 月の 期間 内は、 八 □ー ワーク また 
は 職業 紹介 事業者の 紹介に よって 就職した ものである こと。 

⑤  1 年を 超えて 勤務す る ことが 確実で ある こと。 

(生命保険会社の 外務 員 や 損害保険 会社の 代理店 研修生の よ 〇 に、 1 年 以下の 雇用 期 
間を 定め 雇用契約の 更新に あたって 一定の 目標 達成が 条件 付けられ ている 場合、 又 
は 派遣 就業で 雇用 期間が 定められ、 雇用契約の 更新が 見込まれない 場合には この 要 
件に 該当し ません。 

⑥  原則として、 雇用保険の 被保険者 になって いる こと。 

⑦  過去 3 年 以内の 就職に ついて、 再 就職 手当 又は 常用 就職 支度 手当の 支給を 受けた こ 
とがない こと。 （事業 開始に 係る 再 就職 手当 も 含みます。 

⑧  受給 資格 決定 （求職 申込み） 前から 採用が 内定して いた 事業主に 雇用され たもので 
ない こと。 

※待 期 期間 中に 仕事 等を した ことによ 0 失業の 状態でなかった 日 や、 失業の 認定を 受けて いな 
い 日に ついては、 待 期 期間に 含まれません ので ご注意 下さい。 


■ 所定 給付 日数が 90 日の 場合 (離職 理由が 倒産 •解雇 等に よ D 給付 制限がない 方)。 


1 


決受 

定給 

日資 

格 

給付 制限がない 方は、 待 期 期間 経過 後で あれば、 就職の 経路は 問いません。 
(知人の 紹介、 新聞広告 等に よ 0 就職した 場合で ち 受給の 対象と な 0 ます。 


満受 
了 給 
日 期 
間 


■ 所定 給付 日数が 90 日の 場合 (離職 理由が 自己 都合 等で 給付 制限が ある 方)。 


受給 期間 
.満了 日 


再 就職 手当を 受給した 皆さんへ 


再 就職 後の 賃金が、 離職 前の 賃金より 低い 場合には 

「就業 促進 定着 手当」 が 受けられます 


「就業 促進 定着 手当」 とは、 再 就職 手当の 支給を 受けた 方で、 再 就職先に 6 か 月 以上 雇用され、 再 就職 
先での 6 か 月間の 賃金が、 離職 前の 賃金よりも 低い 場合に、 基本 手当の 支給 残 日数の 40%  〇※） を 上限 
として、 低下した 賃金の 6 か 月 分を 支給す る ものです。 


※再, 就? 哉 手当の 給付 率が 70% の 場合は、 30% 


支給 対象 者 


次の 要件を すべて 満た している 方 

①  再/就職 手当の 支給を 受けて いる こと 

② 再 就職 手当の 支給を 受けた 再 就職の 日から、 同じ 事業主に 6 か 月 以上、 雇用保険の 被保険者 として 
雇用され ている こと 〇※） 


※事業主の 都合に よる 出向 等であって も、 6 か 月経 過 前に 再 就職 手当の 支給に 係る 再 就職先に て、 雇用保険の 被 保 
険者 資格が 喪失され た 場合には 「就業 促進 定着 手当」 は 受けられません。 


(起業に より 再 就職 手当を 受給した 場合には、 「就業 促進 定着 手当」 は 受けられません） 

③ 所定の 算出 方法に よる 再 就職 後 6 か 月間の 賃金の 1 日 分の 額が、 離職 前の 賃金 日 額を 下回る こと 

(離職 前の 賃金 日 額が 下限 額の 場合には、 再 就職 後 6 か 月間の 賃金の 1 日 分の 額が、 離職 前の 賃金 日 額を 下回る こ 


とはない ので、 「就業 促進 定着 手当」 は 受けられません) 


支給額 


支給額は、 次の 式で 計算し ます。 


v  再 就職 後 6 か 月 間の 賃金の 
X  支払 基礎と なった 日数 ％  2 


XI 原則として、 受給 資格 者 証の 1 面 14 欄の 額と なります。 ただし、 賃金 日 額の 上限 額を 超える 場合は 
上限 額、 下限 額より 低い 場合は 下限 額と なります。 

離職 前 賃金 日 額の 上限 額と 下限 額 （毎年 8 月 1 日に 改定し ます。） 

• 上限 額  _ 

離職 時の 年齢が 3  0 歳 未満の 方  13,500円  . 

離職 時の 年齢が 30 歳 以上 45 歳 未満の 方 14,990 円 
離職 時の 年齢が 45 歳 以上 60 歳 未満の 方 16,500円 
離職 時の 年齢が 60 歳 以上 65 歳 未満の 方 15,740円 
• 下限 額 

L  全 年齢 共通  2,480円」 

※之 原則、 月給 制の 場合は 暦日 数 （30 日、 31 日な ど）、 日給 月給の 場合は その 基礎と なる 日数、 

日給 制 • 時給 制の 場合は 労働の 日数  < 

★再 就職 後 6 か 月間の 賃金の 1 日 分の 額の 算出 方法は 裏面を ご覧く ださい。 


離職 前の 賃金 日 額 


※ 1 


再 就職 後 6 か 月間の 
賃金の 1 日 分の 額* 


♦ 支給額に は 上限が あ ります。 


上限 額 = 基本 手当 日 額 ％  3  x 支給 残 日数 x  40%^ 4 


X3 基本 手当 日 額の 上限 額 （再 就職 手当と 同額） 

• 離職 時の 年齢が 60 歳 未満の 方  6，10 5 円 

• 離職 時の 年齢が 60 歳 以上 65 歳 未満の 方  4,941 円 

(基本 手当の 上限 額は、 毎年 8 月 1 日に 改定し ます) 
※斗 再 就職 手当の 給付 率が 70% の 場合は、 30% 


( - ^ 

就業 促進 定着 手当の 支給 後に、 離職し 失業 状態に なった 場合は、 再 就職 手当と 就業 促進 定着 手当 

を 除く 残 日数 分の 基本 手当を 受給で きる 場合が あります。 12 か 月 （解雇 •倒産な どに よる 退職の 
場合は 6 か 月） 以上 働いた 後は、 新たに 雇用保険の 受給 資格が 生じます ので、 その 受給 資格で 基 
本手 当の 給付を 受ける ことになります。 詳しくは、 八 □— ワーク にご' 相談く ださい。 

V _ ) 
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申請 手続 


「就業 促進 定着 手当」 の 支給 申請書を 再 就職 手当の 支給 決定 通知 書と ともに ノ V □— ワー 
ク から 郵送し ますので、 期限までに 必要 書類を 添えて 申請 手続を 行って ください。 

支給 申請書が 届かない 場合は、 八 □- ワーク にお 問い合わせく ださい。 

X 支給 申請書は 再 就職 手当の 支給 申請書に 書かれて いた 住所に 郵送し ますので、 再 就職 

手当の 支給 申請 後に 住所 変更して いる 場合は、 必 す、 郵便局に 転居 届を 出して くださ 

い 0 


[申請 期間] 

再 就職 した 日から 6 カヽ 月経 過した 日の 翌日から 2 か 月間 

[申請 先] 

再 就職 手当の 支給 申請を 行った 八 □ー ワーク （郵送での 申請 も 可） 

[申請書 類] 

①  就業 促進 定着 手当 支給 申請書 

②  雇用保険 受給 資格 者 証 

③  就職 日から 6 か 月間 〇※） の 出勤簿の 写し 

④  就職 日から 6 か 月間 （※） の 給与 明細 又は 賃金 台帳の 写し 

以） 就職 日が 賃金 締切 日の 翌日では ない 場合、 就職 後 最初の 賃金 締切 日 後の 6 か 月 分 


★ 「再 就職 後 6 か 月間の 賃金の 1 日 分の 額」 の 算出 方法 


[月給の 場合] 

再 就職 後 6 か 月間の 賃金 ぬの 合計 額  ■=■ 180 


[日給 • 時給の 場合] 

次の (a)(b) のうち、 どちら か 金額の 高い 方 

(a)  再 就職 後 6 か 月間の 賃金 紅 の 合計 額  -r 180 

(b)  (再 就職 後 6 か 月間の 賃金 & の 合計 額  -r 賃金 支払いの 基礎と なった 日数） x  70% 

※丄 就職 日が 賃金 締切 日の 翌日では ない 場合、 就職 後 最初の 賃金 締日 後の 6 か 月 分の 賃金の 合計 （税金 や 
雇用保険 料な どが 控除され る 前の 総 支給額）。 

通勤 手当 や 皆勤 手当な どの ほか、 事務 手続きの ために 期間 ごとに まとめて 支払う 通勤 手当な どを 含み 

キす 

ただし、 夏 冬の 賞与な ど 3 か 月を 超える 期間 ごとに 支払われる 賃金は 含みません。 

X2  「再 就職 後 6 か 月間の 賃金の 1 日 分の 額」 が、 離職 前の 賃金 日 額の 上限 額を 超える 場合は 上限 額、 下 

限 額より 低い 場合は 下限 額と なります。 （上限 額と 下限 額に ついては 表面を ご覧く ださい。） 


♦手続 方法な ど 不明な 点は、 お 気軽に 八 □— ワーク （公共職業安定所） の 給付 窓口に お尋ねく ださい。 


あなたが、 所定 給付 日数の 3 分の 1 以上の 支給 日数を 残して 就職した 場合に、 支給 
残 日数の 60%ほ1 )、 所定 給付 日数の 3 分の 2 以上の 支給 日数を 残して 就職した 場合に、 
支給 残 日数の 7 0% (^2) を 基本 手当 日 各 乗じて 得た: 額 （1 円 未満の 端数は 切 0 捨てと な 
D ます。） が 支給され ます。 

※1 就職 日が 平成 29 年 1 月 1 日 前の 場合は、 50% 

※2 就職 日が 平成 29 年 1 月 1 日 前の 場合は、 60%  ‘ 


■ 再 就職 手当の 額 


所定 給付 日数 

支給 残 日数 

再 就職 手当の 額 

支給 率 60%  (※刃 の 場合 

支給 率 70%( ※ 3) の 場合 

90 日 

30 日 以上 

60 日 以上 

基本 手当 v 所定 給付 日数 x  6^°  (^*2) 

日 II  - の 支給 残 日数 7^〇(^3)  1 

(1 円 未満の 端数に ついては、 切 0 捨て） 

120 日 

40 日 以上 

80 日 以上 

150 日 

50 日 以上 

100 日 以上 

180 日 

60 日 以上 

120 日 以上 

210 日 

70 日 以上 

140 日 以上 

240 日 

80 日 以上 

160 日 以上 

270  B 

90 日 以上 

180 日 以上 

300 日 

100 日 以上 

200 日 以上 

330 日 

110 日 以上. 

220 日 以上 

360 日 

120 日 以上 

240 日 以上 

※ 個別 延^ 合 付、 地域 延長 給付の 支給 残 日数に つし〕 ては 再 就職 手当に 係る 穷合残 日数と しては 
みなされません 0 

幻 再 就職 手当に 係る 基本 手当 日 額には 上限 額が あります (平成 31 年 7 月 31 日までの 額です)。 

離職 時の 年齢が 60 歳 未満の 方 .  6,105円 

離職 時の 年齢が 6 ◦歳 以上 65 歳 未満の 方 …… 4,941 円 

毎年、 8 月 1 日に 「毎月 勤労 統計」 の 平均給与 額に よ 0 改定され ます。 

^2 就職 日が 平成 29 年 1 月 1 日 前の 場合は、 50% 

^3 就職 日が 平成 29 年 1 月 1 日 前の 場合は、 60% 


〈表〉 


雇用保険 受給 資格 者 証 


(第 1 面） 


〈裏〉 


1 .支  給  番  号 

2 .氏  名 

3 .被保険者 番号 

4. 性別 

5. 離職 時 年齢 

6 .生年月日 

7 .求職  番号 

8 .住所  又は  居  所 

9. 支払 方法 （記号 （口座） 番号 •金融機関 名 •支店 名） 

10. 資格 取得 年月日 


11 .離職 年月  日 


M 


理  由 


13.  6  0 歳 到達 時 H 金 日 額 14 .離職 時 賃金 日 額  15 .給  付 ^ 制  m 


16 .求職 申込 年月日 


上9 .基本 手当 日 額 


22 .離 


W 


17 •認 


要 


刖 


付 日数 

*  W 


21 .通算 被保険者 期間 


W 


互 


処理 状況 

日 認定 （支給） 期間 

日数  種類 

支給  金  割 

fi 残 日数 1 

一備〆 多^ 

- • 

^ — 

! 

■ 

1 - 

この 金額が 
基本 手当 日 額です。 
ただし、 上限 額が 
あります ので、 
ご注意く ださい。 


この 日数が 
認定 日に 基本 手当を 
受給した 上での 
支給 残 
日数です。 


就職 日 ㈤ 


就職 日の 前日 就職 日 


※ 待 期 期間 満了 後 1 か 月間は 八 □ー ワーク 又は 職業 紹 
介 事業者の 紹介で 就職し た 場合が 対象 とな 0 ます。 
(この 1 か 月間の, 経過 後は 就職 経路を 問いません） 


•例えば、 基本 手当 日 額 4,000円 、所定 給付 日数 270 日の 方が 受給 資格 決定 日 以後 50 日 目に 就職した 場合… 

(就職 日が 平成 29 年 1 月 1 日 以後の 場合） 

■ 所定 給付 日数 270 日に 対して、 基本 手当の 支給 残 日数が 228 日 ⑽） です ので 給付 率は 70% となります。 
■再 就職 手当は、 4,000 円 x  228 日 x  70%  =  638,400円 となります。 

秦 例えば、 基本 手当 日 額 4,000円 、所定 給付 日数 270 日の 方が 受給 資格 決定 日 以後 100 日 目に 就職した 場合… 

(就職 日が 平成 29 年 1 月 1 日 以後の 場合） 

■所定 給付 日数 270 日に 対して、 基本 手当の 支給 残 日数が 178 日 （※〇 です ので 給付 率は 60% となります。 
■再 就職 手当は、 4,000 円 x 178 日 x  60%  =  427,200円 となります。 


(?§) 

+ 基本 手当 支給 ( ※ )-► 

尸 /T 疋ホ □IVU 败 〈乙/UtU  _ 

1 

1 

n 

※ 待 期 期間は 受給 資格 決定 日を 含めて 7 日 
です ので、 就職 日の 前日までの 支給 日数は 
5 〇日 目に 就職の 場合は 42 日 分、 100 日 目 
に 就職の 場合は 92 日 分と な 0 ます。 


- - 給付 制限 3 か 月 - - 

- - 所定 給付 日数 （90 日） - - 

1 

1 

A  • 

^  一.'  ^  ^ 


雀  4 


支給 残 日数 


基本 手当 日 額 


再 就職 手当 


X 

X 

#  ■■ 

B 

1円  1 

，％  • 

円 


就職 日の 前日まで 受給し  上限 額が ございま すので 

た 〇 えで 残って いる 日数  ご注意く ださい。 

※就職 日が 平成 29 年 1 月 1 日 前の 場合は 50% または 6〇％ 


60% または 70%  (※〇 


再 就職した ときの 手続き 方法は 八 □— ワークから お配りした 「受給 資格 者の しお ⑴をご 確認く ださい。 
再 就職 手当の 支給 申請書は、 就職した 日の 翌日から 1 か 月 以内に 本人、 代理の 方、 又は 郵送に よ 〇 ご 提出 
< ださい。 

再 就職 手当 支給 後に 万一 離職され、 失業 状態と なった 場合は、 再 就職 手当 分を 除く 残 日数 分を 受給で きる 
可能性が ごさ' いますので、 まずは 八 □— ワークに ご 相談く ださい。 

その他、 手続き 方法 等が 不明な 場合は お 気軽に ノ  V □— ワーク (公共職業安定所) の 給付 窓 □まで お だ: ずね 
< ださい。 


再 就職 手当は あなたを 応援して います 


〇 


•例えば、 基本 手当 日 額 4,000円 、所定 給付 日数 90 日の 方が 給付 制限 期間 中に 就職した 場合… 丨 

(就職 日が 平成 29 年 1 月 1 日 以後の 場合） 

■ 所定 給付 日数 90 日に 対して、 基本 手当の 支給 残 日数が 90 日です ので 給付 率は 70% となります。 

■ 再 就職 手当は、 4,000 円 x  90 日 x  70%  =  252,000円 となります。 


待 期 満了 日 

.の 翌日 

，待 期 

満了 日 


受給 資格 

決定 日 

•離職 


•受給 期間 
満了 日 


待 期 満了 日 
の 翌日 

待 期 
満了 日 


.受給 資格 

決定 日 

•離職 


•受給 期間 
満了 日 


雇用保険を 
受給 中の 
皆 さまへ 


えの 場合 


AZ52.y^J  V.  V^^|VU*IWI/U»I  1  ^IVU*1WI  ゾ ， 

-* 〃一一，-"— ■す （平成 30 年 1 月 改正) 


r 広域 求職 活動 費 J 


『移転 費 •! の ご 案内 


広域 求職 
活動 費 


「広域 求職 活動 費」 は、 雇用保険の 受給 資格 者の 方が、 八 □ー ワークの 紹 

介に より 遠隔地に ある 求人 事業所 〇※） を 訪問して 求人者と 面接 等を した 
場合 （以下、 広域 求職 活動と いう） に 支給され ます。 支給には 一定の 条件 
が あり、 支払われる 費用には、 鉄道 賃、 船賃、 航空 賃、 車賃と、 宿泊料が 
あります。 


— 

移転 費 


(P  3 〜) 


「移転 費」 は、 雇用保険の 受給 資格 者の 方が、 八 □ー ワーク、 特定 地方 公 
共 団体 または 職業 紹介 事業者の 紹介に より 職業に 就く ため、 または 公共 職 
業 訓練 等を 受講す るた めに、 住居 所を 変更す る 場合に 支給され ます。 いず 

れ も、 八 □— ワークの 所長が 必要で あると 認めた ときに 支給され、 鉄道 賃、 
船賃、 航空 賃、 車賃、 移転 料 および 着 後手 当が あります。 


ぐ※） 『遠隔地に ある 求人 事業所』 とは、 雇用保険の 受給 手続を 行って いる 八 ロー ワークから、 訪問 

する 求人 事業所の 所在地を 管轄す る 八 ロー ワークの 間の 距離 （往復） が、 交通費 計算の 基礎 
となる 鉄道 等の 距離で 200 キロ メー  ト ル 以上 ある 場合を いいます。 


広域 求職 活動 費の 支給 要件 


r 広域 求職 活動 費 j は 以下の 条件を 満た した 場合に 支給され ます。 

①  雇用保険の 受給 資格 者で ある こと 

1 広域 求職 活動の 指示を 受ける 時点で、 受給 資格 者で あれば、 広域 求職 活動を 開始す 
る 時点で、 受給 資格 者でなくて も 対象と なります。 

② ノ V □— ワークに 紹介され た 求人が、 その 受給 資格 者の 方に 適当と 認められる 管轄 区域 
外に 所在す る 事業所の もので、 その 事業所の 常用 求人で ある こと 


③ 雇用保険の 受給 手続を 行って いる 八 □— ワークから、 訪問す る 求人 事業所の 所在地を 
管轄す る 八 □ー ワークの 間の 距離 （往復） が、 交通費 計算の 基礎と なる 鉄道 等の 距離 

で 200 キロ メー  ト ル 以上 ある こと 


④  雇用保険の 待 期 期間が 経過した 後に、 広域 求職 活動を 開始した こと 

⑤  広域 求職 活動に 要する 費用が、 訪問 先の 求人 事業所の 事業主から 支給され ない こと、 
または その 支給額が 広域 求職 活動 費の 額に 満たない こと 

*  上記の ほか、 職業 紹介の 拒否 等に よる 給付 制限を 受けた 場合は、 その 給付 制限 期間が 経過した 後に、 広域 求職 活動を 開始し 
たこと が 必要です。  • 
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鉄道 賃、 船賃、 航空 賃 および 車賃 


雇用保険の 受給 手続を 行って: 名 
いる 八 □— ワークの 所在地： 


200km 以上 


馨 

■ 


1 


訪問す る 求人 事業所の 所在地を 
管轄す るノ  V □— ワークの 所在地 


雇用保険の 受給 手続を 行って いる 八 □ー ワークの 所在地から、 訪問す る 求人 事業所の 所 

在 地を 管轄す る 八 □ー ワークの 所在地までの 順路に ついて、 通常の 経路 および 方法に よ 

り 計算した 運賃 等の 額が 支給され ます。 


宿泊料に ついて 


雇用保険の 受給 手続を 行つ て 
いる 八 □ー  ワ ークの 所在地 


400km 以上 


訪問す る 求人 事業所の 所在地を 
管轄す るノ  UD  — ワークの 所在地 


交通費 計算の 基礎と なる 鉄道 等の 距離が 400 キロ メー  ト ル 以上 ある 場合に 支給され、 そ 
の 距離と、 訪問す る 求人 事業所の 数に 応じて 金額が 定められて います。 


広域 求職 活動 費の 支給 手続き 


八 □— ワークの 職業 相談 部門で、 支給の 対象と なる 事業所の 求人 紹介 （広域 職 
業 紹介） を 受けた 場合、 雇用保険の 受給 手続を 行って いる 八 □— ワークの 雇用 
保険 部門から 下記 2 点の 用紙が 交付され ます。 


_ 


「広域 求職 活動 指示 書」 

訪問す る 求人 事業所の 数に 応じた 「広域 求職 活動 面接 等 訪問 証明書」 


紹介され た 事業所で 面接 等を 受けます。 

★面接 等を 受けた 事業所に、 

「広域 求職 活動 面接 等 訪問 証明書」 の 事業主 証明 欄の 記載を 

お願いして ください。 


広域 求職 活動を 終了した 日の 翌日から 10 日 以内に 

雇用保険の 受給 手続を 行つ ている 八 □— ワークの 雇用保険 部門に、 下記の 書類 
を 提出して ください。 


參 


支給 申請書 

雇用保険 受給 資格 者 証 


広域 求職 活動 指示 書 

広域 求職 活動 面接 等 訪問 証明書 


S 巨 離と 訪問 数に 応じた 金額 


通常の 経路 •方法に よる 運賃 


広域 求職 活動 費の 支給額 


③ 書類 提出 


② 面接 等 


① 求人 紹介 


f  受給 巾の  ぬ Ti^MiBI^^BI^^BMB 

v^y 「求職 活動 関係 役務 利用 費 j の ご 案内 


「求職 活動 関係 役務 利用 費」 とは、 雇用保険の 受給 資格 者 等 m が、 平成 29 年 1 月 以降に、 求人 
者との 面接 等を したり、 教育 訓練を 受講した りする ため、 子の ための 保育 等サ ー ビス & 2 を 利用 
した 場合、 その サービス 利用の ために 負担した 費用 ^ の一 部が 支給され る 制度です。 


•X* 1 受給 資格 者 等： 基本 手当の 受給 資格 者、 高年 齢 受給 資格 者、 特例 受給 資格 者、 日 雇 受給 資格 者 


•X2 保育 等 サービス： 認可 保育所の 保育、 認可 幼稚園の 保育、 認定 子ども 園の 保育、 一時預かり 事業 等 
※ョ 費用： 保育 等 サービス 実施 者に 対して 支払った 利用 料と して、 保育 等 サービス 実施 者が 証明す る 額 (税込) 


支給の 要件 

〇 以下の 条件を 全て 満たす 場合に、 「求職 活動 関係 役務 利用 費」 の 支給が 受けられます。 


D  支給 対象と なる 方 

保育 等 サービスを 利用した 日に おいて 受給 資格 者 等 （上記※ 1) である 方。 


受給 資格 者 等で ある 期間 


• 「基本 手当の 受給 資格 者」 の 場合 与 受給 資格 決定 日 か 5、 最後の 認定 日 （支給 終了 日） または 

受給 期間 満了 日の ど ちらか 早い 日まで 

• 「高年 齢 受給 資格 者」 の 場合  与 離職 日の 翌日 か 6 1 年間 

• 「特例 受給 資格 者」 の 場合  与 離職 日の 翌日 か 6  6 か 月間 

※いずれも、 受給 資格の 決定 手続きを 行って いる 方に 限ります。 また、 受給 資格の 決定 手続き 以後に 就職 等した 場 
合は、 上記 期間 内で あっても 受給 資彳各 者 等には 該当し ません。 


B 支給 対象と なる 「面接 等」 と 「教育 訓練」 

支給の 対象と なる 面接 等とは 「① 求人者との 面接」 の ほか、 r ② 筆記試験の 受 
験」、 「③八 口ー ワーク や 許可 • 届出の ある 職業 紹介 事業者 等が 行う 職業 相談 •職 
業 紹介 等」、 「④ 公的 機関 等が 行う 求職 活動に 関する 指導」、 「⑤ 個別 相談が 可能 
な 企業 説明 会 等」 をい います。 いずれも、 失業 認定に おける 求職 活動に 該当する 活 
動で ある こ とが 条件です。 

支給の 対象と なる 教育 訓練の 受講とは、 「① □— ワークの 指示 • 推薦に よる 公 
共 職業訓練 等の 受講」、 「② 就職 支援 計画に 基づく 求職者 支援 訓練の 受講」、 「③ 
ノ v 口ー ワークの 指導に よる 各種 養成 施設への 入校」、 r ④ 教育 訓練 給付の 対象 訓練 
及び 短期 訓練 受講 費の 対象 訓練 等の 受講」 をい います。 

□  支給 対象と なる 子 

保育 等 サービスを 受ける にあたって、 その 保育の 対象と なる 子とは、 r ① 法律上の 親子関係に 基 
づく子 （実子の 他 養子 も 含む。）」、 「② 特別 養子縁組を 成立させる ために 監護を 受けて いる 者」、 
「③ 養子縁組 里親に 委託され ている 者、 養育 里親に 委託され ている 者」 をい います。 


対象と なる 

面接 等 


対象と なる 

教育 訓練 


その他、 ご 不明な 点は、 お 気軽に 最寄りの 八 □— ワーク 
の 「雇用保険 窓口」 にお 尋ねく ださい。 


ノ  V 口 ー ワ ー ク 所在地 
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LL 281228 保 05 


支給額 • 算出 方法 等 


n 支給額 

保育 等 サービス 利用の ために 本人が 負担した 費用 （保育 等 サービス 利用 費） の 80% を 支給 

します （1 日 あたりの 支給 上限 額 6,400 円） 〇 _ _ 

[計算 式】 1 日 あたりの 保育 等 サービス 利用 費 （上限 額 8,000 円） x  80% 


B 保育 等 サービス 利用 費の 算出 方法 


日 払い 

の 場合 


面接 等、 または 教育 訓練を 受けた 日に 要した、 保育 等サー ビスの 利用 費を 
1 日 単位で 申請して ください (上限 額 8,000 円） 〇 _ 

【例】 利用 費が、 A 日 =4, 000 円、 B 日 =  7, 000 円、 C 日 =9, 000 円の 場合 
申請 額は、 A 日 =4, 000 円、 B 日 =  7, 000 円、 C 日 =  8, 000 円 

※匸 日は 上限 額 （8, 000 円） を 超える ため、 8,000円 が 申請 額と なります。 


月 額 

の 場合 


『 月額 費用 + その 月の 暦日 数 X 面接 等 や 教育 訓練を 受けた 日数 』 

で 算出した 額を 申請して ください。 


【例】 4 月に 面接 等を 6 日 受け、 月額 6  0,000 円の 利用 費を 支払った 場合 
6  0,000 円+  30 日 x  6 日 = 12,— 000円 (保育 等 サービス 利用 費） 


□  支給 対象と なる 上限 日数  X それぞれ 下記の 日数に 達する まで は 支給 対象と なり ます。 


面接 等を した 日 


支給の 上限 

15 日 


訓練を 受講した 日 


支給の 上限 

60 日 


受給の 手続き 


れ ホ 支給 申請 讎_ の 提出 

「求職 活動 支援 費 （求職 活動 関係 役務 利用 費） 支給 申請書」 に、 下の 必要 書類を 添えて、 失 
業の 認定 日に 住居 所 管轄の ノ  V 口ー ワークへ 提出 してく ださい。 

X ただし、 八 □— ワークの 指示に より 公共 職業訓練 等を 受講す る 受給 資格 者 （公共 職業訓練 等の 実施 施設を 経由 
して 失業の 認定を 受ける ことを 希望す る 方に 限ります。） は、 失業の 認定の 対象と なる 月 分に ついて、 翌 暦月 
中 に 提出を 行 ラ 必要が あ ります。 

※高年 齢 受給 資格 者、 特例 受給 資格 者 または 日 雇 受給 資格 者が 申請す る 場合は、 保育 等 サービスを 利用した 日の 
翌日から 4 か 月 以内が 申請 期間と なります。 


必要 書類 


①  受給 資格 者 証 等 

②  保育 等サー ビス 事業者が 発行す る 保育 等サー ビス 費用 に 係る 領収書 

③  保育 等サー ビス 事業者が 発行す る 「保育 等サー ビス 利用 証明書」 

④  保育 等 サービス 事業者が 発行す る 「返還 金 明細書」 

(領収書を 発行 後、 利用 料の 値引き 等に より、 保育 等 サービス 利用 費の一 部が 返還され た 場合に 限ります。） 

⑤  事業主の 証明を 受けた 「面接 証明書」 等の 求人者との 面接 等を 行った ことを 証明す る 書類 

(求人者と 面接 等を 行った 場合に 限ります。） 

⑥  訓練 実施 者の 証明を 受けた 「教育 訓練 受講 証明書」 等の 訓練を 受講した ことを 証明す る 書類 

(教育 訓練を 受講した 場合に 限ります。） 

⑦  対象と なる 子の 氏名、 本人との 続柄を 確認で きる 住民票 記載事項 証明書 等 

⑧  保育 等 サービス 利用 費に ついて、 地方公共団体 等の 第 3 者から 補助を 受けた 場合は、 その 額 
を 証明す る 書類 


A 


雇用保険を 
受給 中の 
皆 さまへ 


八 ロー ワークの 指導で 1 か 月 未満の 教育 訓練を 修了した 場合に 
訓練 費用の 一部が 支給され ます （平成 29 年 1 月〜） 


短斯 訓練 受講 費 


内 


「短期 訓練 受講 費」 とは、 雇用保険の 受給 資格 者 等 &1 が、 平成 29 年 1 月 以降に、 八 □- ワー 
クの 職業 指導に より 再 就職の ために  1  か 月 未満の 教育 訓練  ％2  を 受け、  訓練を 修了した 場合に、 
支払った 教育 訓練 経費 ％3 の 2 割 （上限 10 万円、 下限な し) が 支給され る 制度です。 


1 受給 資格 者 等： 基本 手当の 受給 資格 者、 高年 齢 受給 資格 者、 特例 受給 資格 者、 日 雇 受給 資格 者 
•X*2 教育 訓練： 支給の 対象と なる 教育 訓練には 要件が あります。 下の 囲み 内を ご 参照く ださい。 

X  3 教育 訓練 経費： 入学 料 （入学金 または 登録料） と 受講 料で、 教育 訓練 施設が 証明す る 額 

r 支給の 要件 - - - 

〇 以下の 条件を 全て 満たす 場合に、 「短期 訓練 受講 費」 の 支給が 受けられます。 

n 支給 対象と なる 方 


①  教育 訓練を 受講す る 前に、 その 訓練を 受ける ための 八 □ー ワークの 職業 指導 （以下 「受講 指 
導」） を 受けて いる こと。 

②  受講 指導を 受ける 日に おいて、 受給 資格 者 等で ある こと。 

③  雇用保険の 待 期 期間が 経過した 後に、 教育 訓練の 受講を 開始した こと。 


受給 資格 者 等で ある 期間 


• 「基本 手当の 受給 資格 者 』 の 場合 # 受給 資格 決定 日から、 最後の 認定 日 （支給 終了 日） または 

受給 期間 満了 日の どちら か 早い 日まで 

•  r 高年 齢 受給 資格 者」 の 場合  # 離職 日の 翌日から 1 年間 

•  r 特例 受給 資格 者」 の 場合  与 離職 日の 翌日から 6 か 月間 

※いずれも、 受給 資格の 決定 手続きを 行って いる 方に 限ります。 また、 受給 資格の 決定 手続き 以後に 就職 等した 
場合は、 上記 期間 内で あっても 受給 資格 者 等には 該当し ません。 


B 支給 対象と なる 教育 訓練 

①  一般教育 訓練 給付の 対象 講座を 実施して いる 教育 訓練 実施 者が 実施して いる こと。 

②  公的 職業 資格の 取得を 目標と する 1 か 月 未満の 教育 訓練 〇※） である こと。 

し※） 資格 または 試験であって、 国 もしくは 地方公共団体、 または 国から 委託を 受けた 機関が 法令に 基づ 
いて 実施す る もの。 【例】 大型 特殊 免許、 フォー クリフ ト 運転 技能 講習、 介護 職員 初 任 者 研修、 等 

③  一般教育 訓練 給付の 対象 講座と して 指定され ていない こと。 

※ただし、 一般教育 訓練 給付の 講座 指定を 受けて いる 訓練を 受講す る 場合で あっても、 受講 開始 日に おい 
て一 定の 雇用保険の 被 保険 期間 等がない 等の 理由で、 一般教育 訓練 給付の 受給が で きない 方は、 「短期 
訓練 受講 費」 の 支給 対象と なります。 

④  教育 訓練の 開始 時期、 内容、 対象 者、 目標 および 修了 基準が 明確で あり、 教育 訓練の 実施 者 
が、 その 訓練に ついて、 適切に 受講され たこと を 確認し、 修了させる ものである こと。 


その他、 ご 不明な 点は、 お 気軽に 最寄りの ノ  VO  — ワークの  「八 n  I -々 afatetti 
「雇用保険 窓口」 にお 尋ねく ださい。  1  ノノ  r 1 

r  厚生 労働省 • 都道府県 労働 局 • 八 ロー ワーク 
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受給の 手続き 


《受講 開始 前に 行 5 手続き》 

短期 訓練の 受講を 希望す る 場合は、 必ず 受講 開始 前に、 以下 ①〜③ の 手続きを 行った 上で、 
教育 訓練を 受講す る 必要が あり ます 

B 「短期 訓練 受講 費 支給 要件 照会 票」 の 提出 

I  受給 資格が ある ことを 確認す るた め、 住居 所 管轄の ノ V 口ー ワークの 雇用保険 窓口へ、 

: 教育 訓練 実施 者の iiF 明を 受けた 「短期 訓練 受講 費 支給 要件 照会 票」 を 提出し ます。 

j  x 「短期 訓練 受講 費 支給 要件 照会 票」 は、 八 □— ワークの 雇用保険 窓口で 交付して います。 

B  r 短期 訓練 受講 費 支給 要件 回答 書」 の 受理 

I 住居 所 管轄の 八 口ー ワークから 交付され た 「短期 訓練 受講 費 支給 要件 回答 書」 に 
I  「支給 要件を 満たして います。 丨 と 記載され ていた 場合の み @ の 受講 指導を 受けられます。 

1^1 八 口 ー ワ ー ク による 受講 指導 

住居 所 管轄の 八 口ー ワークの 職業 相談 窓口に 「短期 訓練 受講 費 支給 要件 回答 書」 を 持参し、 
受講 指導を 受けます。 ノ 〈□— ワークでは、 教育 訓練の 受講が 再 就職の ために 必要 かどう か 
|  _ などを 確認し、 「短期 訓練 受講 指導 書」 を 交付し ます。 

〔訓練の 受講)^ ダ ご  ぺ， 

《受講 修了 後に 行 5 手続き》 

@ 支給 申請書 等の 提出 

「求職 活動 支援 費 （短期 訓練 受講 費） 支給 申請書」 に 下記の 必要 書類を 添えて、 教育 訓練 
の 修了 日の 翌日から 1 か 月 以内に、 住居 所 管轄の 八 □— ワークへ 提出して ください。 


必要 書類 


①  雇用保険 受給 資格 者 証 等 

②  教育 訓練 実施 者が 発行す る 「教育 訓練 修了 証明書 （短期 訓練 受講 費）」 

③  教育 訓練 実施 者が 発行す る 教育 訓練 経費に 係る 「領収書」 

④  教育 訓練 経費 等 確認書 （短期 訓練 受講 費） 

⑤  教育 訓練 実施 者が 発行す る 「返還 金 明細書 （短期 訓練 受講 費）」 

(領収書を 発行 後、 受講 料の 値引き 等に より、 教育 訓練 経費の一 部が 返還され た 場合に 限ります。） 


⑥ 受講 指導を 行った 八 □— ワークが 発行す る 「短期 訓練 受講 指導 書」 


♦  「支給 対象と なる 教育 訓練- @ I 一般 敦育 訓練 給付の 講座 指定を 受けて いる 講座 受講に ついて 

八 □- ワーク による 受講 指導 時に おいて、 一般教育 訓練 給付の 受給が 'できない ため 「短期 訓練 受講 費」 
の 支給 対象と なった 場合で も、 受講 指導 後に 就職 等を して 雇用保険の 被保険者 資格が 変わり、 一般 教 
育訓 ，練 給付金の 支給 要件を 満た した 場合は、 「短期 訓練 受講 費」 の 支給 対象とは なり ません。 

♦  「受給の 手続き- @丨 短期 訓練 受講 費 支給 要件 回答 書に ついて 

短期 訓練 受講 費 支給 要件 回答 書に 「支給 要件を 満たして います。」 と 記載が あったと しても、 八 □一 
ワークに よる 受講 指導 時に おいて 就職 等して いる 場合は、 受給 資格 者には 該当し ないた め、 「短期 訓 
，練 受講 費」 の 支給 対象とは なりません。 


移転 費の 支給 要件 


r 移転 費」 は 以下の 条件を 満た した 場合に 支給され ます。 

①  雇用保険の 受給 資格 者で ある こと 

②  雇用保険の 待 期 期間が 経過した 後に、 就職し、 または 公共 職業訓練 等を 受ける ことと 
なった こと 

③  ノ V ロー ワーク、 特定 地方公共団体 または 職業 紹介 事業者 (※⑴ か 紹介した 職業 (※力 に 

就く ため、 または 八 □— ワークの 所長の 指示した 公共 職業訓練 等を 受ける ために、 住 
所 • 居所を 変更す る 場合 

(XI) 職業 安定 法 第 4 条第 8 項に 規定す る 特定 地方公共団体 または 職業 安定 法 第 18 条の 2 に 規定す 

る 職業 紹介 事業者を いいます。 なお、 職業 紹介 事業の 停止を 命じられ ている 職業 紹介 事業 
者 または 業務 改善 命令を 受けて いる 職業 紹介 事業者から 紹介を 受けた 場合は、 移転 費の 支 
給 対象とは なりません。 

(X2) 雇用 期間が 1 年 未満で ある 場合 や、 循環 的に 雇用され る ことが 慣行と なって いる 場合を 除 
きます。 

④  事業所 または 訓練 施設が、 次の いずれ かに 該当する ため、 八 □— ワークが 住所 •居所 
の 変更が 必要で ある と 認める 場合 

a.  通勤 (所) 時間が 往復 4 時間 以上で ある 場合 

b.  交通機関の 始 (終) 発の 便が 悪く、 通勤 (所) に 著しい 障害が ある 場合 

c.  移転先の 事業所. 訓練 施設の 特殊性 や 事業主の 要求に よって 移転を 余儀なく される 場合 

⑤  事業所、 訓練 施設 その他の 者から, 就職 準備金 その他 移転に 要する 費用が 支給され ない 
こと、 または その 支給額が 移転 費の 額に 満たない こと 

*  上記の ほか、 職業 紹介の 拒否 等に よる 給付 制限を 受けた 場合は、 その 給付 制限 期間が 経過した 後に、 就職し、 または 公共 職 
業 訓練 等を 受ける ことと なった ことが 必要です。 


A 


移転 費の 支給額 


鉄道 賃、 船賃、 航空 賃 および 車賃 


往復 4 時間 以上な ど 


旧 住居 地 


通常の 経路 •方法に よる 運賃 
(本人 および 随伴す る 親族 分) 


新 住居 地 


旧 住居 地から 新 住居 地までの 順路に ついて、 通常の 経路 および 方法に より 計算した、 
本人 および 随伴す る 親族の 運賃 等の 額が 支給され ます。 


移転 料に ついて 


旧 住居 地 


% 


往復 4 時間 以上な ど 


交通費 計算の 基礎と なる 
鉄道 等の 距離、 および 
親族の 随伴に 応じた 額 


新 住居 地 


m 


交通費 計算の 基礎と なる 鉄道 等の 距離 および 親族の 随伴に 応じて、 定められた 金額が 
支給され ます。 


着 後手 当 

親族が 随伴す るか どうかに よって、 下記の 額が 支給され ます。 


親族を 随伴す る 場合 

76,000円 

X 旧 居住地から 新 居住地までの、 鉄道 賃の 額の 計算の 
基礎と なる 距離が、 100 キ ロメー ト ル 以上の 場合は、 

95,000円 

親族を 随伴し ない 場合 

38,000円 

X 旧 居住地から 新 居住地までの、 鉄道 賃の 額の 計算の 
基礎と なる 距離が、 100 キ ロメー ト ル 以上の 場合は、 

47,500円 

移転の 日の 翌日から 1 箇月 以内に、 移転先の 住居 所を 管轄す る 八 □ー ワークに 
下記の 書類を 提出 してく ださい。 


移転 費 支給 申請書 〇※) 


雇用保険 受給 資格 者 証 


(X)  •移転の 際、 親族の 方が 随伴され る 場合は、 その 親族の 方が、 受給 資格 者の 方 
の 収入に よって 生計を 維持され ている 同居の 親族で ある ことを 証明す る 書類を 
添付して ください。 

• 特定 地方公共団体 または 職業 紹介 事業者の 紹介した 職業に 就いた ことにより、 
移転 費の 支給 申請を 行う 場合は、 紹介状の 写し や 「職業 紹介 証明書 （移転 費）」 
等の 紹介を 受けた 事実を 証明で きる 書類を 添付 してく ださい。 


八 □— ワークから 移転 費 支給 決定 書 および 移転 証明書が 交付され ます。 


就職先の 事業主に、 

移転 費 支給 決定 書と 移転 証明書を 提出 してく ださい 


就職先の 事業主が、 移転 証明書の 就職 証明 欄に 必要事 項を 記載し、 交付した ノ v 
□— ワークに 返送し ます。 


鼸 


その他、 ご 不明な 点は、 お 気軽に 最寄りの 八 □一 
ワークの 「雇用保険 窓口」 にお 尋ねく ださい。 


③ 

提 
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① 書類 提出 
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• 就職に 蘭す る相饑 •紹介 

就職活動 に関する こと 全般、 ハローワークで 受付して いる 求人に ついての 相談 _ 紹介を 行 
ってい ます。 

就職活動の 方法 や 履歴書 作成の ポイント、 面接での 注意点な どの 相談、 また、 求人 票 だけ 
では わからな いこと や 直接 質問し にくい こと も、 スタッフが 代わって 会社に 問い合わせ しま 
すので、 気軽に ご 相談く ださい。 

その他 就職活動 に関する 疑問、 質問 等に ついても 可能な 限り 対応いた します。 

# 求人 提供 サービス 

ハローワークでは、 就職活動を している 方が お 仕事を 探し やすいよ うに、 会社の 募集 情報 
を 集め、 見やす いように 庁舎 内に 掲載して います。 主な 掲載 方法は 次の 通りです。 

求人 検索 パリ ン 

全国の ハローワークで 受付を した 求人を、 条件を 指定して 検索す る ことができます。 

2 求人 公開 ファイル 

管内 （中 標津 •標津 •別 海 •羅 臼） の 求人 情報を 掲載して います。 

(各フ アイ ルの 掲載 方法は P3 を 参照 してく ださい。） 

J  蕞新 求/*! — - 

受付 後 おおむね 1 週間 以内の 求人 情報を 掲載して います。 

4 急暮 3 —十一 

急募で 募集を している 求人 情報を 掲載して います。 


※ 求人の コピ ー サ ー ビスに ついて 

ハローワークの 求人で あれば、 全国 どこの 求人で も コピーを 差し上げる ことが 可能です。 
ハローワークで 見た 求人、 インター ネッ トで 調べた ハローワークの 求人 や 求人 情報誌で 
気になった 求人 等を 詳しく 見たい、 持ち帰って 検討したい 場合は、 「リクエスト カード」 に 
求人 番号を 記入して 受付に 提出 してく ださい。 


參 求人 情報誌 

木〜 水曜の 新規 受付 求人を 一覧表に まとめて 公開して います。 

ハローワーク 内の パンフ レッ ト スタン ドの 他、 屋外の 求人 情報 ボックス にも 置いて います 
ので ハローワーク が 休みの 時で も お持ち 帰 りいた だけます。 

発行す る 時点では 募集 中の 求人 ばかり 集めて いますが、 応募者が 多く なった、 採用 者が 決 
定 するな どして、 発行 後に 取消 しとなる 場合 もあります。 

発行日は 毎週 金曜で、 正午に 入れ替えして います。 

郵送の ため 情報の 更新は 遅れます が 以下の 場所で も 求人 情報は ご覧いた だけます。 

中標津 町役場、 標津 町役場、 羅臼 町役場、 別 海 町役場、 別 海 町 商工 会 


インタ _ネ 


_ 


"WWW. 


全国の ハローワークの 求人 情報を 検索で きます。 

※会社の 希望に よ り 情報の一 部、 または 全てが 掲載され ていない もの もあります。 


• 新聞 

求人 情報の 一部を 新聞に 掲載して います。 

• 北海道 新聞 (火曜 夕刊） 

• 求人り々 エス ト サービス 

「ここの 会社から 求人が 出たら 連絡して ほしい J、 「こんな 求人が 出た ときに 連絡して 欲し 
い」 等の 要望が ありましたら 窓口で ご 相談く ださい。 

• 予約 職業 相談 サービス 

相談、 紹介は ハローワークが 開いて いる 時間 （土、 日、 祝、 年末 年始を 除く  8:3  0 〜 1 7: 
15) はいつ でも 対応いた します が、 混雑して いる 時は お待ちい ただく 場合 もあります。 

「今日は 時間がない ので 後日 改めて 相談したい」、 「時間を かけて じつく り 相談を 受けたい」 
等の 場合は、 事前に 申込みいた だきます と 優先して 相談 時間を 確保いた します。 


A □— ワーク 0 求人へ 〇 応募 方法に ついて 


ハローワーク の 求人へ 応募 するとき は 紹介状が 必要です。 


m 


リクエスト カードの 提出 


_ 


リクエスト カードに 氏名、 生年月日、 応募を 希望す る 求人 番号を 記入し 受付に 提出して ください < 
(初めて ご 利用の 場合は 記載 台で 求職 申込書を 記入し、 併せて 受付に 提出して ください。） 

紹介状の 発行は 応募す る ことを 前提と して 行います ので、 紹介を 受ける 前に 求人 条件な どを 確認 
する よう お願いします。 


窓ロ スタ ッ フ から 会社 担当者に 連絡を とり、 面接 日時の 予約 や 応募 書類の 送付 方法な どを 確認 
しご 案内し ます。 

求人 票 だけでは わからな いこと や 直接 聞きに く いこと も、 窓ロ スタッフが 代わって 問い合わせ 
する こと もで きます。 

また、 応募 条件 （例えば 年齢 条件 や 経験な どに ついて） に 少し 外れる 場合で も、 これまでの 経 
験 等を 会社に 話した 上で、 応募で きる 場合が あります ので、 応募 条件に 関する ことを 含め、 紹介 
前の 相談 時に 申 し 出て ください。 


面接の 場合は、 応募 書類 （履歴書 や 職務 経歴 書な ど） と ハローワークから 発行され る 紹介状を 持 
参のう え、 決定 した 面接 日 時に 選考 場所に 行って く ださい。 

r 担当者が 不在な どで 面接 日時が すぐに 決められない 場合は、 会社に ご 本人の 電話番号 など _ 

を 伝えた うえで、 後日 会社から 連絡を する ことがあります。 


ノ 


_ 


書類 選考の 場合は、 応募 書類 （履歴書 や 職務 経歴 書な ど） に 紹介状を 同封のう え、 郵送 （または 
会社に 持参） してく たさい。 


■ 


採用 • 不採 用の 連絡は、 ハローワーク にも 連絡が あります が、 会社から ご 本人 あてに 必ず 連絡す 
るよう お願いして います。 
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求人 公開 ファイル 区分 表 


I 

地域 別 

勤務時間 別 

職業 別 

主な  職業 

卜. 

専門 

看護師、 楽 剤師、 保 育士、 栄養士 

技術 

建設 •土木 技術者、 測量士、 プログラマー 

事務 

事務 

rt 

販売 

販売、 営業、 保険 外交員、 給油 店員 

r 

フルタイム 

サービス 

ホ ー 厶 ヘル パ ー 、理 • 美容師、 調理人 
接客、 給仕 係、 ホール スタッフ、 配膳 係 
フロン ト、 レジ 係 

1 

警備 •運輸 

警備員、 交通 誘導 員、 運転手 

3 

生産 工程 

自動車 整備工、 建設 •土木 作業員 

中 標津町 

その他 労務 

水産 加工 員、 配送 員、 清掃 員、 雑務 員 

M 

専門 

看護師、 楽 剤師、 保 育士、 栄養士 

4 

技術 

建設 •土木 技術者、 測量士、 プログラマー 

事務 

事務 

rtt 

販売 

販売、 営業、 保険 外交員、 給油 店員 

r 

パ ー ト タイム 

サービス 

ホームへ ル パ ー 、理 • 美容師、 調理人 
接客、 給仕 係、 ホール スタッフ、 配膳 係 
フロン ト、 レジ 係 

警備 • 運輸 

警備員、 交通 誘導 員、 運転手 

6 

生産 工程 

自動車 整備工、 建設 •  土木 作業員 

その他 労務 

水産 加工 員、 配送 員、 清掃 員、 雑務 員 

辰 栗 

農業 作業員、 酪農 作業員 

7 

区分な し 

区分な し 

林業 

林業 作業員 

漁業 

漁業 作業員 

8 

別 海 町 

フルタイム 

区分な し 

n 

r 

パ ー ト タイム 

区分な し 

10 

標津町 

镛 

区分な し 

11 

羅臼町 

j  区分な し 

• 

X 【地域 別】 働く 場所に より 区分 （中 標津 町、 標津 町、 羅臼 町、 別 海 町) 
【勤務時間 別】 フルタイム （正社員と 同じ 勤務 日数、 勤務時間） 

パー ト タイム （正社員より 短い 勤務 日数、 勤務時間) 


3 


STEP 


自己 分析 ■労働市場 分析 


ノ 


へ 


STEP  2 


労働条件の 決定 


釀 


_ 


これまでの 職務 経歴の 棚卸し 

興味、 関心、 やりたい 事、 できる 事の 検討 

希望 職種の 現在の 求人 状況 等の 確認 


ノ 


【ハローワークの サービス 内容】 

• 職業 興味 検査 や 職業 経験の 振り返りの 方法 
などの 相談。 


技能 や 技術を 身に つける ための 職業訓練の 
相談。 


•生活 面な どを 考慮しながら、 休日 •賃金な どの 
希望す る 労働条件の 確認 

•さらに 希望 条件に 優先順位を つけ、 「こだわる 
条件」、 「譲れる 条件」 などを 確認 


【ハローワークの サービス 内容】 

•労働市場を 踏まえた、 就職に 近づく 条件 設 
定の 相談。 


STEP  3 


求人 検索 


STEP  4 


応募 準備 


希望 条件に 合う 求人を 検索 

探し 方が よく わからない 方は、 窓口で 相談 

しながら 探す こと もで きます 


【ハローワークの サービス 内容】 

•求人 検索 パソコン、 求人 公開 ファイル、 
求人 情報誌な ど 


馨 


ハローワーク インター ネッ ト サービス 
しごと 情報 ネット 


_ 


履歴書の 準備 （写真 も 含む） 

また、 最近では、 職務 経歴 書を 求められる 場合 
があります。 

面接での マナー や 服装、 受け答えの 準備。 


【ハローワークの サービス 内容】 

• 履歴書 • 職務 経歴 書の 書き方の ア ド バイス 


■ 


面接の 受け 方に 関する ア ド バイス 


STEPS 


応募 (面接、 書類 選考 等) 


ハローワークの 求人に 応募 するとき は 紹介状が 必要です。 窓ロ スタッフより 会社 担当者に 連絡を とり、 詳 
しし ヽ 条件を 確認した う えで、 面接 日 時の 予約 や 応募 書類の 送付 方法な どを ご 案内し ます。 

紹介した 当日に 面接す る 場合 もあります ので、 ハローワークへ 来る 
時は 出来るだけ 服装、 応募 書類 等の 準備を して お越しく ださい。 


_ 


会社の 場所は 事前に 確認し、 時間に 余裕を 持って 面接に 行く ように 
しまし よう。 

指定 日時に 都合が 悪く なった、 応募を 辞退す る 等の 場合、 


必ず 会社へ 連絡を して ください 


〇 


【ハローワークの サービス 内容】 

• 求人 票 だけでは わからな いこと 
や、 直接 質問し にくい こと も、 窓 
ロス タ ッフが 代わって 問い 合わ 
せす る こと もで きます。 


STEP  6 


採 


不 採用 


採用が 決まったら、 まず 労働条件を 確認し ま しょ 
う。 労働基準法では、 労働条件は 書面 （雇用契約 
書 や 労働条件 通知 書な ど） で 明示す る ことと され 
ています。 


•今回の 面接な どで、 うまく 会社に 自分の アピール 
ポイント など 伝えられなかった 場合は、 次の 応募に 
備え、 STE  P 1 の 自己 分析 （職務の 棚卸しな ど） 
や、 STEP  4 の 応募 準備な どを 見直し、 次の 応募 
に 備えます。 
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【就業時間】 

通勤時間の 事 も 考慮し、 始業 _ 
終業 時刻を 確認。 会社 や 職種に 
よっては 交代制の 勤務に なるこ 
ともあります。 


?. 人  > ^ 4 t » 灞 
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【昇給 • 賞与】 

前年度の 実績な ので、 今年度は 異なる 
場合 も あり ます。 


【毎月の 賃金】 

a 基本給 + b 諸手 当 = 総 支給額 
そ か ら 税金と 社会保険 料な ど 
を 弓 U ヽ たもの が 手取り 額と なり 
李す。 

「総 支給額 = 手取り 額 j ではない 
ので 要注意！ 


【従業員 数】 

「当 事業所」 は 就労 場所での 

「企業 全体」 は、 各 支店 やェ 
場と 本社を 合せた 人数です。 


【通勤 手当】 

通勤 手当の 有無と、 いくら ま 
で 支給 される かな ど 確認し ま 
しょ^。 


【選考】 

面接 前に 履歴書 • 紹介状を 郵 
送す る 募集の 場合、 採否の 決 
定まで 時間 がか かる ことがあ 
ります。 


応募 書類 作成 時 0 注意 


籲 丁寧に 記入  ； 

文字の 上手い 下手は 急に 直す ことは できません が、 心を 込めて 丁寧に 記入 すれば 文字に も 違いが ! 

表れる ようです。  ! 

急いで 乱雑に 記入す る ことなく、 余裕を 持って 丁寧に 書いて く ださい。  i 


籲 空欄は なる ベ < 作らない 

「面接で 話せば いいから」 と あまり 記入して いない 方 もい るよう です が、 書類は 書類、 面接は 面接 
で それぞれ しっかり と 対応す る ことが 大切です。 

せっかくの 応募 書類 を 空欄で 出さずに 積極的に 自分を アピールして みまし よう。 

•見やす < 記入 

空欄が 多い のは 困ります が、 細かな 字で びっしり と 記入して いる 書類 も見づ らい 場合が あり ます。 
自分な りに 伝えたい ことが たくさん あって、 書き きれない ことがある かもしれ ません が、 読まれる 
書類に する ためには 見やす く 要点を まとめる こと も 大事です。 


籲 他の 人に 負けない 工夫を  I 

応募 書類を 丁寧に 作る ことは 当然です が、 他の 人 も 同様にし つかり した 書類を 作つ ている でしよう。 j 
自分が よ1〕 注目され るよう に、 プラスアルファで 添え状 (送付 状)、 職務 経歴 書 等を— 緒に 提出す る 等 

工夫を してみ ると 効果が あるか も 知れません。 


， 面接 時 〇 注意 - **| 

•身 だしな みはき ちんと  ! 

面接に 限らず、 初対面の 時に 受ける 第一印象は 後に 大きく 影響し ます。  I 

いく ら 内面が しっかり していても、 外見に 気を 配って いなければ 評価が 低くなる こと もあります i 

ので 十分 注意して ください。  _  i 

また、 受ける 企業に よります が、 服装が カジュアル 過ぎる の も 好まれない 場合が 多い ので、 洛ち 

着 いた 服装が 望ま しいで しよう。  i 

•予習し ま しょ 〇 

応募す る 企業の 事業 内容、 求人の 職種が どのようなことを する 仕事な のか、 ある 程度の 下調べは 
して おき ましよう。 

全く 下調べを せず、 面接 時に 企業 担当者から 聞いて 初めて わかる 様では、 採用は 難しい と 思います。 

•あいさつ •受け答えは しっか パ， v* り 

人間関係の 基本は、 キ チンと した あいさつから 始まり ますので、 明るく 元気に あいさつし ましよう。 
面接 官の 質問が 聞き取れない、 質問の 意味が 理解で きない 等の 場合、 そのまま 聞き流して いい加減 
な 返事を する ことは 避け、 失礼の ないように 聞き返し たうえで しつ かり と 回答し ましよう。 
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※麻 募 書類の 作成、 面接に 共通す る ことです が'  自分の 目線 ばかりで 考えず、 企業の 立場から どん/よ 
人物が 求められ るか 考えて みる ことが 大切です。 
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